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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







　プロローグ







　紙で手を切ったことがあるかい？

　薄うすくて鋭するどい、ざりざりした感かん触しよくが、絶ぜつ妙みような角度で皮ひ膚ふに当たって、さっと通り抜ぬける。

　あっ、と思ったときにはもう遅おそい。

　表皮に走る細い傷と、その中から沁しみ出してくる真っ赤な血──

　刀や剣けんで斬きられる感触も、あれと似てる。

　ただし、あれよりもっと深く、鋭く、そして、もっと……痛い。




　祖父を亡なくした、高校一年の夏。

　魔剣あいつらと出で逢あった僕が巻き込まれたのは、そういう世界だった。







　第一章　夜色の刃







　　　　１．




　蔵くらの扉には大きな鉄の錠じよう前まえがついていた。

　ゲームのアイテムじみた大きな鍵かぎを差し込んでひねると、ざりざりと錆さびのこすれる感触をともなって、錠が開いた。

　扉を開けると、真夏の外気とは異質な、ひんやりした空気が顔を撫なでる。

　天てん井じようからぶら下がった裸はだか電でん球きゆうが点灯すると、蔵の中に積み上げられたたくさんの箱や器財が照らし出された。

「うわっ……結構あるなあ」

　早はや瀬せ吏り玖くは呟つぶやいて、少し途と方ほうにくれる。

　──一人で片付けられるのか、これ？

「……しょうがないな」

　できるところからやるしかないだろう。

　吏玖はため息をついて、蔵の整理に取りかかった。




　屋や敷しきの持ち主の、祖父が亡くなったのは先月だ。

　祖父は吏玖に残された、唯ゆい一いつの肉親だった。

　急なことで、正直なところ吏玖にはまだ実感がない。

　主あるじの居ないこの屋敷は、近々売り払はらう方向で話が進んでいる。

　都心から電車を乗り継ついで三時間、はるばるここへ来たのは、蔵の整理をするためだ。

　家具のたぐいはあらかた処分か売ばい却きやくの目め処どがついたが、蔵の中身はまだ手つかずだった。




「に……二時間かけて、これだけか！」

　汗あせを拭ふいたタオルが埃ほこりで真っ黒になっている。

　たいして片付いたようにも見えないのに、吏玖の体力は底をつきそうだった。

「ぜったい明日あした筋肉痛だな」

　吏玖はがくがくする腕うでをさする。

　軽そうなやつを片付けて、今日はもう上がろう。

　そう思って、棚たなの奥に積まれていた、白木の細長い箱を持ち上げた。

　両手で抱かかえて、そっと床ゆかに下ろす。

　──さて、これは何が入ってるのかな？

　箱の蓋ふたを取った瞬しゆん間かん……

　蔵の中の空気が、変わった。




　しんと耳鳴りがするほどの静せい寂じやく──

　まるで、世界が息を止めて、この場を見つめているかのような。

　箱の中にあったのは、黒い漆うるし塗ぬりの鞘さやに納められた、一ひと振ふりの──

「──刀だ」

　呟いた声はかすれて、静寂に飲まれた。

　吸い込まれるように手を伸のばしていた。

　左手で鞘、右手で柄つかを摑つかんで、箱の中から持ち上げる。

　鞘の中の金属の重みが手のひらに伝わってくる。

　──本物……だろうな。

　ごくりと喉のどが鳴った。本物の日本刀を触さわるのは初めてだった。

　抜ぬけるだろうか。

　いつの時代のものか、見当もつかないが、箱の古さからいって相当な年代ものだろう。

　とっくに錆さびついて、鞘の中で固まっているかもしれない。

　鞘を持った手の親指を鍔つばにかけて、力を入れてみる。

　少し抵てい抗こうがあったあと──鍔が動いた。

　──抜ける！

　柄を握にぎった手を注意深く引く。木の鞘に鋼はがねが擦こすれるかすかな音。

　水のようになめらかに、刀は鞘を滑すべり出し、ついにその刀身を露あらわにした。

「うわぁ……」

　思わず感かん嘆たんの声が漏もれた。

　不思議な色をした刀だった。

　刀身が、蒼あおい。

　鋼の色の中に、深い蒼が流し込まれていた。

　ガンメタル・ブルーの刃──

　薄うす暗くらがりの中でもその色ははっきりとわかった。

　刀を傾かたむけると、明かり取りから差し込む光を反射して、刃の上でグラデーションが生まれた。

　一番明るいところは明け初めの空の色。最も暗い部分は、深い夜空の黒。

　鋼の中を蒼い夜が渡わたっていく。

　目を凝こらすと、星々が瞬またたく様さえ見えるような気がした。

　背筋がぞくぞくした。

　今まで生きてきて、これほど美しいものを見たことは一度もなかった。

〝……だれ？〟

　そのとき──声が聞こえた。

　年とし端はのいかない、少女のような声が。

「えっ？」

〝……汝なんじは、誰だれだ？〟

「な、なんだ？」

　うろたえて周囲を見回したが、蔵くらの中には吏り玖くのほかに誰かがいる気配もない。

　耳から聞こえたのではなかった。

　頭の中に、直接語りかけるような声。

〝我われを遣うのは、何者だ？〟

　遣つかう？

　──まさか。

　吏玖は手の中の刀をまじまじと見つめた。

「おまえ……か？」

〝然そう〟

　蒼い刀が、確かにそう言った。

　──喋った!?

〝うー……ん〟

　ぶるぶるっ、と刀身が震ふるえた。

　眠ねむりから覚めたしなやかな獣けものが、立ち上がって思い切り伸びをしたような、そんな感覚だった。

　思わず刀を取り落としそうになる。

〝ひゃっ！　ちょ、ちょっと、気をつけてよ！　この鈍どん物ぶつ！〟

「えっ、あっ、ごめん！」

　吏玖はつい、普ふ通つうに刀に謝ってしまう。

　──ん？

　さっきは「我」とか「汝」とか、やたら畏かしこまった言こと葉ば遣づかいだったのに。

　なんだか今、素すに戻もどってなかったか？

　刀の柄を握り直すと、先ほどまでは感じなかったほのかな温かさが手のひらに伝わってきた。

　吏玖の頭の中に、次々と言葉が流れ込む。

〝えーと……それで？　汝は誰だ？〟

「ぼ、僕は……吏玖。早はや瀬せ吏り玖く」

　ためらいながらも吏玖は名乗った。

　これは果たして現実に起きていることなのだろうかと、なかば疑いながら。

〝リク。わかった。では、我が遣い手、リクよ。我が汝を見み出いだし、汝が我を見出した──〟

　刀の「声」が高まった。

〝──我を振ふるえ、剣けん士しよ。我とともに、敵を打ち砕くだくのだ！〟

　もしＢＧＭがついていたら、絶好調の盛り上がりを見せそうなテンションだった。

「えっと……そう言われても……」

　刀のテンションについていけず、吏玖は曖あい昧まいな声で言った。

　仮想のＢＧＭもフェイドアウトする。

「僕は剣士なんかじゃないよ……というか」

　吏玖はようやく、そもそもの疑問を口にした。

「──おまえは何なんだ？」

〝我は──〟

　そう言いかけて、刀の言葉は揺ゆれた。

〝我は、えーと──あ、あれ？　あれ？　あれれ!?〟

「ど、どうした？」

〝……………………わ、わからない〟

「え？」

〝思い出せない。私が何だったのか──ただ、他ほかの剣けんと戦い、打ち破らなければならないことだけは憶おぼえている……けど〟

「思い出せないって？」

〝えっ、やだ、わかんない、怖こわい！　ちょっと、これ、どうなってるの……!?〟

　パニックに陥おちいったような声がしたかと思うと──

　吏玖の目の前の、何もない空間から、見知らぬ少女が転げ落ちてきた。

　どて。

　尻しりから床ゆかに落ちる鈍にぶい音が耳に届き、吏玖はあんぐりと口を開けた。

　星の輝かがやきを紡つむいだような髪かみと、鋼はがねの色をした瞳ひとみ。

　刀身を彩いろどる夜の色をそのまま織り上げたような布が、華きや奢しやな軀からだを飾かざっている。

　埃ほこりの積もった床に倒たおれたにもかかわらず、がばと身を起こした少女の装しよう束ぞくには、塵ちりひとつ付いた様子がない。

　あっけにとられて見守る前で、少女は立ち上がり、怯おびえた小動物のようにあたりに目を走らせ、ようやく吏玖に目を留めた。
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〝ど、ど……どうしよう、どうしよう、ねえ、どうしたらいい!?〟

　先ほどまでの、背筋を伸のばした感じの物言いが噓うそのように、少女はおろおろと言った。頭の中に響ひびく声は、少女の口の動きと同期している。

　──そんなこと言われても。

　記き憶おく喪そう失しつの喋しやべる刀──蔵くらの整理を始めたときに、まさかこんな奇き妙みようなものが出てくるとは想像もしていなかった。

「え、と……どうしたら……いいんだろうね」

　吏り玖くはそう言ったが、別段、考えても答えなど出るわけがない。

「……とりあえず、鞘さやにしまうよ。このまま抜ぬき身で持ってるのも危ないし」

〝あ……うん。いや、その……い、いいだろう、好きにするがいい〟

　動どう揺ようしながらもでかい態度を取るという、器用な真似まねを少女はしていた。

　威い厳げんを建て直そうと試みたのかもしれないが、成功しているとは言い難がたい。

　吏玖は刀を鞘に納め、ふと眉まゆ根ねを寄せた。

　いま、自分は、何をした？

　初めて手に取る真しん剣けんなのに、ずいぶんあっさりと納刀したような気がする。

　何千回も繰くり返したような手て馴なれた動作で。

　だが、そんなはずはないのだ。吏玖が剣と名のつくものを持ったのは、小学校の三年生のとき、体育の授業で剣けん道どうをやらされた程度。はっきり言ってずぶの素人しろうとだ。

「あのさ──」

　吏玖は言いかけて、ひとつの問題に気づいた。

「そういえば、なんて呼べばいい？　名前あるなら教えてよ」

〝──汝なんじは我が銘なを、すでに知っている〟

　少女の目がふと虚うつろになり、声がまた、格式張ったものに変わった。

「知ってる？　僕が？」

〝我が存在は遣つかい手によって規定される。我を定義せよ、剣けん士しよ。自らに問うがよい。我が銘を〟

　──知ってるって言われてもなあ。

　そのとき、吏玖の中のどこか奥のほう、そんな場所があるとも知らなかったような心の奥底から、ふっとイメージが浮うかんできた。

　刀身の中に封ふうじ込められた夜の色。

　きらめく星々を抱いだいて、速すみやかに、容よう赦しやなく、すべてのものに降りかかる──

　イメージとともに、意識に昇のぼった言葉が、自然に吏玖の口から零こぼれ出た。

　──《夜来たるNightfall》。

〝それが私の銘──？　ま、悪くないわね〟

　ふたたび少女の目が焦しよう点てんを結ぶと、態度も元に戻もどった。

「……英語だよ？　いいの？　日本刀なのに？」

〝私に訊きかないでよ。リクの中から出てきたものなんだから〟

「──まあ、いいや」

　吏玖は考えることを放ほう棄きした。

「とりあえず家に入ろう。どういうことか、ゆっくり話を聞かせてよ」




　　　　２．




　母屋おもやに戻って刀を茶の間に置き、台所で手を洗っていると、ようやくいまの状じよう況きようの異様さが、吏り玖くの胸にもじんわりと染しみこんできた。

　喋る刀。

　その刀と、どうやら一心同体とおぼしき少女。

　え？

　いやいやいや。

　あり得ないだろう。

　だってそんな。

　ねえ？

「暑さでおかしくなったのかな、僕」

　口に出して言ってみる。

　返事はなかった。

　一番合理的なのは、幻げん覚かく、幻げん聴ちようという解かい釈しやくだ。

　いや、一番も何も、普ふ通つうに考えてそれ以外にあり得ない。

「ここんとこ、いろいろ立て込んで疲つかれてたからかなあ」

　冷たい井い戸ど水みずで顔を洗うと、少ししゃっきりした。

　落ち着いて考えてみれば、刀が喋るわけがないのだ。

　だいたい、あの刀身からして異常だった。

　美しすぎた。

　いくら名刀だからといって、あんな色の金属があるとは思えない。

　そもそも、あの刀自体、本当に存在したんだろうか？

　もしかして、幻覚を見ていたのでは？

　そんな疑念がよぎって、吏玖はぎくりとした。

　あの刀自体、そもそも幻覚だったとしたら、けっこう怖こわい。

　熱射病にでもなったか、脳に異状があるのか。

　いったい、どこからが本当に起きたことなんだ？

　吏玖は台所を飛び出して、板張りの廊ろう下かを走った。

　茶の間のふすまを勢いよく開ける。

「……あった」

　刀は吏玖が置いたときのまま、座ざ卓たくの上に横たえられていた。

〝なによ、バタバタと。騒そう々ぞうしいわね！〟

　同時に、頭の中に声が響ひびき渡わたる。

　謎なぞの少女は、座卓の向こうの座ざ布ぶ団とんの上に、ちんまりと正座していた。

「……いた」

〝なによ？〟

「うーん……喜んでいいのか、そうじゃないのか決めかねてるとこ」

　いまも幻覚と幻聴が続いているのか。

　あるいは幻まぼろしでもなんでもなく、いま実際に起きていることを目もく撃げきしているのか。

　その二つに一つだ。

　前者はあまり歓かん迎げいしたくない可能性だが、かといって後者を選びたいかというと……。

「うーん、としか言えないな」

〝だから、なんなのよ！　煮にえ切らないわね!?〟

「え、いや、こっちの話」

　吏玖は座卓の前に腰こしを下ろして、おそるおそる刀に手をかけた。

　黒くろ塗ぬりの鞘さやは少しくすんでいるが、柄つか糸いとにはほつれ一つない。

　注意深く鞘を払はらう。

　蔵くらの中で見たときと同様、夜の色をした刀身が現れた。

　刀身から顔を上げ、座卓の向こうの少女に目を移す。

「……おまえが実在する前提で話すけど」

〝はあ？　馬鹿じゃないの？　前提も何も、実在するじゃない、ここに〟

「おまえみたいなのと会話したことがないから戸と惑まどってるんだと思ってくれ」

〝ふうん〟

　生返事をする少女の表情は、ちっとも納なつ得とくしたようには見えない。

　茶の間にちょこんと座ったその姿には、どこか違い和わ感かんがあった。

　いや、違和感というなら、彼女がそこにいること自体が多大なる違和感の塊かたまりなのだが、それはさておいても、である。

　緻ち密みつなＣＧで作られたキャラクターを実景の中に置いたような、微び妙みような異物感がつきまとっていた。

　というのも、彼女には実体がないようだったからだ。

　炎えん天てんの下もと、蔵から母屋おもやまで、踏ふみ石を踏んで歩いていくときにも、彼女の足あし許もとには影かげが落ちなかった。

　縁えん側がわから家に上げるにあたって、靴くつをどうするか悩なやんだが、結局そのまま上がらせた。だから彼女は今も靴を──もしくはそれに類するパーツを──身につけたままだ。注意して見ていたが、足の裏には砂すな粒つぶひとつ付いてはいなかった。

　刀は実体があるが、この少女は、投とう影えいされた立体映像みたいなものなのだろう、と──今のところ、吏玖はそう仮定している。

　──問題は、これが僕にしか見えていないのか、そうではないのかだ。

〝なによさっきから、じろじろ見て？〟

　少女は不興げに眉まゆを寄せる。

「いや。えーと、《夜来たる》だっけ？　自分がなんなのか、わからないのか？」

〝しつこいわね！　だからさっきからそう言ってるでしょ？〟

「いつからあそこに？」

〝あそこって？〟

「蔵の中だよ」

〝蔵……わからない〟

　刺とげ々とげしかった語調が、曖あい昧まいに揺ゆらいだ。

〝ただ、すごく長い間、眠ねむってたような気がする……。私の意識は……リクが私を手に取ったときに目覚めたみたい。それ以前の記き憶おくは……だめ。何も思い出せない〟

「でも、さっき何か言ってたじゃないか。遣つかい手だか剣けん士しだか」

〝あれは……私の中からひとりでに浮うかんできたの。思い出そうとしたわけじゃない。ただ……知ってた。それだけよ〟

「知ってた、ねえ。そんなことが──」

　言いかけて、吏り玖くは言葉を切る。先ほど、自分の中のどこかから、刀の名前が自然に浮かび上がったことを思い出したのだ。

　まるで、最初から知っていたかのように。

〝リク。私は、何者なの？〟

「そりゃこっちの台詞せりふだよ」

　吏玖は思わず笑ってしまう。

「僕の中で一番有力なのは、幻げん覚かく説なんだけどな。自分がおかしくなってると思った方が、まだ納得できる」

〝私も、自分がおかしいんじゃないかと考えたの〟

「えっ？」

〝私はなにも記憶を持たずに覚かく醒せいした。わかっていることは、自分が一ひと振ふりの剣けんで、どういうわけか意識を持ってること。遣い手を得て、他ほかの剣と戦って、相手を折らねばならないこと。それだけ。ほかには、なにもわからない〟

　少女の表情から滲にじみ出る不安と心細さに、吏玖は思わず口を閉とざした。

〝リク、私はいったい、何なんだろ？〟

「……残念だけど、その疑問に答えることはできないなぁ」

　吏玖は慎しん重ちような口調で言った。

「君にわからないことは、僕にもわからないよ」

〝……そう〟

　平板な調子で、少女は言った。

「ま、まあ、焦あせらなくてもいいんじゃないかな。目が覚めたばかりだから忘れているだけで、そのうちだんだん思い出すかもしれない。少なくとも、人間の記き憶おく喪そう失しつはそういうことがあるらしいよ？」

〝そうかもね〟

　──なんで僕は、刀にこんなに気を遣ってるんだ。

　そんな思考も頭をよぎったが、たとえ相手が人間ではないとしても、目の前で落ち込んでいる相手を突つき放す気にもなれない吏玖であった。

　とはいえ他にかけるべき言葉も見つからない。

　吏玖は《夜来たる》を抜ぬき身のまま座ざ卓たくに置くと、立ち上がって、隣となりの部屋へのふすまを開いた。

　簞たん笥すの引き出しをしばらく漁あさって、ようやく織りの細かい手ぬぐいを見つけて引っ張り出した。

　茶の間に戻もどり、《夜来たる》をふたたび手に取る。

〝……な、何をするの？〟

　怪け訝げんな顔で少女が訊きく。

「埃ほこりを払はらってやろうかと思って。刀の手入れなんかしたことないんだけど、刀身をそのまま拭ぬぐっても大だい丈じよう夫ぶかな？」

〝他の刀は知らないけれど、私に関しては大丈夫だと思う〟

「それじゃ、ちょっと失礼」

　右手で柄つかを握にぎり、左手に持った手ぬぐいで刀身を挟はさんで、柄元から切っ先に向かって刀身を拭ふいていく。

〝ん……っ〟

　かすかな声があがった。

〝あ……ん。そこ……〟

　吏玖は思わず手を止めて、少女の方を見た。
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　彼女は自分の身体からだに腕うでを回して目を閉じ、うっとりと身をくねらせていた。

　──なんだこれ。

〝ん……。ね、どうしてやめるの……？〟

　潤うるんだ流し目。

　わずかに開かれた薄うす桃もも色いろの唇くちびるから、切なげな吐と息いきがこぼれる。

　一六歳の健康な高校生男子を不意打ちする、危険なエロスだった。

　日も高いうちから、なんだかとんでもなくやましいことをしているような気がしてきた。

　刀を拭いているだけなのに。

「ふ……拭いてるの、わかるの？」

〝うん……。全身から、埃が拭われていくのを感じる。気持ちいい……〟

「あ、そう……それはよかった……」

　──これは刀。人間じゃない。ただの刀だ。喋しやべるけど……女の子だけど……。

　吏玖はそう自分に言い聞かせて、煩ぼん悩のうに立ち向かう修しゆ行ぎよう僧そうの面おも持もちで手入れを再開する。

〝ああ……ん〟

　脳内に響ひびく悩なやましい声を無視しようとしながら、吏玖は考える。

　──いったい何年、あの桐きり箱にしまわれていたのか。

　鞘さやに納められていたから、埃の量はわずかだったが、それでもすべて拭き終わると、刀身を彩いろどる夜の色は、ひときわ深くなったように思われた。

　刀を立ててその刃は紋もんに見入る吏玖の手元で、何かが落ちる音がした。

　手元に目をやると、座卓の上に、手ぬぐいの切れ端はしが落ちていた。

　何重にも折り重ねた手ぬぐいの生き地じは、わずかに刃はが触ふれただけだというのに、すべて真っ二つに切断されていた。

　玄げん関かんのチャイムが鳴ったのは、そのときだった。




　　　　３．




「誰だれだろう？」

　来客の予定はない。近所の誰かが訪ねてきたのだろうか。

「ちょっと出てくるよ」

　吏り玖くは立ち上がった。

〝待って、リク〟

「ん？」

〝ちょっと出てくる、じゃないでしょ。私も連れて行きなさいよ〟

「は？」

　吏玖はつい《夜来たる》の顔をまじまじと見つめてしまった。

〝ボケっとしてないで──ほら、早く！〟

「いや……そりゃ無理だよ」

〝なんでよ？〟

「玄関に刀持って出て行くわけにいかないよ」

〝え？　どうして？　意味わかんない〟

　理り不ふ尽じんなことを言われて憤ふん慨がいしたように、《夜来たる》の頰ほおがぷくっと膨ふくらんだ。

「どうしても、だよ。いいから、ちょっと待ってな。すぐ戻もどるから」

〝あっ、ちょっと……！〟

　吏玖は茶の間を出て、玄関に向かった。

　玄関の引き戸を開けて、敷しき居いに立っているのは、吏玖の知らない男だった。

「こちらは、早はや瀬せさんのお宅ですか？」

「ええ……そうですが」

　男のたたずまいに不ふ審しんなものをおぼえながら、吏玖は答える。

　真夏の陽光が降り注ぐ屋外とは別世界のように、この古い屋や敷しきの中は薄うす暗ぐらい。

　男の表情は、逆光になってよくわからない。だが少なくとも、まともな人間にはとても見えないのは確かだった。

　顔は無ぶ精しよう髭ひげに覆おおわれて、何日剃そっていないのか見当もつかない。

　申し訳程度に背広は着ているものの、駅からはるばる歩いてきたのか、ズボンの裾すそは田舎いなか道の土つち埃ぼこりで白く汚よごれていた。

　鞄かばんの一つも持っていないようで、両手はぶらりと身体の脇わきに垂らされている。

　その指が、ときおり痙けい攣れんするようにぴくぴくと動く。

　何かに摑つかみかかるのを我が慢まんしているような動きだ。

　──居留守を使えばよかった。

　悔くやんでももう遅おそい。

　祖父も祖母もすでに亡なく、この怪あやしい客の相手ができるのは吏玖だけだ。

　男は瞬まばたきもしないで吏玖を見つめている。ぎらぎらした白目に、血管が目立つ。

「あの、祖父にご用ですか？　でしたら、祖父は先月亡くなりましたので……」

「剣を持っているのは、おまえだな」

　吏玖を遮さえぎって、男が口を開いた。

「──抜け」

　男の右手が握にぎりしめられると、次の瞬しゆん間かん、その手の中から淡あわい光が発せられた。

　光は棒状に収束し、一呼吸のうちに、燐りん光こうを放つ、湾わん曲きよくした片かた刃ばの剣を形作った。

「え、ちょっ……!?」

　驚きよう愕がくに目を見開いた吏玖の前で、男は剣を振ふりかぶり、吏玖の首めがけて、何のためらいもなく、横よこ薙なぎに斬きりつけてきた。

　空気を裂さいて迫せまり来る刃を、吏玖はその場に凍こおり付いたまま見つめていた。

〝リク！〟

　頭の中で《夜来たる》の声が炸さく裂れつした。

　呪じゆ縛ばくが解けた。

「う、うわあっ！」

　のけぞった吏玖の前の空中を刃が疾はしり、切っ先が喉のどの皮一枚を切り裂いていった。

　吏玖はそのまま、勢い余って尻しり餅もちをつく。

　男が剣を構え直し、土足で上がり込んできた。

　土埃で真っ白になった革かわ靴ぐつが、何十年もの月日を経へて黒光りする床ゆか材ざいに足あし跡あとを残す。

「な、なんだあんた!?」

　わめく吏玖に視線を据すえて、男は剣の刃を寝ねかせ、刺し突とつの構えをとる。

　どういうわけか、吏玖に向けられた刃は先さきからも、刺さすような視線を感じた。

「ふッ」

　短い呼気とともに男が突ついた。

　座り込んだ吏玖に対して、正面から顔を狙ねらってくる。

　首がもげるような勢いでかわした。刃やいばが頰をかすめる。紙で手を切ったときの感かん触しよく。あれよりも少し深い。一いつ瞬しゆん遅おくれて、痛みが来る。

　──殺される。

　そう思ったとたん、パニックに襲おそわれた。

「わあああっ！」

　吏り玖くは靴くつ下したの足を床ゆかに滑すべらせながら立ち上がった。

　いやだ。怖こわい。

　死にたくない！

　転げるようにして廊ろう下かを逃にげ出す。

　風鳴りがして、背中の肉を何かが通り抜けた。

　茶の間の敷居をまたいだとたん、足がもつれて倒たおれ込む。

《夜来たる》の驚おどろいた顔が、倒れる視界を流れていった。

〝リク！〟

「あ、あれ……？」

　立てない。

　足に力が入らなかった。

　──おかしいな、なんで……？

　身体からだを回して仰あお向むけになり、座ざ卓たくを背にする。

　廊下を振り返ると、おびただしい量の血液が床にしたたり落ちているのが目に入った。

「あ──」

　──そうか。

　斬られたのか。

　背中に触ふれた手を戻もどすと、手のひらは鮮あざやかな血の赤で染められていた。

　ぐらり、と視界が揺ゆれた。

　出血によるショック状態に陥おちいりかけている。

　床の血けつ痕こんを踏ふみにじりながら、男がふすまの後ろから現れた。

　なんの感情も見み出いだせない目で吏玖を一いち瞥べつすると、無造作に剣を振り上げる。

「…………!!」

　無む駄だと知りつつ、思わず腕うでで頭を覆った。

　その腕に、衝しよう撃げきが走る。

　──ああ、やられた。

　それにしては痛くないけど、こういうもんなのかな──

〝リク!!〟

《夜来たる》の叫さけびが、吏玖を現実に引き戻した。

「えっ？」

　吏玖ははっとして顔を上げた。

　頭を守ろうと掲かかげたはずの右手には、魔ま法ほうのように《夜来たる》が握にぎられていた。

　相手の剣けんは、まだ鞘さやに納められたままの《夜来たる》に対して、ほとんど鞘を縦に割るような急角度で切り込み、刀身に当たって止まっていた。

　柄つかを握った手を、何も考えず外側へ捻ひねる。

　鞘に食い込んだままの刃をもぎとられまいと、男は素す早ばやく剣を引き抜ぬいた。

〝リク！　ほら、さっさと立って！〟

「だめだよ！　もう足が……」

　言いかけて気づいた。立てる。足に力が戻っている──!?

　吏玖は座卓に左手をかけて立ち上がった。

　身体が軽い。怪け我がなどしていないかのようだ。

　いや、むしろ、いつもよりよく動けている気がする。

　深々と斬られたはずの背中の痛みも、消えている。

〝さあ、リク。私を遣つかって！〟

　さっきまでそこにいた少女の姿は、どこにも見あたらなかった。

　だが、彼女の声は変わらず聞こえている。

〝あの剣。私と同じ──〟

「お、同じ？」

〝私と、同じ種族。なぜかわからないけど、感じるの。彼は私を折ろうとしている！〟

《夜来たる》の声にあるのは、恐おそれではなく高こう揚ようだった。

〝ふふふ、気が合うわね。同族さん。私も同じことを考えてたところよ──リク、ほら、何をボサっとしてるの？　戦うのよ！　ああ、我が慢まんできない！　私、あの剣を──あいつを、折りたい！〟

　昂たかぶったその言葉になかば乗せられるように、吏玖は使い物にならなくなった鞘から《夜来たる》を引き抜いた。

　夜の色をした刃が露わになると、相手の剣を包む燐りん光こうがひときわ強くなる。

　薄うす緑みどり色のその光に炙あぶり出されるように、男の背後に奇き妙みようなヴィジョンが浮うかび上がった。

　首を刎はねられた人ひと影かげが、音もなく燃えさかる炎ほのおに包まれて佇たたずんでいる。

　足あし許もとにごろごろと転がるのは、人や獣けものの生首だ。

　おぞましい供く物もつを捧ささげられた邪じや悪あくな神像のようにも見える情景。

　意味不明な幻げん視し──それは、敵の剣が持つ特性の何かを物語っているのか？

　吏玖には憶おく測そくすることしかできない。

　しかし、ますます張り詰つめていく空気とは裏腹に、吏玖の心を支配していた恐きよう怖ふは、拭ぬぐい去られるように消えていった。

　──この刀があれば。

　自分でも戸と惑まどうほどの落ち着きと、手にした刀に対する信しん頼らい感かんが湧わいてくる。

　──《夜来たる》があれば、大だい丈じよう夫ぶだ。

　廊ろう下かに立つ男は、剣を正面に構えている。

　先ほど感じた剣からの視線は、いまや気のせいではあり得ないほどはっきりしていた。

　ただしその視線の向かう先は、吏り玖くではなく、その手に握られた《夜来たる》だ。

〝リク、はやく、はやく、はーやーくー！〟

　獲え物ものに飛びかかろうとする猟りよう犬けんさながらに、《夜来たる》が手の中でひくひくと動く。

「あれを折ればいいのか？」

〝そう！　そうよ！〟

「そんな無む茶ちやな──」

〝私がいるから、できる。いいから、はやく！〟

　僕にできるのか？　ほんとうに？　自分の落ち着きようを訝いぶかしみながら、吏玖は己おのれに問いかける。真しん剣けんの斬きり合いどころか、まともな喧けん嘩かの経験もない自分に、この──強ごう盗とう？　通り魔ま？と戦い、《夜来たる》の言うとおりに、相手の剣を折るなんてことが、果たして可能なのか？

　あいにく、その問いに自分で答えを出す暇ひまは与あたえられなかった。

　男が先に動いた。

　青眼の構えから真っ向への斬ざん撃げき。ほとんど突つき技わざと見まごうばかりの面打ちだった。

　考えるより先に吏玖の腕うでが動き、その一いち撃げきをはね除のけた。

　刃やいばと刃が触ふれ合い、燐光が水しぶきのように飛び散る。

「うお!?」

　思わず声が出た。

「なんだこれ!?」

　吏玖が驚おどろいたのは、思いがけず男の攻こう撃げきを凌しのげたことだけではなかった。

　二ふた振ふりの剣が接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、その刃を通して、吏玖の中に何かが流れ込んできたのだ。

　それは、ある種の力──生命力といってもいいだろうか。

　相手の剣は、生きていた。

　それは鋼はがねでできているにもかかわらず、知覚し、思考し、自らの意思に則のつとって行動する、生きものだった。

　虫や獣に触さわったとき、人間は、誰だれに教えられずとも、相手が生きていることを悟さとる。それと同じだった。相手がただのモノではなく、生きていることが、触れ合った刃を通じてわかったのだ。

　それはつまり、吏玖が手にしている《夜来たる》もまた、男の持つ剣と同じ、生きた刀であることを示していた。

〝ううっ〟

《夜来たる》の刀身に、びりびりと震ふるえが走る。

〝感じた、リク？　感じちゃった？〟

「あ、ああ」

〝あいつはまぎれもなく、私の同族〟

「……うん」

　吏玖は呟つぶやく。

「僕にもわかったよ。でも、それなら、折っちゃまずいだろ？　同じ仲間なんだから……」

〝ううん、折っていい！〟

「いいんだ!?」

　吏玖は意表を突かれる。

　──えっ、そういうものなの？

〝なぜかはわかんないけど……私たちは、他ほかの同族を折るために存在してる。そういうことになってるみたい。私たちはどちらも、それを了りよう解かいしてる。だから、リク──あいつを、私で、ブチ折って！〟

「わ、わかった……」

　見よう見まねの青眼の構えで、吏玖は男に対たい峙じした。

　──折れるかどうかは知らないけど、要はあの剣けんを叩たたき落とせばいいんだ。

　奇き妙みようなことに、いまの吏玖はとてつもなく冷静に状じよう況きようを見ることができていた。

　剣けん先さきのわずかな動きが、視線の移動が、息づかいの変化が、吏玖に相手の次の動きを知らせてくれる。

　──落ち着いて見ていれば……ほら、息が速くなって……腕が剣を持ち上げようと準備してる……前足に体重がかかった……来る！

　茶の間の敷しき居いを踏ふみ越こえて、男が右袈裟けさに斬りかかってきた。

　重さ何キロもの鋼鉄を持っているとは思えないほど、吏玖の腕は軽々と持ち上がり、男の斬ざん撃げきを防ぐように、真っ向から刃を合わせていった。刀が自分から動いたと錯さつ覚かくするほど滑なめらかな、熟練の剣けん士しのような動きだった。

（なんで、こんなに動けるんだ？）

　心をよぎった一いつ瞬しゆんの疑問に対して、思いがけず、すぐに返答があった。

〝私がリクを強くする。私がいれば、リクは戦える！〟

　夜色の刃と、燐りん光こうを放つ剣がぶつかり、離はなれ、またぶつかる。

　テレビの時代劇で見覚えのある、真剣での打ち合い。

　時代劇と違ちがうのは、音だった。

　頑がん丈じような鋼と鋼がぶつかり、削けずれ、軋きしみ、跳はね返る重い響ひびきは、テレビの効果音とはまったく違った。もっと荒あら々あらしく、背筋が寒くなるような殺さつ伐ばつさがあった。

　武器に狙ねらいを絞しぼっている吏り玖くとは対照的に、相手の攻撃は徹てつ底ていして吏玖の身体からだを狙っていた。すさまじい殺気をまとった一撃が、吏玖の頭を、手首を、腹を狙って、矢や継つぎ早に繰くり出される。

　どうやら吏玖の身体能力は《夜来たる》によって増強ブーストされているらしいが、それでも元が素人しろうとなのはいかんともしがたい。すべてを避よけるのはとうてい無理だった。致ち命めい傷しようこそ免まぬがれてはいるものの、かわしきれない斬ざん撃げきが、次々に吏玖の身体を傷つけていく。

（いでっ！　あっくそっ！　痛い！　痛いよこれ！）

〝だいじょうぶ！　傷は私が治す！〟

　自信に満ちたその言葉通り、無数の切り傷の痛みは、戦ううちにも徐じよ々じよに薄うすらぎ始めた。吏玖に傷口をじっくり観察する暇ひまがあったら、その尋じん常じようならざる回復速度に驚きよう愕がくしただろう。

　何度も傷を負いながらも、攻撃を凌ぎ続けていると、次し第だいに相手の動きの癖くせのようなものが摑つかめてきた。

　そこから見える相手の印象は、異様だった。

　吏玖が戦っているのは、「剣を持った人間」ではない。

　むしろその逆──「人間を連れた剣」という方がより正確だろう。

　男はいかにも手て練だれの技わざで剣を操あやつっているように見えたが、その実、主導権を握にぎっているのは剣の方なのだ。

　──操られている……のか？

　そう思うほどに、燐光を放つ剣が、男に及およぼす影えい響きようは強かった。男は剣が戦うための媒ばい体たい、もっとはっきり言ってしまうと、道具にすぎなかった。

　吏玖と同時に、《夜来たる》もそのことに気づいたようだった。

〝彼は遣つかい手を導いてる……私より強力に〟

　考え深げに《夜来たる》が言った。

〝私もそうするべきかな、リク？　リクの意思を無視して、リクの身体を動かす……そうすれば、リクはよりよく戦えるかもしれない。私もそうする？　そうしちゃう？〟

（いや、だめだよ！）

　吏玖は危あやうく、脇わき腹ばらを狙った一いち撃げきをかわしそこねるところだった。

（そんなことするなよ、絶対。やめてくれよ）

〝あっそ……わかった〟

　本当にわかったのか？　にわかに、斬きり合いのもたらすものとは別種の不安が頭をもたげてきた。

《夜来たる》は、その気になれば、相手の剣と同じように、自分を操って好きなように戦わせることができるのだろうか？

　その不安が、吏玖の動きに一瞬の隙すきを作った。

「ぐっ!?」

　肉を切り裂さく痛みが走ったかと思うと、吏玖は転てん倒とうした。

　相手の剣が深々と右の太ふと腿ももを切り裂いていた。

　驚おどろくほど真っ赤な血が噴ふき出て、畳たたみの目に染しみこんでいく。

〝リク！〟

《夜来たる》の治ち癒ゆ能力によって、出血は徐々に治まっていく。しかし、崩くずれた体勢は取り返しがつかなかった。男の猛もう攻こうを、吏玖は倒たおれたまま必死で受け流す。

　──くそ、まずい！

　優勢に立った男と剣には、吏玖を再び立ち上がらせる気などないようだった。後ろに下がろうにも、座ざ卓たくが退路をふさいでいる。ここでとどめを刺さそうというのか、男は刃やいばに左手を添そえて、凄すさまじい突つきを放ってきた。

　眼球が風を感じるほどの至近距きよ離りを刃が通り抜ぬけ、耳みみ朶たぶを切り裂いていった。その耳の後ろから、吏玖は硬かたい音を聞く。的を外した刀身が、背後の座卓を貫かん通つうしたのだ。

　──今だ！

　振ふり切った《夜来たる》を、フックを打つように返す。小手狙いと読んだか、男の右手が柄つかを離はなれて刃をかわし、刀身に添えられていた左手が、ほとんど間をおかずに柄の先を握り直す。目を見張るような早はや業わざだった。

　しかし、吏玖の狙いは小手ではない。《夜来たる》の背が押さえたのは、相手の剣けんの鍔つばだった。座卓に刀身を貫通させたまま、敵の動きが一いつ瞬しゆん止まった。

　──かかった！

　刃を引き抜かせないように、《夜来たる》で相手の鍔を押さえつけた状態で、吏玖は座卓の裏に手をかけた。

「うおおっ」

　倒れた身体を引き起こす勢いで、座卓を横よこ倒だおしにひっくり返す。分厚い木材に捕とらえられたまま刃を捻ひねられて、男の手から剣の柄がもぎ取られる。

「ぐっ」

　男が唸うなり、身体を投げ出すようにして手を伸のばした。なんという執しゆう念ねんか、その指先が、まだ座卓に刺さったままの剣の柄を再び捉とらえた。

　だが、その驚くべき執しゆう着ちやくが、彼の剣に終わりをもたらした。

　金属の軋む耳みみ障ざわりな音が、小さく、しかしはっきりと吏玖の耳に届いた。重い座卓に突き立った刃が、男の手と、回転しながら倒れつつある座卓の二点間で捻られて、わずかに曲がったのだ。

〝そこだーっ！〟

　確信を持った声に導かれるように、吏り玖くは《夜来たる》を振り下ろした。

　夜色をした刃が、相手の刃のもっとも弱くなった箇か所しよを過あやまたず打った。

　鋼はがねが折れる音は、予想していたよりも鋭するどかった。

　男の手に柄元を、横転した座卓に刃は先さきを残して、剣は真っ二つになっていた。

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを思わせる勢いで、燐りん光こうが爆ばく発はつした。部屋の隅すみまで照らし出すような強きよう烈れつな光。

〝あ……ああーっ……!!〟

《夜来たる》が恍こう惚こつの呻うめきをあげる。燐光が夜色の刃にまとわりつき、吸収されていく。渇かわいた旅人が水をむさぼるように、《夜来たる》は、相手の剣から発せられた「何か」を飲んだ。吏玖の中にも、柄を通して、それは流れ込んできた。全身の切り傷が癒いえていくのがわかる。純じゆん粋すいな生命力の流れに口をつけて、思うさま喉のどを潤うるおしているような感覚。

　しかし、吏玖はその快感を味わうどころではなかった。

　吏玖は目を見開いて、自分の剣けん先さきを凝ぎよう視ししていた。

　相手の刃を折った《夜来たる》は、そのまま男の身体からだに突き刺さっていたのだ。

　増強ブーストされた知覚によって、刃が心臓を正確に貫通していることを吏玖は悟さとった。

　男はなかばから折れた剣を見やっていたが、のろのろと首を動かして、胸骨の下に突き立った刃を見下ろした。

　その顔が、不意に、哀かなしげに歪ゆがんだかと思うと、刃先から伝わる男の鼓こ動どうが、みるみる不規則に、弱々しくなり……

　……やがて、止まった。

　次の瞬しゆん間かん、男の背後の空間が、光を放った。

　折られた剣のまとっていたのと同じ燐光──しかし、その明るさは今までになく強く、激しく、ストロボのようにあたりを照らし出した。

　光の向こうに、さっき垣かい間ま見みた、首を刎はねられた人物のシルエットが浮うかび上がる。

　影かげの片かた腕うでが上がり、男の頭を後ろからむんずと摑つかんだ。

　ごきん、と嫌いやな音を立てて、男の首が回ったかと思うと、その頭部が胴どう体たいから離れた。

　男の首は、光の中から伸びてきた影の腕によって、あっさりとねじ切られていた。

〝あははははは！　勝った！　勝ったよ、リク！〟

《夜来たる》が笑っている。

　勝ち誇ほこり、快感に打ち震ふるえながら放たれる、それは哄こう笑しようだった。

〝どうだ！　見たか！　見たかー!?　私を折ろうなんて思ったのが間ま違ちがいだったわね！　ぽっきり二つになって、ねえ、今どんな気持ち？　ああ、流れ込んでくる！　気持ちいい──!!〟

　光がにわかに強くなる。男の顔も、身体も、燐光に塗ぬりつぶされ、飲み込まれる。

　そして──

　どばん！

　こもった破は裂れつ音がして、風がどっと吹ふき、光が──かき消えた。

「えっ……」

　吏玖の前に、男はもういなかった。

　消えていた。

「……うそだろ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　眩まぶしさに目を細めながらも、吏玖ははっきりと男の最さい期ごの姿を見ていた。

　今まで確かにそこにあったはずの男の身体は、肉体が光そのものと化したかのごとく、弾はじけて、消えたのだ。

《夜来たる》に貫つらぬかれた箇所を中心に、自分の内側へと爆ばく縮しゆくしたように見えた。

　あの斬きり合いがまるで夢ででもあったかのごとく、ひどく荒あれ果てた茶の間には、吏玖だけが一人佇たたずんでいるのだった。

〝ふぅ……おいしかったね、リク〟

　手の中の刀が、満足げに、親しげに、そう言った。
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　携けい帯たいのアラームで目が覚めた。

　部屋のドアが叩たたかれている。ノックに続いて、女性の声。

「吏り玖くくん？　起きてる？」

「あ、うぁい。起きました」

「今日、始業式でしょ？　遅ち刻こくしないでよー」

「あ……はい」

　吏玖は目をこすりながらベッドから身を起こす。

「……墨すみ緒おさんは？」

「私先に出ちゃうから！　寝ね過すごしても起こせないからね！　朝ご飯ちゃんと食べていくのよ」

「はーい……」

　ドアの向こうの気配が廊ろう下かを遠ざかっていく。声は吏玖を引き取った遠とお縁えんの親しん戚せきのものだ。都内の大学に通っている彼女は、卒業を控ひかえた四年生ということもあって忙いそがしい。それでも出かける前に吏玖の分まで朝食を用意してくれるのだから、ありがたいことだ。

　寝ねこけていては申し訳ない。そう思って、床ゆかに足を下ろす。途と端たんに全身を駆かけめぐる鈍にぶい痛みに、吏玖は顔をしかめた。筋肉痛だ。

　これでもだいぶマシになったのだ。あの戦いの翌日には、まともに歩けないほどだった全身の痛みも、三日経たってようやく回復してきた。

　ぺたぺたとフローリングを踏ふんで部屋のドアを開け、廊下に顔を出すと、スチールの玄げん関かんドアがまさに閉まるところだった。戸口の隙すき間まから眼鏡の横顔がちらりと見えたと思うと、ドアが閉じる。

　──しまったな。おはようも言いそびれた。

　急に静かになった家の中を歩いて、洗面所へ。

　蛇じや口ぐちの下に頭をつっこんで髪かみを濡ぬらしてから、顔を洗う。

　それから吏玖は、洗面台の鏡に顔を近づけ、しげしげと眺ながめ回した。

　あの戦いでは、顔をかすめた攻こう撃げきによって、いくつも小さな切り傷を負ったはずだ。

　だが、鏡に映る洗ったばかりの皮ひ膚ふには、そんな傷は一つも残ってはいなかった。

　かろうじて、最後の突つきで裂さけた左の耳みみ朶たぶに、注意して見ればわかるくらいの薄うすい線が走っている。それすらも、傷きず痕あとだとは言われなければ気づかないだろう。

　あれは……本当にあったことなのだろうか？

　何度も脳のう裏りをよぎる疑問。

　刀身を伝わってきた、心臓の脈打つリズム。

　それが止まり、そして──

　吏玖は激しくかぶりをふった。

　男の最期の顔──自分の死を悟さとった、あの顔の記き憶おくを振ふり払はらおうとするように。

　──せめて、死体が残っていたら。

　爆縮して消しよう滅めつした、あの消え方。

　死に方、とは言い難がたい、異様な最期だった。

　何から何まで、とても現実とは思えない。

　もしかして、やっぱり、すべて幻まぼろしだったのでは？

　めちゃめちゃになった茶の間も、幻げん覚かくを見た吏玖が一人で刀を振り回して暴れただけなのかも。

　蔵くらの中で熱射病になって、それで──

〝それで、自分の刀で自分の背中をざっくり斬きったりしたってわけ？〟

「うるさい」

〝無理があるよ、リク〟

　鏡に映る吏玖の背後に、《夜来たる》がうんざり顔で立っていた。

〝いい加減、認めたら？　私は幻じゃないし、あの戦いは本当にあったことだって〟

　吏玖がしがみつこうとしている「実際には何もなかった説」に対する強力な反証が、ことあるごとに出てくるこの《夜来たる》の人間形態だった。

　吏玖は寝ね間ま着き代わりのＴシャツを脱ぬいで、背中を鏡に向けた。肩かた越ごしに振り返ると、もう何度確かめたかわからないが、背中をざっくりと横切る刀傷が嫌いやでも目に入る。

　傷そのものは《夜来たる》の治ち癒ゆ能力によってもうとっくにふさがっているが、痕あとが消えないのは、《夜来たる》を手にしていないときに受けた傷だからだろうか。《夜来たる》によると、背骨に達するほど深く斬られていたというから、もしかすると傷の酷ひどさによっては痕が残るのかもしれない。いずれにせよ、自分でつけられるような傷ではないし、ましてそれがこんな短期間で治るはずもない。

〝あのさあ。何回確かめれば気が済むの？　リクも本当はわかってるんでしょ？〟

「うるさい！　わかってるよ！」

〝ああ、そう。じゃあなんでこんな馬鹿馬鹿しいことで悩なやんでるの？〟

「人間はな、あり得ないことを受け容いれるには時間がかかるんだよ」

〝ふうん。頭悪いんじゃない？〟




　あの戦いのあとは──相当揉もめた。

　死に方の異常さはともかく、間ま違ちがいなくあの男は、吏り玖くの手によって死んでいったのだ。

　──人を殺してしまった！

　吏玖はその事実に怯おびえ、パニックに陥おちいったが、《夜来たる》はどうにもそれが理解できないようだった。

〝それがどうしたの？〟

　──と、《夜来たる》は言ったものだ。

〝私はあの剣けんを折り、リクはあの遣つかい手を殺した。戦ったんだから、当たり前じゃない〟

「でも、殺す気なんかなかったんだ！」

〝なんでそんなに怯えているのかわからない。私たちは勝ったのよ、リク。もっと喜びなさいよ！　勝ち誇ほこっていいんだよ！〟

「……わからない、だって？」

　手の中の刀を、吏玖は初めて見るような目で見下ろした。

　こいつは、いったい何なんだ？

　僕に人を殺させておいて、さも当然のようなことを言って……

　唐とう突とつにぞっとした。自分が摑つかんでいるのが、何か得体の知れない生きもののように思えた。

　吏玖は思わず《夜来たる》を投げ捨てた。

〝何を──!?〟

　鋭するどい刃やいばが畳たたみを深々と貫つらぬいて、まっすぐに突き立つ。

〝ひどい！　何するのよ、馬鹿！〟

　あの少女の姿がぱっと現れて、非難の声をあげたが、返事をする気にもならなかった。

　吏玖は茶の間を出て、トイレに駆かけ込み、激しく吐はいた。




　どうにか動けるほどに気分が回復したのは、もう日も暮れるころだった。

　もう、蔵の片付けどころではなかった。一刻も早く、斬り合いの現場を離はなれたい。吏玖にはそれしか考えられなかった。

　作業で汗あせをかくからと、着き替がえを持参していたのは幸いだった。着てきた服は、上から下までズタズタの血まみれになっていたから、もう全部捨てるしかない。

　バッグを持って、玄げん関かんへ向かう途と中ちゆうで、茶の間の前の廊ろう下かを通る。

　部屋の中は荒あれ果てたままだが、手をつける気にはなれなかった。

　垂直に突き立った《夜来たる》が、西日に照らされて、畳に長い影かげを落としている。

〝……どこ行く気よ？〟

　ふてくされた声。

　部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえて、少女は吏玖にじっとりした視線を注いでいた。

「帰るんだよ」

〝どこに帰るってのよ〟

「家。じゃあな」

〝えっ……〟

　吏玖の背に、焦あせったような声が投げかけられる。

〝ま……待ちなさいよ。私は？〟

「…………」

〝リクは私の遣い手なのよ！　勝手にどっか行っちゃだめでしょ？〟

　声を無視して、吏玖は玄関に向かう。

〝え？　え？　なんで？　なんで？〟

　その声には、怒いかりや悲しみよりも、強い戸と惑まどいが滲にじみ出ていた。

　親しいはずの人間から突とつ然ぜん酷い仕打ちを受けた動物を思わせた。

〝ね、ねえ、行かないで！　待って！　待ってえ!!〟

　靴くつを履はいて、立ち上がる。玄関の戸は、あの男が開けてそのままになっていた。

　引き戸に手をかけて、吏玖は敷しき居いをまたぎ──

〝置いていかないでよぅ!!　リク!!〟

　──外に出かけて、ためらった。

　脳のう裏りに響ひびく声は、無視するにはあまりにも悲痛だった。

「ああ、もう！」

　吏玖はぼやいて、バッグをその場に下ろすと、苦々しい気分で踵きびすを返した。

　茶の間に戻もどってみると、《夜来たる》は、まだ同じ場所にいた。体育座りの姿勢で、膝に顔をうずめている。さっきまでの騒さわがしさが噓うそのように、すっかり静かになっていた。

　しばらく見ていると、か細い声が聞こえた。

〝……なに？　まだ居たの？　もう行っちゃったのかと思った〟

　……………………面めん倒どくせえ。

　吏玖はげんなりしながら、

「あ、そう。じゃあな」

〝あっ噓。噓よ！　待って！〟

　がばと顔を上げて《夜来たる》が言った。

「……はぁ……」

　ため息いきをついて、《夜来たる》の前に腰こしを下ろす。

[image: ]

〝連れて行って……ください〟

　目に涙なみだをいっぱい溜ためて、《夜来たる》がおずおずと言った。

「……あのさ」

〝なに？〟

「刀を持って、外歩くわけにいかないんだよ」

〝そう……なの？〟

「うん。見つかったら捕つかまって、おまえも没ぼつ収しゆうされる」

〝それは……困る〟

「しかも、もう鞘さやもないから……抜ぬき身で持ち歩くのはあり得ないし、何かで包むにしても、おまえ、切れ味よすぎるから」

〝えへへ、そう？〟

「いや、別に褒ほめたつもりじゃなかったんだけど」

《夜来たる》は少し黙だまってから、訊たずねた。

〝つまり、私が外から見えなければいいわけ？〟

「まあね。しかも、間ま違ちがって周りのものや人を傷つけないように、しっかり鞘に収納されてなきゃいけない。ちょっと難しいと思うんだ」

〝なあんだ。簡単よ、そんなの。私を抜いてみて〟

「ほんとに？」

　訝いぶかりながら、吏り玖くは柄つかに手をかけた。

　畳たたみと床ゆか板いたを貫つらぬいていたとは思えないほど、刃やいばはとても素す直なおに、滑なめらかに抜けた。

　柄から温ぬくもりが伝わってくる。再び吏玖の手の中に戻ったことで、《夜来たる》は明らかに安心したようだった。

　落ち着いた声で、《夜来たる》は言った。

〝じゃ、リクの身体からだに、私を刺さしなさい〟

「……はあ!?」

〝大だい丈じよう夫ぶ。私の刃は、リクを傷つけない〟

　吏玖は切っ先を見つめた。薄うすく、鋭するどく、どう見ても、とても痛そうだった。

〝信じて、リク〟

　──信じてってもなあ……。

　指先をおそるおそる近づける。

　刃は先さきが人差し指の腹に触ふれると、わずかな抵てい抗こうもなく、皮ひ膚ふの中に先せん端たんが沈しずんだ。

　確かに、痛くはなかった。

　いや──いくらなんでも、感かん触しよくがなさすぎた。

「これは……？」

　刃と皮膚の接せつ触しよく面に、かすかに青白い光が生じていた。

　輝かがやきに魅みせられるように、刃先を少しだけ動かしてみると、肉に食い込んでいるはずの刃先は、なんら苦痛をもたらすことなく滑すべっていった。水みな面もに走る航こう跡せきのように、青白い光が皮膚の上に尾おを引いたが、その後には毛ほどの傷も残されていない。

　気がつけば、刀身が一〇センチも手のひらに入り込んでいた。明らかに手を貫かん通つうしているはずなのに、手の甲こうは無事だ。鋼はがねが肉に触れている箇か所しよから先が、どこか別の空間につながっているように。

〝あの剣けんを折ったときに、彼の知識が少しだけ流れ込んできたの。私たちの種族は、遣つかい手の身体の中に自らを「納刀」して、常に遣い手と一いつ緒しよにいることができるみたい〟

　夜色の刀身は、みるみるうちに吏玖の手の中へと納められていった。面積の広い鍔つばが手のひらを通り抜けるときは、一いつ瞬しゆん光が強くなった。やがて柄つか頭がしらが飲み込まれ、光も消えた。

〝こうすれば、ほら──リクと私、いつでも一緒〟

　いつの間にか、少女の姿はどこにも見えなくなっている。

　夕日の最後の残照に染まった茶の間で一人、吏玖は手のひらを見つめて立ちつくしていた。頭の中で、《夜来たる》が囁ささやく。

〝これなら、連れて行ってもらえる？〟
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　墨すみ緒おさんの作っていってくれたハムエッグをトーストに載のせて、オープンサンドにして食べた。

　自分のことで忙いそがしいはずの墨緒さんが、毎日吏り玖くの分まで朝食を用意してくれていることに、吏玖はかなりの感謝の念を抱いだいていたが、一方的に世話になっている現状はそれ以上にもどかしくもあった。

　──さっさと自立しなきゃな。

　毎度の事ながら、そう思う。

　──早く金貯ためたいのに、こいつのせいで……。

　こいつというのは、もちろん、《夜来たる》のことだ。

　祖父母宅での斬きり合いで服がズタズタになったことが、吏玖の中でまだ引っかかっていた。《夜来たる》というよりも、襲おそってきたあの男のせいだということはわかっているが、自立するためになるべく無む駄だ遣づかいを控ひかえている吏玖にとって、まだ着られる服を捨てざるを得なくなったのは腹が立つことだった。

　さすがに八つ当たり気味だとは思うので、《夜来たる》に直接文句は言っていない。

　洗面所で口論してから、《夜来たる》は少女の姿を消し、ずっと黙だまったままだ。

　吏玖も腹を立てていたから、自分から話しかける気にもならない。

　東京に帰ってきて以来ずっと、この調子だ。

《夜来たる》を持ち運ぶ方法が見み出いだされたことで、一つの問題は解決したが、それはそれ。

　結局のところ、吏玖を取り巻く状じよう況きようは何も変わっていない。

　混乱する吏玖の気も知らぬげに、《夜来たる》は、東京への帰路ずっとはしゃぎっぱなしだった。

　電車に乗って空席に腰こしを下ろした途と端たん、すぐ隣となりに《夜来たる》の人間形態がポップアップし、目をまん丸にして窓にべったり張りついたので、吏玖は相当に肝きもを潰つぶした。周囲が無反応なところを見ると、彼女を知覚できているのは、どうやら吏玖一人のようだったが。

〝わっ、なにこれ？　電車？　電車っていうの？　人がいっぱいいるよ？　乗るの？　これに？　大丈夫？　わっ動いた！　気持ち悪い！　あ、でも面おも白しろいかも。すごい、勝手に動く！　リクごと動いてる！　ねえリク、ねえ？　ねえってば！〟

（うるせええ──ッ）

　耐たえきれなくなった吏玖が（心の中で）怒ど鳴なりつけたことにカチンと来たのか、今度はすね始めた。

〝なんなの、その言いぐさは。ああ、そう。いいわよ。私がせっかく気を紛まぎらわせようとしたのに、ひどくない？　わかった。黙ってればいいんでしょ。どうせ私は人間じゃありませんからね。いいわよ、黙ってるわよ。それならこっちにも──〟

（いいから、しばらく一人にしてくれ。それが無理なら、黙ってろ）

〝ふん！〟

　この三日間、吏玖と《夜来たる》の関係はきわめてぎこちないものになっていた。

　ときどき思い出したように何か憎にくまれ口を叩たたいたかと思えば、それにカチンと来た吏玖が言い返す、という調子で、実のある会話は何一つできていなかった。

　どうせ《夜来たる》は記き憶おくを失っているのだから、ちゃんと話したとしても意味があったかどうかはわからないが。

　食事を終え、皿を流しでさっと洗って、部屋に戻もどる。学校に行く時間だ。




　教室に入って、一瞬、強きよう烈れつな違い和わ感かんをおぼえた。

　ホームルーム前の雑然とした空気──以前は自分もその中にいた、何の変へん哲てつもない日常。

　──僕は、ここにいていいのか？

「お、早はや瀬せ」

　吏玖に気づいたクラスメイトが声をかけてくる。

「……おう」

　少し呆ぼう然ぜんとしていたせいで、反応が遅おくれた。

「もういいのか？　たいへんだったな」

「え、いや、別に。たいしたことないよ」

　祖父が亡なくなって以来、葬そう式しきやら遺品の整理やらでたいへんだったことは、同じクラスの人間にも知られている。

「まだぼんやりしてんな。あんま無理すんなよ」

「いや、なんともないって。眠ねむいだけ」

　生返事をして自分の席に着く。

　気を遣つかわれるのは、かえって気き詰づまりだった。

　まして今の吏玖は、祖父の死よりも自分の巻き込まれた事態のことで頭がいっぱいなのだ。

　──おじいちゃん、ごめん。

　そんなことを思っていたら、いきなり後頭部をはたかれた。

「おっす吏玖！」

「いって！　なんだよ！」

　振ふり返ると、香か織おりが立っていた。

「なんか覇は気きがないね。新学期前にヤりすぎはよくないよ」

「うるさいな！」

　鷹たか野の香か織おり。中学からの腐くされ縁えんだ。

　きらきらした目によく動く口、陸上部で鍛えられたすらりとした身体。黙っていればいいのだが、どうもガサツな奴やつである。昔なじみの気安さか、吏り玖くとの会話には、必要以上に下ネタが多いような気がするのは、たぶん気のせいではない。

　よりによって吏玖の後ろの席ときた。

「ガッコが嫌いやなのはわかるけどさー、吏玖ヒキコモリだからねー」

「誰だれがだよ。そこまで嫌じゃないよ」

「え、だって、部活も入ってないし、友達いないし」

「いるよ！　おまえに比べりゃ少ないかもしれないけど！」

「見えないお友達イマジナリーフレンドは数に入れちゃいけないよ？」

「そんなもん……」と言いかけて、詰つまった。

　今の吏玖を悩なやましているのは、まさにその「見えないお友達」だ。

「あ、ごめんねえ。悪いこと言ったかな」

　けらけらと香織は笑ってから、吏玖の顔を見て眉まゆを寄せた。

「どした？」

「いや……」

　そのとき、教室の戸が開いて、担任の教師が入ってきた。

「おはよう。はーい座った座った。今日は始業式だけだが、ホームルームはちゃんとやるぞ」

　みんなが一いつ斉せいに席に戻り始め、香織との話はそこで終わった。

「はい起立、礼。着席」

　ガタガタと椅い子すが鳴る。

「じゃあ出席確かく認にん……の前に、二学期からの転入生を紹しよう介かいする」

　転入生？　唐とう突とつな言葉にざわめきが起きる。

　そんなレアなイベントに遭そう遇ぐうするのは、少なくとも吏玖は初めてだった。

「じゃあ、入って」

「失礼します」

　前の戸を開けて入ってきたのは、女子生徒だった。腰まで届く長い髪に、鋭するどい目。しゃんと背筋を伸のばして、きびきびとした足取りで教きよう卓たくの横に立った。

「才さい森もり加か奈な子こです。よろしくお願いします」

　硬こう質しつな声。最低限の挨あい拶さつ。

　気け圧おされたように見守るクラス一同を意に介かいした様子もなく、その目が教室内を素す早ばやく舐なめる。

　目が、合った。

　鋭い視線が、吏玖の視線と正面からぶつかる。

　──え!?

　一いつ瞬しゆんだったが、明らかに、意図を持って吏玖に目を向けていた。

〝リク〟

　不意に、《夜来たる》が言った。

〝また、別の剣けんだよ〟

（なんだって？）

〝あの娘こ、剣を持ってる。私と同種の〟

《夜来たる》の声は、ライバルを前にした獣けものの唸うなりを思わせた。

〝リクと同じ──彼女も、遣い手よ〟







　第三章　もうひとりの遣い手
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〝誘さそわれてる〟

「誰に？」

　吏り玖くが訊きき返すと、《夜来たる》の大げさなため息が聞こえてきた。

〝はあ……。ねえ、なんでそんなわかりきったことを訊くの？　馬鹿なの？　ねえ、リクってば馬鹿なの？〟

「……………………あの転校生か」

〝違ちがうってば！　彼女の剣よ！〟

《夜来たる》がじれったそうに叫さけんだ。

　放課後、帰宅途と中ちゆうである。

《夜来たる》は人間形態を現さないままで、頭の中に声だけが聞こえてくる。

〝あそこで……学校で遭あったときから、ずっと呼ばれてる。ああ、どんどん強くなるよ。リク、行かなきゃ。この呼び声には、抵てい抗こうできない〟

「行って、どうするんだ？」

〝もちろん、戦うことになるわね〟

　当たり前のように《夜来たる》が言った。

〝あの剣は私を折ろうとしてて、私はあの剣を折ろうとしてる。それだけ。前の戦いと同じ〟

「だから！　同じことをしちゃ困るんだよ！」

〝なんで？〟

「なんでって……」

　吏玖は口ごもる。

　──なんでだって？

　あんな殺し合いは、二度とやりたくないからだ。

　だが、それを言っても、こいつは理解しないだろう。

「……わかった。行ってみよう。ただし──」

　少し躊ちゆう躇ちよして、言葉を継ついだ。

「……斬きり合いになっても、人は殺すな」

〝はぁっ!?〟

「はぁっ、ておまえ」

〝難しいことを言うわね……〟

「なに悩なやんでるんだよ！　殺しちゃ駄だ目め。ぜったい駄目。約束しないと、この話はなしだ」

〝もう、リクってばわがままなんだから……！　あー、はいはい、わかったわよ。可能な限り、そうする〟

「……大だい丈じよう夫ぶかな。頼たのむよ、ほんと」




《夜来たる》が吏玖を導いたのは、高こう架か下したの小さな公園だった。

　公園といっても、名ばかりの代しろ物ものだ。すぐ上を騒そう々ぞうしく音を立てて電車が通る薄うす暗ぐらい空間に、色あせたシーソーやブランコが、ほんの申し訳程度に設置されている。高架を支えるコンクリートの柱には、暴走族のチーム名や卑ひ猥わいな言葉が黒のスプレーで落書きされている。

　そんな殺風景な公園のベンチに腰こし掛かける人ひと影かげがあった。

「才森さん、だっけ？」

「才さい森もり加か奈な子こだ」

　少女は名乗って立ち上がった。

　表情は硬かたく、目つきも鋭するどい。制服のブラウスがとても似合わない。高校生というより軍人のようだ。鞄かばんはベンチの上に置いたままで、手には何も持っていない。

「早はや瀬せ吏り玖く。私が何のために来たか、わかるか？」

「全然」

「そうか。私が来たのは──」

　冷たい声で才森が言った。

「──君が三日前に、祖そ父ふ君ぎみの家で手に入れた剣けんについて、少し話があるからだ」

　祖父のことを持ち出されてぎょっとした。

　彼女は、吏玖のことを、予想よりも詳くわしく知っている。

　そして、おそらく、吏玖が人を斬り殺したことも。

「……剣？」

「とぼける必要はない」

　そう言って才森は、ふと気づいたように付け加えた。

「ああ、人を斬ったことを気にしているなら……私は警察でもなんでもないから。それは、いい」

「あ……そう」

　吏玖は拍ひよう子し抜ぬけして、曖あい昧まいな声を出してしまう。

「残らなかっただろう？　死体」

「……ああ」

　吏玖はのろのろとうなずいた。

「あれは、なんなんだ？　人間じゃなかったのか？」

「人間だ。魔ま剣けんに操あやつられて、自由意志をなくしてはいても、一応な」

「魔剣？」

「そう呼んでいる。君の持っているのと同じような、特とく殊しゆな武器だ」

　まっすぐに目を覗のぞき込んでくる才森の視線に、吏玖は落ち着かなくなる。

「《夜来たる》のことを知ってるのか？」

「《夜来たる》？　そう名付けたのか」

　才森がうなずいた。

「君の剣そのものは知らないが、どういう存在かはよく知っている」

「あれっていったい、どういうものなんだ？」

「とても危険なものだ」

　才森の声が低くなる。

「手にした者を呪じゆ縛ばくし、離はなれられなくする。持ち主は知らず知らずのうちに、魔剣に精神を乗っ取られ、やがて彼らの思うがままに動くだけの奴ど隷れいとなる」

〝噓うそよ！　そんなことしてない！　なんなのこの女！〟

　突とつ然ぜん、《夜来たる》が抗こう議ぎするような声をあげる。

「詳しく話すことはできないが、危険な武器だということだけわかってくれればいい──」

　才森は続けた。《夜来たる》の声が聞こえた様子はない。

「──私は魔剣を回収するために来たんだ」

「回収？」

「そうだ。剣を受け取り、君への呪縛を断たち切って、しかるべき手段で封ふうじる」

〝噓よ、リク。こいつ噓をついてる〟

「魔剣を渡わたしてくれ、早瀬」

「…………」

〝リク！〟

　頭の中に響ひびく《夜来たる》の声には必死さがあった。

　吏玖は逡しゆん巡じゆんする。

《夜来たる》が危険であるという言葉には、吏玖自身納なつ得とくできるものがあった。

　この美しい刀を手にしたときの魅み入いられたような感覚は普ふ通つうではなかったし、何よりも、あの男を打ち倒たおし、相手の剣を折ったときの、凄すさまじい高こう揚ようと快感は恐おそろしいほどだった。

　確かに今のところ、《夜来たる》から、吏玖を支配しようという積極的な意図は感じられない。だが、彼女は記き憶おくを失っているという。今は大丈夫かもしれないが、いずれ記憶を取り戻もどしたら、才さい森もりの言うように、持ち主の精神を乗っ取ろうとするのかもしれない。

〝リク、そんなことない。渡さないで。こいつの言うことは噓。もし本当なら、こいつはなぜ、私と同じような剣を持っていられるの？〟

「……確かに、そうだな」

「どうした？」

　才森が訝いぶかしげな顔をする。

「僕の剣が……君も魔剣を持っている、と」

「ほう？」

　才森の目が、すっと細められた。

「剣と話しているのか？」

「あ……ああ」

「《夜来たる》はなんと言ってる？」

「君は噓をついている、自分を渡さないでくれと」

「それで、君は？」

「…………」

「剣を渡してくれないのか、早瀬？」

　才森の声に、ひんやりとしたものが忍しのび込む。

「君は──」

　吏玖は唇くちびるを湿しめらせる。

「君は……自分の魔剣を持っているのか？」

「……ああ、持っている」

　答える前にわずかな間があったのは、なにを躊躇ためらったのか。

「そうか。だったら──悪いけど、剣けんは渡せない」

〝そ、そうよそうよ！　それでいいわ、当たり前よ！　ほらリク、早くブッ殺しちゃおう！〟

《夜来たる》が物ぶつ騒そうなことを言うのを無視して、吏玖は続ける。

「あの男も《夜来たる》を目当てに襲おそいかかってきた。僕には君の言ってることが本当かどうか判断する材料がない」

「残念だ。穏おだやかにことを終わらせたかったのだが」

　才森が左の拳こぶしを軽く握にぎって腰こしに当て、そこに右手を持っていった。

「それが君の選せん択たくならば、実力行使しかないようだ」

　右手を引くと、空中に刃やいばが現れた。

　左拳を鞘さやとして、何もない場所から、まっすぐな刀身が引き抜ぬかれていく。

　虚こ空くうから現れたのは、美しく光を跳はね返す西洋の刺し突とつ剣けん──レイピアだった。

　刀身が、白い。

　一面霜しもが降りたように、きらきらと輝かがやいている。

　雪の結けつ晶しようにも似た微び細さいな白い刃は紋もんが、鋼はがねの上を覆おおい尽つくしているのだ。

　才森の背後に、複雑な紋もん章しようとも風景ともつかない、奇き妙みようなヴィジョンが浮うかび上がった。

　冷たく冴さえ渡る真円の月と、それを仰あおいで無言の咆ほう哮こうをあげる狼おおかみの群れ──そんな印象が脳のう裏りに焼き付いた。

　──あのときと同じだ。

　祖父母宅で戦った男の背後にも何かが見えたのを、吏り玖くは思い出す。

「私の魔ま剣けん、《凍いて月づき》だ──こいつは、手加減が不得手でね」

　才森が言った。

「だから──抵てい抗こうするなら、命の保証はできないぞ」

〝あんなこと言ってるよ、リク！〟

《夜来たる》の声は喜びに弾はずんでいた。

（……なんで嬉うれしそうなんだよ、おまえ）

〝うふふふ……これは、殺してもいいよね～？〟

（だめ！）

　犬を叱しかるみたいだな、と思いながら、吏玖は言い聞かせる。

（殺したら、ほんとに川に捨ててやるからな）

〝ひどい！　いいからさっさと抜きなさいよ！　早く！　早く！　早く！〟
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「やらなくちゃならないのか？」

　じりじりと距きよ離りを取りながら吏り玖くは訊たずねる。

「僕が剣を抜かなかったら、どうする？」

〝はぁ!?　ちょっとリク、何言って──〟

《夜来たる》が抗こう議ぎするのを黙もく殺さつして、吏玖は続けた。

「君の目当ては僕の剣なんだろう？　僕が抜かなければ、どうしようもないんじゃないか？」

「そのときは、君を殺すしかなくなる」

　才さい森もりが眉まゆ一つ動かさずに言った。

「遣つかい手が死ねば、魔剣も一いつ緒しよに消しよう滅めつする。私の役目は魔剣の回収と封ふう印いんだから、望ましくはないが、君があくまで抜かないというなら致いたし方ない」

「どうあっても剣を抜かせたいわけか……」

「最後の忠告だ、早はや瀬せ吏り玖く。魔剣を渡わたしてくれないか」

「だめだ」

　吏玖は左の手のひらに拳を当てる。右手にするりと柄つかが滑すべり込む。それを握って引く。手のひらにつながる、どこか向こう側の場所から、夜色の刃がその姿を現す。

「日本刀か──」

　才森が呟つぶやいて、左足を引いた半はん身みになる。《凍いて月づき》と呼ばれた右手の白いレイピアが持ち上がり、鋭えい利りな切っ先が吏玖の心臓をぴたりと指す。左手は自然に垂らされている。

〝はやく、はやく、リク、はーやーくー〟

　吏玖の手の中で、《夜来たる》は涎よだれを垂らさんばかりだ。

〝さあ、行こう、リク！　あの美しい剣をブチ折ってやろう！〟

（わかったから、落ち着け）

　そう言い聞かせつつも、吏玖は、ふたたびあのときのように、戦闘感覚コンバツトセンスとでもいうべきものが蘇よみがえってくるのを感じる。五感から流れ込む情報量はより精せい彩さいを増し、身体からだの動きが無む駄だなく滑なめらかになるのがわかる。《夜来たる》が、吏玖の能力を底上げしているのだ。

（だとしたら、それは相手も同じはず──あのときの相手より若いけど、冷静そうだ。油断するなよ、《夜来たる》）

〝それはこっちの台詞せりふよ、リク〟

　吏玖は刀を青眼に構えて、ゆっくりと前に出る。

　才森は動かない。

　──相手の剣は細い。突つくための剣だ。うまく打てば、日本刀よりも簡単に折れるはず。

　吏玖は考える。

　──剣の形状からして、斬ざん撃げきを警けい戒かいする必要はない。突き技わざはあの男と戦ったときにも見た。注意していれば、かわせる。

「──はッ」

　吏玖から仕し掛かけた。相手の刀身めがけて、右袈裟けさに斬きりかかる。

《夜来たる》が触ふれた瞬しゆん間かん、才森の剣けんが捻ひねり込むように動いた。

　横からの一いち撃げきを受け流しつつ、《夜来たる》の刀身に沿って滑ってきたかと思うと、反応する間もなく、柄を握にぎる右手に切っ先が突き立っていた。

「ぐうっ!?」

　すかさず退ひいた吏玖の手の甲こうから、冷たい鋼がずるりと抜ぬける。

　才森の一撃は、見事に右手を貫つらぬいていた。

　血を流す傷口の周囲に、痺しびれが広がっていく。

（なんだ、これは……？）

　傷そのものの痛みとは別の、冷たい苦痛。

《夜来たる》の治ち癒ゆ能力が働き始めると、痺れは少しずつ薄うすらいでいく。しかし吏玖の右手は、かじかんだように動きが鈍にぶくなっていた。

〝あの剣──冷たい〟

《夜来たる》が呟く。

〝私の動きを鈍らせようとしてる。気をつけて〟

《夜来たる》の刀身を見て、吏玖は目を見開く。《凍月》が触れた部分だけ、鋼はがねの上に霜しもが降りていた。

（おまえもやられたのか）

〝大だい丈じよう夫ぶ。でも、不用意に触れるのは危険よ。接せつ触しよくするのは折るときだけにして〟

「難しいことを言うな、くそ！」

　才森が、眉をひそめてちらりと自分の剣に視線を投げた。吏玖はふと疑問に思う。才森はなぜ、この絶好の機会に追い打ちをかけてこないんだ？

「落ち着け、《凍月》」

　才森が小声で言って、《夜来たる》に鋭するどい目を向ける。

「《夜来たる》──妙みようなことを」

　どうやら、才森も自らの魔ま剣けんと会話しているようだ。

（妙なこととか言ってるけど、おまえ、なんかしたか？）

〝え？　別に、何も？〟

「さっさと終わらせてもらうぞ、早はや瀬せ吏り玖く」

　そう言うやいなや、才さい森もりがそのままするすると近づいてくる。吏玖の血に濡ぬれたその剣けん先さきが霞かすんだように見えたかと思うと──

　──来る！

　目にも留まらぬ連続の突きが吏玖を襲おそった。考える間もなく、《夜来たる》の鎬しのぎで、背で、鍔つばで、刺し突とつを弾はじき、攻こう撃げきの軸じく線せんをずらす。しかし反はん撃げきする余よ裕ゆうもなく、次の突きが襲ってくる。

　右手から流れた血で柄がぬるぬる滑すべる。かわしきれない攻撃が、肩かたに、腕うでに、太ふと腿ももに突き刺ささる。いずれも致ち命めい傷しようではないが、傷の痛みと出血に加えて、《凍月》のもたらす冷気が吏玖の動きを鈍にぶらせていく。

〝リク、これ以上あの刃はに触れると凌しのぎきれない！　触れさせないで！〟

（無理だってば！　あんな……）

　そう心の中で言い返しかけたとき、息をつくためか、猛もう攻こうに一いつ瞬しゆんの間ができた。

　──今だ！

　吏玖は反射的に踏ふみ込んで、相手の刀身を払はらった。

　刃が触れることを嫌きらったか、才森は構えを開いた。《凍月》を握った右手が横へ流れる。

　──よし！　このまま……

　吏玖は前の動作から手を返して、左逆袈裟に斬り上げる。

　あの体勢から突きは来ない。ここで剣を折れば、勝てる！

　目もく論ろ見みが外れたのを悟さとったのは、攻撃が空を切ってからだった。

　刀を振ふり切って無防備な吏玖の脇わき腹ばらに、強きよう烈れつな打だ撃げきが入った。

　肋ろつ骨こつが軋きしんで、折れる音。

「ぐうっ」

〝リク!!〟

　たまらず身体からだを曲げて、地面に倒たおれ込んだ。

「がはっ……あ」

　息ができない。

「レイピアに斬られる心配はないと思ったんだろう？」

　見上げる視界の中、才森の顔には薄く笑えみが浮うかんでいた。

「鎧よろいでも着ているのならそれでもいいだろうがね。刺し突とつ剣けんとはいえ、その実態は重さ一・五キロの鋼鉄の棒だ。生身の人間相手なら、殴なぐったっていいのさ」

　倒れた吏玖の喉のど元もとに《凍いて月づき》が突つきつけられる。刀身がまとう冷気が肌はだの上に霜を降ろす。

「終わりだ。君の魔剣を放せ」

〝リク！　放しちゃだめよ！〟

「放さないなら、君の手を使えないようにするしかないが、魔剣を手放せば、治癒能力も元に戻もどってしまう。腱けんを斬ると、あとが辛つらいぞ」
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　突きつけられた剣先が、喉から右の手首に移動する。

「魔剣は麻ま薬やくのようなものだ。いまの君には、とても魅み力りよく的なものに思えるかもしれないが、そんなにいいものではない。そう思わされているだけだ。意地を張ってしがみつく価値はない」

〝リク！　やめて！　リクを離はなれたくない!!　リク!!〟

「さあ、早瀬。手を開け……ん？」

　才森が眉まゆを寄せた。

《凍月》の切っ先が、ぴりぴりと震ふるえている。

「どうした？……《凍月》！」

　白い剣けんの切っ先が、不意に動いた。吏玖の手首から、《夜来たる》の刀身に向かって。

　才森の顔に、初めて驚きよう愕がくの表情が浮かんだ。

「やめろ！　折るな！」

《夜来たる》の一点を狙ねらって突き下ろされようとしていた《凍月》は、才森自身の手によって引き戻された。

　──剣が言うことを聞かないのか？

　この隙すきを逃のがさず、吏玖は《夜来たる》を握にぎり直して、《凍月》めがけて振った。

　折るほどの力は出なかったが、相手を払いのけるには充じゆう分ぶんな一いち撃げきだった。

　再び突こうとしていた《凍月》は、狙いを外され、そのままの勢いで地面を激しく突いた。

　コンクリートをやすやすと貫つらぬいて、刀身のなかばまで地面に突き立つ《凍月》。

　それを折ろうと、《夜来たる》が吏玖の腕を導く。

　風を切る刃の先には、《凍月》と──完全に体勢の崩くずれた才森の身体があった。

「やめろ!!」

　吏玖は自らの斬ざん撃げきに全力でブレーキをかける。

　才森を真っ二つにする寸前で、《夜来たる》は止まった。

　ブラウスの袖そでに、きれいな切れ目ができていた。

　刃がわずかに触ふれてできた髪かみの毛ほどの傷から、白い肌を赤い雫しずくが伝っていく。

　吏玖の手の中で、《夜来たる》が不満げに蠢うごめく。

　吏玖を見返す才森の目には、驚愕の色があった。

　敗北の事実が浸しん透とうするにつれて、驚おどろきが悔くやしさで塗ぬり替かえられていく様子が手に取るようにわかった。

「君の剣は折らない」

　脳内で響ひびく《夜来たる》の抗こう議ぎを極力無視して、吏玖は言う。

「その代わり、教えてくれ。君は何なんだ？　僕はいったい何に巻き込まれたんだ？」

　才森は吏玖を睨にらみ付けたまま黙だまっている。

「剣を渡わたすとか渡さないとかは、そのあとで話そう。何も知らずに、言いなりにはなれないよ」

「……いいだろう」

　才さい森もりが口を開いた。

「だが、早はや瀬せ……聞いたら、後あと戻もどりはできないぞ」

　吏り玖くは頷うなずいて言った。

「たぶん、もうそうなってるよ」
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〝なんで折らせてくれなかったの!?　ねえ、なんで折らせてくれなかったのよう!?〟

　頭の中では《夜来たる》が何十回目かの不平をこぼし、目の前では驚くほど目つきの悪い才さい森もり加か奈な子こが吏り玖くを睨みつけていた。

　切れ長の目は機き嫌げんを損そこねたことによって震ふるえ上がるほどの三白眼に変化し、気の弱い子供ならひと睨みでひきつけを起こしそうだ。

　二人とも、自分の剣けんはひとまず納めていた。抜ぬき身を持ったままでは、いつまた斬きり合いになるかわかったものではない。そう思って、吏玖の方から刀を引いたのだ。

　地面から《凍いて月づき》を引き抜いた才森は、わずかにためらった様子だったが、結局剣を納めた。もちろん、二人の身体からだそのものが鞘さやである以上、剣を抜くことはいつでもできる。それを両者が理解したうえでの納刀であり、休戦だった。

〝遣つかい手のほうは殺さないって約束したじゃない。なのに、なんで折っちゃいけないの？　絶好の機会だったのに！〟

（自分が何なのか、知りたくないのか？）

〝え？〟

（せっかく事情を知っていそうな人間が向こうから来てくれたんだ。あのときの男とは違ちがって話も通じそうだし、いろいろ訊きいてから考えても遅おそくないだろ？）

〝それは……まあ〟

（だったら、おとなしくしてろ）

〝むう……〟

　不承不承という感じではあったが、《夜来たる》がようやく静かになった。

「えー……と、何から訊けばいいかな」

「…………」

「ま、まず、君は、何者なんだ？　警察じゃないって言ってたよな。政府機関？　それとも何かの研究所？」

「どちらも違う。私はある種の結社に所属している」

「えーと、それは……悪の組織みたいなもの？」

「悪の……なんだそれは？」

　才森は気を悪くしたような声を出した。

「〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉と呼ばれている、とても古い組織だ。たいていの国の成り立ちよりも長い歴史を持つ」

「ははあ？」

　なんだそれは？

　まったくわからない。何のアニメの設定ですか、というところだ。

「その結社とかいうのが、なんで僕を知ってるんだ？」

「……君ではない。我々の目当ては、魔ま剣けんだ。《夜来たる》といったか──君の魔剣を回収し、封ふう印いんするのが私に与あたえられた使命だ。君が完全に意思を失う前に魔剣を除去し、君を解放する」

「この剣って、そんなに危険なもんなのか？　確かに性格は悪いけど……」

〝はあ？〟

　キレ気味の声が脳のう裏りに響ひびく。

「きわめて危険な存在だ」

　才森が生き真面まじ目めに言った。

「自覚はないだろうが、早瀬……我々から見ると、君は犠ぎ牲せい者しやなんだ」

「どういうこと？」

「より正確には、まだ犠牲者候補ではあるが。魔剣を人間に感かん染せんする病原体に喩たとえるなら、君はその保菌者キヤリアで、早さつ急きゆうに治ち療りようを行なわないと取り返しのつかないことになる」

「感染……？」

　吏玖は首をかしげた。

「つまり、放ほうっておくと、同じような剣が増えるのか？」

「その逆だ。魔剣も、その遣つかい手も、むしろ減っていくだろう。なぜなら──」

「──互たがいに、殺し合うから？」

「わかってきたな」

　あるかなきかの笑えみを浮うかべて、才森は続ける。

「魔剣の遣い手は、他ほかの魔剣を感知することができる。その能力によって、彼らはお互い引き寄せられ、やがて戦うことになる。多くの場合、戦いは一方の死によって決着する。魔剣は折られ、遣い手は死ぬ」

「なんで戦う？」

「魔剣が、そうするために生まれた生きものだからだ」

「生きもの……？」

「魔剣はただの道具ではない。知覚し、思考し、意思を持つ、独自の生きものだ。彼らはそういう種族なんだ」

〝……そう。そのとおりよ。私は生きてる〟

《夜来たる》が呟つぶやく。

「魔剣を手にして、君もそのことには気づいただろう？」

「……ああ」

　最初に《夜来たる》と出で逢あったときのことを思い出して、吏り玖くは頷うなずいた。

「でも、こんなのは……常識じゃ考えられない。だって……こんな生きものがいるわけないじゃないか」

「もちろん、自然の生きものじゃない。創つくられたんだ」

「創られた？」

「彼らは、魔ま術じゆつ的に創られた一種の人工生命だ」

「……魔術ぅ？」

　思わず訊き返すと、才さい森もりが嫌いやそうに言った。

「そんなに胡う散さん臭くさそうな顔をするな。私だっていくつか術の心得はある。たいして派手なことはできないがな」

「いや、だってさ、急に魔術とか言われても……」

「生きて話す剣けんに出逢っておきながら、それ以上の証しよう拠こがまだ必要なのか？」

　苛いら立だたしげな声で、才森が言う。

「理解できないのは君の勝手だが、それなら満足がいくまで自問自答でもしていてくれ。私には別に君を納なつ得とくさせる義務はないんだ」

「うーん、わかった、じゃあそれは置いておく」

「そうしたまえ！」

　才森が吐はき捨てるように言った。

　こだわってもいいことはなさそうだ。吏玖は質問を変えることにする。

「創られたって言ったよね？　誰だれが創ったんだ？」

「魔剣を創った者の名は知られていない。大昔のことだからな。魔術と鍛冶かじがまだ分かれていなかった時代──〈結社〉の調査によれば、秦しんの始し皇こう帝ていよりさらに昔、中国内陸部にいた何者かだ。彼が鍛うった魔剣は、おそらく二百本前後。それらが世界に拡散され、今なお互いに戦いあっている」

「え、てことは、その古代中国の名無しの刀かたな鍛冶かじが全部の魔剣を創ったってこと？」

「おそらく」

「いや、明らかにおかしいだろ、それ！　僕の魔剣は日本刀だし、君のはレイピアだ。レイピアがどこの国の剣かは知らないけど、古代中国よりはずっと新しいだろ？　時代考証が間ま違ちがってるどころじゃない」

　吏玖のツッコミにも、才森は涼すずしい顔だ。

「それは魔ま剣けんという種族のもつ、特とく殊しゆな性質によるものだ」

「特殊な性質？」

「これを説明するのは面めん倒どうなんだが……君は祖父君の家の蔵くらで魔剣を見つけた、そうだな？」

「さっきも不思議に思ったんだけど、なんでそこまで知ってるんだ？」

　吏玖は顔をしかめる。自分しか知らないはずの事実が初対面の相手の口から出るのは、どうにも居い心地ごこちの悪いものだった。

「それはどうでもいい。とにかく、君は蔵の中で魔剣と出逢った。魔剣は君を遣い手として選んだ。魔剣の形状は、その瞬しゆん間かんに決定されるんだ」

「その瞬間に……？」

「所有者のいない魔剣は、非常に曖あい昧まいな存在でね。誰にも観測されないままのシュレーディンガーの猫ねこ、と説明して理解できるかな。誰かが魔剣と出逢い、遣い手になるまで、魔剣ははっきりした形を持たない」

「んん？　形がないって、どういう状態？」

　吏玖はよくわからずに首をひねった。

「どういう状態もなにも、誰の目にも触ふれないんだから、それを形容する言葉は存在しない。量子的な雲とでも、名状しがたいどろどろとでも、好きなように考えればいい」

（……おまえ、気持ち悪いなあ）

〝なっ……!?　大きなお世話よ!!〟

　率そつ直ちよくな感想に対して、《夜来たる》からはおおいに憤ふん慨がいした声が返ってきた。

「要は非実体化しているということだ。この状態の魔剣は意識を持たない。いわば、休きゆう眠みん状態だ。したがって、誰にも所有されていない魔剣は何の脅きよう威いでもない。特定の人間を遣つかい手として得て初めて、彼らは活動を開始することができる」

「魔剣の形はどうやって決まるんだ？」

「どうやら、魔剣の形状は遣い手の潜せん在ざい意識によって決定されるようだ。どうやら、というのは私にも理り屈くつはわからないからだが」

「《夜来たる》が日本刀の形になったのは、僕が見つけたからってこと？」

「その名前も含ふくめて、そうだ。魔剣が君を選び、君が魔剣を見み出いだした。そうやって魔剣と遣い手は出逢うんだ」

　吏玖は《夜来たる》を発見したときのことを思い返す。

　あのとき、蔵の中で箱を開けた瞬間に、《夜来たる》がこの世に実体化したというのか？

　それにしては、あの箱は《夜来たる》の寸法にぴったりだった。

　だとしたら、箱を見つけた時点で……いや、蔵に入った時点で、吏玖が《夜来たる》を見つけることは運命づけられていたのだろうか？　それとももしかすると、その前から？　どこまでさかのぼればいいのか考えると、頭がくらくらしてきた。

「……これ、しっかり理解した方がいい話？」

　才さい森もりが、かわいそうな相手を見る目になった。

「いいや。とにかく、魔剣は戦うために遣い手の人間を必要とするということだ」

〝飲み込みが悪いわね、リクは〟

（うるさいな。おまえはわかったのかよ）

〝…………ほら、ほら！　そんなことより続きを聞きましょ！〟

（この野や郎ろう……）

　吏り玖くは心の声で罵ば倒とうしつつ、才森に向かって訊たずねる。

「じゃあ、そもそもなんで魔剣は戦ってるんだ？」

「わからない」

「へ？」

　意外な返答に、変な声が出た。

「わからないんだ、誰にも。魔剣たちは例外なく、他ほかの魔剣と戦って折ることを第一の行動原理として持っている。いわば本能的な行動だが、人工生命である以上、それはプログラムされた行動ということになる」

「殺し合うことを、プログラムされてる……？」

「そうだ。そして、彼ら自身、その理由を知らない。疑問を持つことすらないほど深く刻まれた行動、存在の目的であるわけだ」

（そうなのか？）

〝彼女の言うことは正しいわ〟

《夜来たる》が答えた。

〝他の魔剣を折ることは、私の存在意義そのもの。リクがそれを止めるのは、とても残ざん酷こくで、理り不ふ尽じんなことよ……しかし、それがなぜなのか、確かに私にもわからない〟

「才森、君は──〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉は、魔剣同士の殺し合いを止めようとしてるのか？」

「結果としては、そうだ」

「よくわからないな。話を聞いてると、別に魔剣がかわいそうだから保護しようってわけでもなさそうだ。魔剣と魔剣が戦って、片方が折れて……というのが大昔から続いてるんなら、魔剣の数はどんどん減っていくだけだろ。周りに大きな被ひ害がいが及およぶってわけでもなさそうだし、言葉は悪いけど、放ほうっておけば勝手にいなくなるんじゃないの？」

「君が戦った男を思い出すといい。魔剣は遣い手の精神を侵しん食しよくするんだ。君はまだ抵てい抗こうできているようだが、他の魔剣と戦い、折ろうとする精神的な圧力は時間と共に増大するだろう。魔剣所持者は遅おそかれ早かれ理性を失い、ただ操あやつられるだけの人にん形ぎようと化す」

「だからそれを阻そ止ししようと？」

　吏玖は疑いの目で才森を見返す。

「それは信用できないよ。君の目的は最初から魔ま剣けんだった。刃は向むかうなら、命の保証はしないって、そう言ったよな。つまり、殺してでも奪うばい取るってことだ。魔剣から人間を守るというのは、よく言っても方便としか思えない」

「そうか。しまったな」

　才森が顔をしかめた。

「正直なところ、君の言うとおりだ。早はや瀬せ」

　言い訳を予測していた吏玖は、思わず言葉に詰つまる。

「あ……あっさり認めるんだな」

「そういう印象を与あたえたことを言い訳しても仕方ない。そう、遣い手を魔剣の影えい響きようから救うというのは、手段であって目的ではない。本当の目的は、魔剣に魔剣を折らせないということだ」

「どうして？」

「この魔剣同士の殺し合いは、何らかの意図があって行なわれている」

　才森は言葉を選びながら喋しやべっているようだったが、それでもなお、彼女の言うことは吏玖にはなかなか理解し難がたかった。

「これは、非常に長い時間をかけた何らかの儀ぎ式しき魔ま術じゆつだ。少なくとも、〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉はそう確信している。その儀式が完成したときに何が起こるのかは誰だれも知らない。だが、これほど大量の贄にえを捧ささげる儀式が穏おだやかなものであるはずはない。我々はそれを阻止しようとしているんだ」

　──贄？

　あの男の死に様が脳のう裏りをよぎる。

「……僕もその贄の一人だと？」

「そうだ。生いけ贄にえとなる当の本人に魔剣を持たせて斬きり合わせる──残酷な話だろう？　儀式が始まって数千年、地上に残った魔剣の数もかなり絞しぼられているはずだ。あと何本の魔剣が折られたら儀式が完成するのか、正確なところがわからない以上、可能な限りの魔剣を発見して、これ以上儀式が進行しないように確保しなければならない。それが私が君のところに来た理由だ」

　情報を咀そ嚼しやくしながら、吏玖は考える。

「なるほど……だんだん事情が摑つかめてきた。でも、それならそれで、納なつ得とくできないことがある」

「というと？」

「そんなに魔剣が危険で、戦わせちゃいけないものなら──なんで君は魔剣を持っているんだ？」
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「私の《凍いて月づき》は──〈結社〉によって飼い馴ならされた魔剣だ」

　淡たん々たんとした口調で、才さい森もりは言った。

「〈結社〉には、魔剣の本能を抑よく制せいし、行動原理プログラムを書き換かえる技術がある。《凍月》は、そうした処置を施ほどこされた剣けんのひとつだ。彼は、闇やみ雲くもに他ほかの魔剣に対して襲おそいかかるようなことはない。理性を持った魔剣なんだ」

〝ひどい……なんてことを！〟

《夜来たる》が愕がく然ぜんと叫さけぶ。

〝他の剣を折ることが禁じられているなんて……そんなの、死んだも同然よ！〟

「魔剣を去勢して、忠実な奴ど隷れいを作ったってわけか」

「そんな言い方は許さんぞ、早はや瀬せ」

　才森の声が険しさを増した。

「《凍月》は、幼い頃ころから私と一いつ緒しよにいる、人生のパートナーだ。常に私のそばに在り、私のことを最もよく知る、腹心の友だ。二度とそんな口を利きくな。舌を口こう蓋がいに縫ぬいつけるぞ」

「……わかった。ごめん」

〝……サイモリは、自分の剣をとても大事にしてるのね。誰かとは大おお違ちがい〟

（おまえなあ）

　節操のない《夜来たる》に突つっ込みかけて、吏り玖くはふと違い和わ感かんを覚える。

「あれ、でも……さっきは君の剣、言うこと聞かないみたいだったけど？」

　才森は難しい表情で頷うなずいた。

「そうだ。あんなことは、今までなかった。彼が私の言うことを聞かないなんて！」

　おまえのせいだ、とでも言いたそうな目で才森は吏玖を睨にらむ。

「《凍月》はいま、他の魔剣を折るという欲よつ求きゆうに負けたことを恥はじ入っている。これまで何本もの魔剣と戦ってきたが、初めてのことだ！」

「そ、そうか」

　何を怒おこられているのか、吏玖にはよくわからない。

「早瀬、君の剣に触ふれたときから、何かがおかしくなったのだ。君の剣の中には、特別な何かがある」

「何かって、なに？」

　吏玖の問いに答える才森の言葉には、戸と惑まどいがあった。

「《凍月》の言葉を借りるなら──歴史、だそうだ」

　吏玖は眉まゆをひそめる。

「どういうこと？」

「もどかしいな。手を出せ」

　才森は自分の手をすっと差し伸のべた。

　吏玖よりひと回りサイズの小さい、繊せん細さいそうな手。

　戸惑いながら、吏玖はその手のひらに自分の手を重ねる。

　その途と端たん、何かがつながったような感覚に打たれて、吏玖の身体からだがびくりと跳はねた。

　触れ合った手のひらを通じて、別の誰かの存在がすぐそばに感じられた。

《夜来たる》とどこか似通った、この感じは──

（──君が《凍月》？）

〝そうだ〟

　吏玖の呼びかけに応こたえた《凍月》の声は、荒あらっぽく、不器用で、冷たかった。

　才森のそばに控ひかえている大きな白い犬のような獣けもの──そんなイメージが脳裏をよぎった。

〝なるほど……遣つかい手の身体を経由すれば、他の魔ま剣けんと会話ができるのね〟

《夜来たる》が言った。

〝さっきはどうも、《凍月》。ブチ折ってあげられなかったのが残念〟

〝吐ぬかすな、《夜来たる》。私に触れるたびに、冷たい、冷たいと悲鳴をあげていたくせに〟

《凍月》が険悪に唸うなる。

「そこまでにしなさい、《凍月》。あなたの知っていることを、私たちに教えて」

〝……わかった、我が遣い手よ〟

《凍月》は素す直なおに引き下がる。

〝まず言わなければならないのは、我々の種族は、刃やいばを触れ合わせることで意思の疎そ通つうが可能だということだ〟

〝ええ。そうね。前回戦った剣は、振ふり返ってみるとだいぶ頭が悪かったのね。《凍月》のような理性は感じられなかったから〟

《夜来たる》が言った。

〝でも、あのときも、意思疎通と情報の交こう換かんはあった。リクの乏とぼしい語彙ボキヤブラリーから適切な言葉を選ぶなら、瞬しゆん間かん的なコミュニケーションと表現していいと思う。私をリクの肉体に収納することができるということも、あの剣けんから学んだわ〟

「乏しい語彙は余計だ」

〝うるさいわね、大事な話してるんだから、黙だまっててくれる？〟

「なんだと、この野や郎ろう──」

　吏玖と《夜来たる》のやりとりに構わず、《凍月》は先を続けた。

〝我々の刃が触れたときも、それが起こった。今までの戦いでは、互たがいの戦意と、その能力を確かく認にんする程度で、たいした情報がやりとりされるわけでもなかった。しかし、今回は違った〟

「どう違ったんだ？」

〝《夜来たる》に触れたとき、私が感じたのは──彼女は何か重要なことを知っている、ということだった〟

「重要なこと？」

〝私が、それまで考えたこともないことだった〟

《凍いて月づき》の口ぶりは慎しん重ちようだった。

　普ふ段だんはあまり喋しやべらない人間が、考え考え言葉を絞しぼり出すように、彼は喋った。

〝この言い方が正しいのかどうかわからないが、それは……我々の、歴史、かもしれないと思った〟

「歴史……？」

〝私は〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の魔剣だ。ずっと昔から、何人もの〈結社〉の遣い手の手を経へてきた。遣い手を失うたびに、回収され、新しい遣い手によって再定義されてきた。遣い手を守り、遣い手と共に他ほかの魔剣と戦い、折ることなく無力化するのは、私の存在の目的であり、そこに疑問を持つことなどなかった〟

　才さい森もりは黙ったまま、自分の魔剣の話を聞いている。

〝しかし、ここで、《夜来たる》の中にあるものに気づいたとき、私は……ふと、知りたい、と思った。私は、私たちの種族は、魔剣とはいったい何なのか。その答えを、相手が持っている。そう感じた。だから……私は、《夜来たる》を、折らねばならなかった〟

「どうして折るんだ？　どうして、戦いをやめて話し合おうとしない？」

〝話し合い……というのは、私にとって、よくわからない、あまり重要ではないことだ。魔剣にとっては、戦いが、おまえのいう「話し合いコミユニケーシヨン」にあたるのだ、《夜来たる》の遣い手よ〟

《凍月》は苛いら立だたしげに続ける。

〝それに、相手を折れば、相手の力が流れ込んでくる。《夜来たる》を折れば、《夜来たる》の知っていることがわかるはずだ。そう思うと、カナコの制止の声が聞こえなくなった。折ることしか考えられなくなった。〈結社〉の魔剣としても、カナコの魔剣としても、あり得ない無様な振る舞まいだ……〟

「《凍月》、もういいわ。ありがとう」

　才森の声には、自分の剣への気き遣づかいが感じられた。

〝ちょっと、さっきから、言いがかりはやめてよ！〟

《夜来たる》が憤ふん慨がいしたような声をあげた。

〝知らないわよ、そんなの。だって私、リクに逢あうまでの記き憶おくがないんだもの〟

「記憶がない？」

　才森が不ふ審しんそうに言った。

「そんなことを言う魔ま剣けんには遭あったことがない」

「それが、どうもそうみたいなんだ」

　吏り玖くは口を挟はさんだ。

「《凍月》の感じたことが本当なら、この剣の中には種族の歴史が眠ねむっているのかもしれないけど……本人はすっかり忘れてるみたいだよ」

「そんなことが……？」

　吏玖の手のひらから、才森の手が離はなれた。接せつ触しよくが断たたれると同時に、《凍月》と才森の存在がふっと遠ざかったような気がした。かすかな喪そう失しつ感かんが吏玖の胸をよぎる。

　才森は何事か考え込んでいる様子だったが、少しして顔を上げた。

「早はや瀬せ、やはり君の魔剣は渡わたしてもらいたい」

「え？」

〝まだ言うの、こいつ？　もうブッ殺しちゃわない？〟

「君の魔剣は、何か特別なもののようだ。《凍月》がこういう反応を示したことは今まで一度もなかったし、記憶を失った魔剣というのも初耳だ。〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉が引き取って管理すべきものだと思う」

〝お断りよ！〟

「早瀬、改めて考えてみてくれ。君は巻き込まれただけなんだ。魔剣を渡してくれれば、平へい穏おんな生活が戻もどってくる。これ以上トラブルが起こることはない」

　平穏な生活──

　それは、確かに魅み力りよく的な提案だった。

　吏玖は決して、斬きり合いなど求めてはいなかったし、《夜来たる》の所有者になったのも、たった三日前のことだ。

　魔剣を渡すのは、たやすい。むしろ賢かしこい選せん択たくと言えるだろう。

　才森の提案にうんと言えば、それで終わり。万ばん事じ解決だ。

　だが、吏玖は気づいてしまった。

　吏玖の答えをじっと待っている、《夜来たる》に。

　遣つかい手である吏玖に見捨てられるのではないかと、

　この世界とのたった一つのつながりを絶たれるのではないかと、

　憎にくまれ口の後ろに底知れぬ孤こ独どくと不安を隠かくして、吏玖の答えを待っている、この奇き妙みような剣けんに。

　──やれやれ。

「悪いけど、断る。《夜来たる》は、まだ僕の剣だ」

《夜来たる》はなにも言わなかったが、さざ波のような安あん堵どの念が胸むね一いつ杯ぱいに広がるのを、吏玖は感じた。

「そうか──」

　才森の目が細められた。

　空気がふたたび張り詰つめる。

　もう一度、やる気なのか？

　吏玖は才さい森もりの次の動きを見み逃のがすまいと、密ひそかに身構えた。

「──わかった」

　ふう、と才森は小さくため息いきをつく。

「少しの間、君に預けておこう」

「意外と物わかりがいいんだな」

「ここでもう一度やることは可能だが、いまの状態では、折らずに魔剣を回収するのが難しそうだからな。こちらはこちらで、対応策を考えることにしよう」

〝ふん！　いい負け惜おしみね！〟

《夜来たる》があまりにも嬉うれしそうにそう言うので、吏玖は思わず笑いそうになる。

「何をニヤニヤしてる？」

「いや、別に」

「ふん」

　胡う乱ろんげな視線を投げてから、才森は携けい帯たいを取り出した。

「〈結社〉に連れん絡らくする。少し待ってろ」

　才森は、吏玖から少し離れて電話をかけ始めた。

　何か揉もめているようだったが、電話は数分も経たたずに終わった。

「すぐに終わる仕事だと思っていたのだが」

　戻ってきた才森は、面おも白しろくなさそうに吏玖に告げた。

「以後、私は、君と《夜来たる》の監かん視しをすることになった」

「放ほうっておいてくれると、ありがたいんだけどな」

〝まったくよ、うっとうしい〟

「君たちのようなイレギュラーな要素から目を離すわけにはいかん。野放しにするには危険すぎる──個人的には、君たちの監視などきわめて不本意だが」

「不本意ならやめてほしいけど、まあ、気の済むようにしたら？」

「そんな態度が取れるのも今のうちだぞ、早瀬」

　面めん倒どうくささが言葉に出たか、才森の口調が険しくなった。

「警告しておくぞ。魔剣同士は引き合う。そして、出で遭あったら、どちらかが死ぬまで戦うことになる。他ほかの遣い手は、私のように理性的ではあるまい。魔剣所持者が歩くのは、いずれも修しゆ羅らの道だ」

　才森の強い視線が吏玖を射い貫ぬく。

「君がその重荷に耐たえられるかどうか、私ははなはだ疑問に思う」
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　現国の和わ田だは、睡すい魔まの召しよう喚かん者と密かに呼ばれている。

　抑よく揚ようのない囁ささやくような声と、ヤマもオチもない淡たん々たんとした授業スタイルで、聞く者を眠ねむりの国へと引きずり落とすのだ。

　折しも六時間目。地じ獄ごくのような睡魔との戦いに敗れて、今日も多くの生徒たちが机の上に突つっ伏ぷしていた。

　そんななかでも、三つ前の列に座っている才さい森もりは、ぴんと背筋を伸のばして授業を聞いている。

　吏り玖くは次し第だいに重くなっていくまぶたを断続的に持ち上げようとしながら、ぼんやりとその背中を見ていた。

　あれから一週間が経った。

　最初は物もの珍めずらしさから何かと話しかけていたクラスメイトたちも、すぐに才森の無愛想さに気づいて、遠巻きにするようになっていた。才森の方もそれを苦にする様子でもなかったので、いつの間にか、あいつは独りでいたいのだろうという了りよう解かいがクラスの中にできあがっていた。

　吏玖だけが、その例外だった。




「早はや瀬せ！」

　授業が終わって、帰ろうとした吏玖を呼び止める声があった。

　足を止めると、才森が廊ろう下かを足早に追いかけてくる。

「最近はどうだ？　何か変化は？」

「変化？」

　才森は周囲に目を走らせてから、ぐっと顔を近づける。

「通常、魔ま剣けんは遣つかい手への影えい響きよう力を徐じよ々じよに強めていく」

　才森がぼそぼそと言う。

「どうだ？　君の意思が侵しん食しよくされていく兆候は感じないか？」

「いや、別に……」

「ふうん」

　才森は胡う散さん臭くさげに吏玖を見やって、さらに何か言おうとした。

　背後から不意に声がかかったのは、そのときだった。

「なーに？　何の話してたの？」

　振ふり返ると、いつの間に近づいたのか、鷹たか野の香か織おりが立っていた。

　目が好こう奇き心しんにきらきらと輝かがやいている。

「げ」

「何よ、げって。失礼な」

　吏玖をじろりと横目で見てから、香織は才森へにっこりと笑いかけた。

「ねえねえ、才森さん、こいつと何話してたの？」

「いや、別に。たいしたことは話していない」

　才森の答えはそっけない。

「えー、そうなの？　それにしては、帰ろうとする吏玖を呼び止めて、駆かけ寄ってたりしてたけど？」

　明らかに面おも白しろがっている顔で、香織は言った。

「不思議だったんだけど、才森さん、転入してくる前から吏玖と知り合い？」

「いいや」

「そうなんだ？　じゃあ、なんでそんなに吏玖と──」

「君には関係ないことだ」

　冷たい口調で遮さえぎられて、香織の言葉が宙に浮ういた。

「鷹野とかいったか？　私が誰だれと何を話そうが、私の勝手だ。無関係なことに嘴くちばしを突っ込まないでもらいたい。非常に迷めい惑わくだ」

　香織はぽかんと開いていた口を閉じた。

　みるみる目つきが険しくなっていく。

　怒おこっている──だが、それと同じくらい戸と惑まどっている。

「わかったか、鷹野？　理解してくれたか？」

「おい、才森」

　張り詰つめた空気に耐たえきれず、吏玖は思わず口を出した。

「なんだ？」

「そんな口の利きき方……ああ、もう」

　吏玖は内心頭を抱かかえる。

《夜来たる》だけでも大たい概がいなのに、こっちも道理が通じないタイプか。

　才森は怪け訝げんな顔をしていたが、吏玖が何も言わないので、やがて小さく肩かたをすくめた。

「まあ、いい。もし何かあったら、すぐに言え」

「……はいはい」
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　歩き去る才さい森もりの姿を見ていると、頭の中で声がした。

〝ふん！〟

　いつの間にか《夜来たる》の人間形態が隣となりに立っていた。忌いま々いましそうな顔で、才森の後ろ姿を見送っている。

〝うっとうしいわね、あの女……なんていうのか、こう──〟

（上から目線？）

〝そう！　それよ！〟

（おまえ、よく人のこと言えるな……）

〝はぁ？　わけわかんないこと言わないでくれる？〟

「何なの、あの子？　なんで吏り玖くになついてるの？」

「え？」

　香織を振り返ると、こっちも不ふ審しんそうに目をすがめて、才森の背中を見送っている。横に立つ《夜来たる》と同じような表情だった。

「才森さんよ。あの子、自分から会話するの、吏玖だけだよ。それ以外は他人に全然興味ない感じなのに」

「僕にも興味ないと思うよ」

「そうは見えないけど」

　疑わしげに香織は言った。

「……ま、いいや。それじゃ、あたし部活行くから」

「ああ」

　香織はひらひら手を振ふって、陸上部の部室へと去っていった。

〝なんだか不ふ機き嫌げんそうだったわね〟

（そうか？　まあ、あんな物言いされたら不機嫌にもなるだろうな）

　吏玖はうわの空で答える。

〝だよね！　やっぱりブッ殺そう、あのサイモリってやつ！　カオリも喜ぶよ！〟

（…………）

　香織と同じような疑問は、他ほかのクラスメイトからも何度かぶつけられた。

　才森の方から自主的に話しかける唯ゆい一いつの相手として、吏玖は不本意な好こう奇きの視線を浴びることになっていた。

　誰も寄せ付けないくせに、吏玖と二人きりになると、やけに熱心に話している──という目もく撃げき情報が誤解のもとだった。

　他人が現れると、才森が急に話をやめてどこかに行ってしまうのも誤解に拍はく車しやをかけた。

　──どうもあいつには、そういう抜ぬけた部分がある。

　実際、才森が、吏玖に興味を持っているとは思えない。

　彼女の関心が向いているのは、吏玖ではなく、《夜来たる》だ。

　才森の言う、「魔ま剣けん」。

　他の剣と戦うために、遣つかい手を操あやつるという──

　なぜ、あのとき素す直なおに剣を渡わたさなかったのだろう？

　戦いのあと、その疑問が何度も頭をかすめた。

　情に流された──ということだろうか。

　少なくとも、理性的な判断、ではなかった。

　わかっているのだ。こんな妙みようなものを大事に持っていても、トラブルしか生まないことは。

　それでも、あのときの吏玖は、《夜来たる》を所持し続けることを選んだ。

　──君がその重荷に耐たえられるかどうか。

　才森の言葉を思い出す。

　──何か変化は？

　──君の意思が侵しん食しよくされていく兆候は？

　変化？

　兆候？

　これが、そうなのだろうか？

　才森の質問に、吏玖は噓うそをついていた。

　変化は、あった。

　戦せん闘とう衝しよう動どう──そうとでも形容するしかないものが、吏玖の中に芽生え始めていた。

　自覚したのはいつだったか。

　魔剣を手にする前の自分は、ごくおとなしい、争いごとの苦手な人間だったはずだ。

　それが、今は違ちがう。

　吏玖は、戦いたかった。

《夜来たる》を振るって、他の魔剣と、戦いたかった。

〝リク〟

（なんだ？）

〝また、呼ばれてる〟

《夜来たる》がそう言った。戦いの予感に逸はやる声で。

〝来たわ──新たな、魔剣よ〟




　　　　２．




　夜の街を吏り玖くはさまよい歩く。

　夢の中を行くように、現実味が薄うすれている。

　繁はん華か街がいのざわめきが、きらびやかな灯火が、吏玖の周りを流れすぎていく。

　何かがおかしい。それはわかっていた。

（おまえが何かやっているのか、《夜来たる》？）

〝はぁ？　何言ってんの？〟

（僕を操ろうとはしていない？）

〝私は何もしてないってば〟

　隣となりを歩く《夜来たる》が、さも心外だというような表情で言った。

　ご丁てい寧ねいに、ぷくっと頰ほおまで膨ふくらませて。

　その言葉が本当だとしたら、いま吏玖を突つき動かしているこの衝動は何なのだろう？

　理性を失っているわけではない。

　しかし、いまの吏玖が戦いを求めているのも確かだった。

　才さい森もりが、魔剣を麻ま薬やくに喩たとえていたことを思い出す。

　それが本当だとしたら、吏玖は知らず知らずのうちに、《夜来たる》に依い存ぞんするようになっているのだろうか？

（なあ。僕はこんなに好戦的だったかな？）

〝普ふ通つうでしょ。むしろ、今までがヘタレすぎたんじゃない？〟

（おまえに訊きいたのが間ま違ちがいだったよ）

〝闘とう争そうこそが私の存在理由だからね。リクの価値観は、なんだかよくわかんない〟

（僕たち、あんまりうまくいかないかもしれないな）

〝あ、や、そんなことは。ほら、価値観が違っても、うまくやっていくことはできるわよ、きっと〟

　わたわたと無意味に手を振ふり回しながら、魔剣は言った。

（おまえに言われると、すごくきれいごと臭しゆうがする）

〝なによ、きれいごと臭って。それより、ほら、近いわよ──もう、すぐそこ〟

　動どう揺ようを取り繕つくろうように、きりっと顔を引き締しめる《夜来たる》を、吏玖は冷めた目で見やった。

　新たな魔剣に、呼ばれている──《夜来たる》はそう言って、呼び声のままに吏玖を導いていた。

　魔剣の言いなりになるのは不安だったが、《夜来たる》の熱意には抵てい抗こうしがたいものがあった。盛りがついた犬のように、《夜来たる》は魔剣との戦闘を望んだ。

　近づくにつれて、吏玖にも魔剣の呼び声が感じられるようになってきた。

（これか、おまえの言っていたのは？）

〝そう〟

　それは不思議な感覚だった。

　声、というのは正確な表現ではない。耳に聞こえる音でもないし、《夜来たる》が使うような、脳内に響ひびく言葉でもない。

　むしろ、「引力」とでもいったほうが近いかもしれない。

　魔ま剣けん同士は引き寄せ合う──才森の言葉が蘇よみがえる。

　いまの吏玖には、その引力に従うのが、ごく自然なことに思えるのだった。

《夜来たる》は、何もしていないと言った。

　それは噓うそではないのかもしれない。

　故意に吏玖を操あやつろうとしているわけではないのかも──。

　だが、魔剣が抱いだく戦いへの欲よつ求きゆうが、遣つかい手に感かん染せんするのだとしたら。

　もしかすると《夜来たる》は、自覚のないまま、吏玖を自分にとって都合のいい遣い手へと変化させつつあるのでは？

　その疑いを振り払はらうことは難しかった。

（殺すなよ、《夜来たる》）

　吏玖は念を押した。

（相手の剣けんを折るのはいい。折らせてやる。だけど、遣い手を殺すのは、絶対にだめだ）

〝くどいわよ、リク〟

　むっとしたように魔剣は言った。

〝リクこそ、私の邪じや魔まをしないでよ。私の仕事は、相手を折ることだけ〟

（わかってるならいい）

〝わかってるってば！　あ～、もう！　人間って本当に面めん倒どうな生きものよね。さあ、余計なことは考えないで──あれが、私たちの相手よ〟




　そこは、繁華街のはずれにある雑居ビルだった。

　非常階段を登りきった屋上。

　貯水槽そうや空調の室外機に囲まれたスペースに、吏り玖くは慎しん重ちように足を踏ふみ入れた。

　錆さび付いた金属のダクトに、見知らぬ男が腰こし掛かけていた。

「やっとかよ。待ちくたびれたぜ」

　男は吏玖の顔を見て、唇くちびるをひん曲げた。

「なんだ、ガキじゃねえか」

　若い男だった。吏玖よりは年上、見た感じは二十歳はたち前後。革かわジャンにジーンズのラフな格好で、髪かみを薄うすく脱だつ色しよくしていた。

「おう、ご苦労さん。剣、置いて帰れや」

　ヤンキーがカツアゲするときの口調で、男は言った。

「え？」

「エ？じゃねえよ。剣持ってんだろおまえ。さっさと出せよ」

「……何言ってんスか？」

　思っていたよりも怒おこった声が出た。

「あ？　なんだコラ。ヤんのか？」

　男は凄すごんでから、不意に歯を剝むいて笑った。

「まー、そーだろーな。ヤるよな。悪わりィ悪ィ。そーでなきゃツマンネーや」

「は？」

「お、ムカついちゃった？　じゃあちょうどいい。抜ぬけよ」

　暴力を振るうことに慣れた人間の気安さで、男は言った。

「ほら、おまえの魔剣、見せろや。殺し合いに来たんだろ、ここに。早くしろよ」

〝ほら、リク！　早くしろって言われてるよ！　グズグズしないで！〟

《夜来たる》の声は戦いへの期待に満ちていた。

（おまえまで……ったく）

　吏玖は手のひらから、《夜来たる》を抜ばつ刀とうする。

〝よーし、折るぞー！　折っちゃうぞー！　うふふふふ〟

「お、キレーじゃねーか。なんて名前だ？」

「……《夜来たる》」

「イイね、イイね。そのセンス、嫌きらいじゃねーぞ」

　まったく嬉うれしくない褒ほめ言葉を吐はいて、男はダクトから下りた。

「それじゃ、俺のも紹しよう介かいするぜ」

　男は両手を握にぎり、その拳こぶしを身体からだの前で触ふれ合わせ、左右に開いた。

　拳の間に、まっすぐな棒状の物体が現れる。

　剣ではなかった。

　棒の末まつ端たんにあるのは、鋭するどい金属の穂ほ先さき。

　それは全長二メートルほどの、短槍スピアだった。

　穂先は赤く、不規則な黒い縞しま模も様ようが走っている。

　──剣以外の形もあるのか！

　驚おどろく吏玖に笑いかけて、男は手慣れた動作で槍やりをくるくると回す。

　その背後に、黒と赤に燃え上がる、巨きよ大だいな肉にく食しよく獣じゆうの顎あぎとのようなヴィジョンが浮うかび上がった。

「こいつの名は、《虎よ、虎よTiger-Tiger》っつんだ」

　ぴたりと穂先が吏玖の方を向く。

「さあ、来いよ。喰くってやるぜ」




　ガラの悪い槍やり遣つかいの構えは、およそ洗練されているとは言えなかった。

　しっかりした訓練を受けたことを物語る、才さい森もりの構えを見たあとでは、なおさらそれが際きわだっていた。

　しかし、祖父母宅で襲おそってきたあの男ともまた違ちがう。

　完全に魔ま剣けんに操あやつられたあの男の動きには、自分を守ろうとする意思が見受けられなかった。ただ、純じゆん粋すいな殺意があるだけだった。

　この槍遣いからも、殺意は痛いほど伝わってくる。

　魔剣だけ折って、それで済まそう、というような消極的な態度は微み塵じんもない。

　暴力を振ふるうことに慣れ、暴力で他人を虐しいたげることに慣れているのを、隠かくそうともしていなかった。

　我が流りゆうだろうが──手て強ごわそうだ。

（タチの悪いチンピラかヤクザが、魔剣を拾ったのかな）

〝なによそれ？〟

（説明が難しいな。暴力で人を脅おどそうとする連中だよ）

〝それいいわね！　目的に最適化してる。遣つかい手としては便利そうじゃない〟

（……おい）

〝なによ？〟

（……いや、いい）

　人間社会の善悪を魔剣に説いて聞かせても始まるまい。

　どのみち、悠ゆう長ちように脳内会議をしている状じよう況きようではなかった。

　吏り玖くは《夜来たる》を中段に構えて、ゆっくりと足を踏ふみ出した。

「オラッ」

　途と端たんに、相手が突つきかかってきた。

　狙ねらいは、まさにその踏み出した足だった。

　穂先が足の甲こうを貫つらぬき通す直前で、かろうじて足を踏み換かえる。

　槍はそこから急に角度を変え、コンクリの地面に火花を散らして、吏玖の股こ間かんへと跳はね上がってきた。

　重心を移動したばかりの吏玖はこれ以上動けない。かわされることも計算しての連係攻こう撃げきに違いなかった。

　吏玖は反射的に、垂直に飛び跳ねた。不安定な体勢からの跳ちよう躍やくにもかかわらず、一メートルはジャンプしただろうか。真下から迫せまり来る槍の穂先を、吏玖は必死で防ごうとする。

　赤と黒に彩いろどられた穂先を、《夜来たる》の刃やいばが真っ向から打つ。鋼はがねと鋼がぶつかり合う音。槍の軌き道どうが逸それ、股間すれすれに穂先が通り過ぎていく。

　吏玖は跳躍した体勢からダクトの上に着地し、次の攻撃が来る前に後ろへ下りた。

　空調の室外機を挟はさんで間合いを取る。

　──危なかった！

　今の一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうで、全身に冷や汗あせがどっと噴ふき出していた。

「避よけやがったなテメエ」

　槍を戻もどして、舌打ちする槍遣い。

「手間かけさせンなよ」

〝ああもう、惜おしい！　今のはもう少しでブチ折れたのに！〟

　悔くやしそうに、《夜来たる》が言う。

〝でも、いいわよ、リク。この調子。もう一度行きましょ〟

（…………）

〝どうしたの？〟

（いや……）

　吏玖は男性としての本能的な恐きよう怖ふに青ざめていた。

　もう少しで、大事なところを持って行かれるところだった。

　強化された身体能力で高く跳とべたからいいようなものの、一瞬でも遅おくれたら、あの槍は吏玖の鼠そ蹊けい部ぶを深々と切り裂さいていただろう。そうでなくとも、下腹部には重要な臓器や太い血管が多い。一いち撃げきで戦せん闘とう不能になっていたかもしれない。

　魔剣の治ち癒ゆ能力が、失われた身体からだ部位までちゃんと元通りにしてくれるのか……という疑問もあったが、たとえ完全に元の機能を取り戻すにしたって、あんなふうに去勢されるなどまっぴらゴメンだ。想像するだけで縮み上がる。

　それにしても、この男──強い。

　出足を狙っての初しよ撃げきから、間かん髪はつ容いれずの連係。

　しかも躊ちゆう躇ちよなく急所を狙ってきた。

　相当、刃は物ものでの戦闘に慣れている。

　今までの経験から言って、吏玖のような素人しろうとは、たとえ武器を持っていたとしても、そう簡単に人を斬きれるようになるわけではない。殺意をもって人を攻撃するには、「そんなことをしてはいけない」という心理的な障しよう壁へきを突とつ破ぱする必要があり、それはかなりのストレスだ。

　怨うらみや憎にくしみがあれば別かもしれないが、少なくとも、吏玖がこれまで巻き込まれたような、初対面の相手と突とつ然ぜん戦うという状況では、積極的に相手を殺す動機など持ちようがない。

　しかし、この槍遣いは違う。

　──どんだけ物ぶつ騒そうなんだよ……。

　吏玖はうんざりしながら、再び中段に構え、室外機の群れの間に足を運ぶ。

　同じ手は喰くわないように、慎しん重ちように間合いを測りながら。

「オラ、なにやってンだよ。早く来いよ」

　相手はそんなことを言いながら、面めん倒どうくさそうな顔で、おざなりな突きを二、三回入れてきた。当たる気はしなかったが、どう変化するかわかったものではない。吏玖は注意深く、これを避ける。

　──どう攻せめる？　この強力な敵を、どうやって攻こう略りやくする？

　実戦経験の量ではかなう気がしない。だが、武器のみを狙うという吏玖の基本戦略は、もしかすると有利に働いてくれるかもしれない。

　相手の魔ま剣けんは、《夜来たる》よりもはるかに長い。遣つかい手を倒たおすつもりなら懐ふところに飛び込んでいく必要があるが、幸い吏玖は、そうする理由を持たない。

　あの槍やりさえ折れば、それでいいのだ。

　となれば──吏玖のとるべき戦術は一つだ。

　相手の攻撃を誘さそったうえで、それをことごとく迎げい撃げきする。

　穂ほ先さきでも、長い柄えでも、当てれば魔剣──この場合は魔ま槍そうと言うべきか──にダメージを与あたえられる。

　あとは、《夜来たる》の仕事だ。

（そうだな、《夜来たる》？）

〝リクにしてはいい考えね。異存ないわ。それで行きましょ〟

　動かない吏玖に苛いら立だったように、槍やり遣つかいが舌打ちした。

「あー、イライラすんな。メンドくせえ。来ねーなら、こっちから行くぜ!!」

　言うが早いか、その腕うでがぶれた。

　吏玖との間にあった室外機が、変な音を立てた。

　反射的に《夜来たる》を握にぎった手首を返すと、吏玖のみぞおちの数ミリ前にまで迫せまった虎とら縞じまの穂先が狙ねらいを外れて、代わりに脇わき腹ばらを深々とえぐっていった。

　穂先は来たときと同じ速度で引かれ、後からショックがやってきた。

「ぐうっ!?」

　苦痛に身をよじりながら、吏り玖くは目を見張った。

　速い！　速すぎる！

　目にも留まらぬ一撃が、金属製の室外機をやすやすと貫つらぬいていた。

　肋ろつ骨こつの間に穿うがたれた穴がすうすうする。気持ち悪い感覚だった。

　傷は徐じよ々じよにふさがり、癒いえていくが、その間にもあふれ出る血が服を染めていく。

　頭上でくるくると《虎よ、虎よ》を回してから、槍遣いは矢や継つぎ早に攻こう撃げきを繰くり出してきた。遮しや蔽へい物などなんの役にも立たないどころか、視界の妨さまたげにしかならなかった。虎縞の魔槍は金属もコンクリートも紙のように貫かん通つうし、思いもよらない角度から吏玖を襲おそった。突つき、払はらい、叩たたきを組み合わせた連係攻撃に、吏玖はあっという間に押し込まれた。

　後退し続けた背中が、ついに貯水槽そうの側そく壁へきにぶつかった。行き止まりだ。

「ヒュゥッ」

　男の口から鋭するどい気合いが漏もれた。

　──とどめが来る。真っ正面から喉のどへの一いち撃げき。

　反はん撃げきするなら、今しかない。

《夜来たる》の刃やいばを寝ねかせ、吏玖を壁かべに縫ぬい留めるべく突き込まれた槍に刀身を合わせていく。

　半身を引きながら受け流すと、穂先は吏玖の身体を外れ、貯水槽の金属壁を貫いた。

《夜来たる》の切っ先は、槍遣いの身体にまっすぐ向けられていた。

　このまま突き込めば──殺せる。

　槍もろとも、この遣い手を滅ほろぼすことができる。

　刃が心臓を貫いて……。

　そこまで連想が閃ひらめいたところで、はっと気づいた。

　──なんだこれは!?

　僕は、相手を殺したくなんかなかったはずだ。

　それなのに──

　いま、僕の心を塗ぬりつぶすこの殺意は、いったいどこから来たんだ？

《夜来たる》？

　おまえか？

　また、おまえがやっているのか？

　槍を折らせるために、僕に人を殺させようとしているのか？

「──やめろ!!」




　一いつ瞬しゆんのことだった。

　槍遣いの肉に刃が食い込む直前で《夜来たる》は止まった。

〝何を!?〟

　驚きよう愕がくの声が脳内に響ひびき渡わたる。

〝リク、なぜ!?　なぜ止めるの!?〟

（ダメだ！　僕に殺させるな！）

〝私は何も……ああ、そんな！〟

《夜来たる》が悲鳴をあげた。

〝あと少しで！　ほんの、あと少しで、あいつを、折ってやれたのに……!!〟

「お気き遣づかいサンキュー。ヒヤヒヤしたぜ、え？」

　そう言って、槍遣いは、槍の石いし突づきを吏玖のこめかみに叩き込んできた。

　吏玖はたまらずその場に膝ひざをつく。

　手から力が抜ぬけて、《夜来たる》を取り落とす。魔ま剣けんのあげる嘆なげきの声が聞こえなくなった。

　貯水槽に空いた穴から流れ落ちた水が、足あし許もとに水たまりを作っている。

　脳を揺ゆさぶられてぐらつく視界に、槍やり遣つかいの嘲ちよう笑しようが歪ゆがんで映った。

「今まで何人もの遣つかい手を殺してきたが、素人しろうとはこの手によくかかる」

「な……に？」

「ケンカに慣れてねえ奴やつは、殴なぐるときに躊躇ためらうからよ……わざと相手の武器が当たりそうな位置に入っていくと、勝手に攻撃をやめてくれたりすんだ」

　──読まれていたのか。

　愕がく然ぜんとする吏玖をよそに、槍遣いは続ける。

「そういう奴は、たいてい見れば判わかっからな。おまえも他ほかのヘタレどもと同じってわけだ」

　槍遣いは《虎よ、虎よ》を握り直す。

「さーて、そろそろ終わりにすっか」

　その言葉とともに、魔ま槍そうの穂ほ先さきが燃えるような輝かがやきを放つ。

「期待しろよ……すっげえ痛いてえぞ。死ぬ瞬しゆん間かんまでじっくり、味わってってくれや」

　槍やりが振ふり下ろされる。吏玖は思わず目をつぶった。

　脳のう裏りに、あの男の死に様が蘇よみがえる。

　鋼はがねと鋼の打ち合う、寒々しい音が耳を打った。

　衝しよう撃げきはなかった。

「……え？」

　まだ、生きている。

　目を開けると、誰だれかの背中が見えた。

　見慣れた制服を着た、細い背中。

「才……森……？」

「だから……言っただろうが」

　吏り玖くの前に立っているのは、才さい森もり加か奈な子こだった。

　きらきらと輝く《凍いて月づき》の刃が、《虎よ、虎よ》の刺し突とつを受け止めていた。
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「ああ……？　なんだおまえ？」

　槍遣いが不ふ審しんげに言ってから、弾はじかれたように槍を引いた。

「冷てえ！　なんだそれ？　待てよ、白い霜しもの剣けん……聞いたことあるぜ。そうか、〈結社〉の女だな」

「聞いたことがあるだと？」

　才さい森もりが《凍いて月づき》を相手に突つきつける。

「なぜ貴様が知っている？　〈結社〉の名をどこで聞いた？」

「必死だな。そんなに知りてーのか？」

　頰ほおを歪める槍遣いに対して、才森は臆おくする様子もなく言葉を継ついだ。

「吐はいてもらうぞ。貴様の槍をもらうついでにな」

「ヘッ、面おも白しれェ。やってみろよ──できるもんならなァ！」

「才森……ッ」

　立ち上がろうとした途と端たん、体中に激痛が走り、吏り玖くは膝からくずおれた。戦せん闘とう中は抑よく制せいされていた苦痛が、魔剣を手放した途端に襲おそいかかってきたようだった。座り込んだまま手て探さぐりで周囲を探り、《夜来たる》の柄つかを見つけて握にぎり直す。途端に怒ど鳴なられた。

〝リク、この馬鹿！　役立たず！　何なの、邪じや魔まするどころか、私を手放すなんて──〟

（話はあとだ！　回復してくれ！）

〝この……！　あとでおぼえてなさいよ……!!〟

　治ち癒ゆのプロセスが再び働き始めると、徐じよ々じよに痛みは和やわらいでいく。しかしまだ、立って戦えるほどの回復にはほど遠い。

「才森、僕も……」

「邪魔だ！　下がってろ！」

　才森はそう言い捨てるや、滑すべるように足を踏ふみ出した。

《凍月》の切っ先が、空中に白く尾おを引いて槍遣いを襲う。

　刺突剣レイピアと短槍スピア、鋭するどく研とぎ澄すまされた二本の刃やいばが、夜気を切り裂さいてめまぐるしく交こう錯さくした。

　増強ブーストされた動体視力でも追いつかないほどの攻こう防ぼう。鋼が触ふれ、こすれ合う、耳みみ障ざわりな音が響ひびき渡わたる。二人の背後に、激しく組み打つ雪せつ狼ろうと赤黒い虎とらのヴィジョンが見えたような気がした。

　才森の技ぎ倆りようは相当なものだった。リーチを生かして思いもよらない方向から襲い来る槍の穂先や石いし突づきを次々にかわし、フェイントに目もくれず、突き、叩たたき、ときには柄を覆おおう護拳ヒルトで穂先を搦からめ捕とろうとする。

　やはり、強い。あのとき《凍月》が制せい御ぎよを失わなければ、吏玖は負けていただろう。

「やるじゃねえか」

　何合か打ち合ったあと、槍遣いは跳とび離はなれ、ボクサーのような足遣いでステップを踏んだ。

　荒あら々あらしく息をつきながらも、その顔には獰どう猛もうな笑えみが浮うかんでいる。着ている革かわジャンにもあちこち裂け目ができ、ところどころ白く霜が降りていた。

　才森にとっても、槍遣いと《虎よ、虎よ》は容易ならざる相手のようだった。

　あちこちに負った傷は、いずれもかすった程度に見えるが、魔剣を手にしているにしては治りが遅おそいのが奇き妙みようだった。

　薄うすく開いた唇くちびるから、ふう、ふうと辛つらそうな呼吸が洩もれている。

「痛いてェだろ」

　にやにやと笑う槍遣いを睨にらみ付けて、才森は何も言わない。

「確かに強つえェな、ネーチャン。〈結社〉なんぞロートルの集まりかと思ってたが、おまえみたいなのがたくさんいるなら、少しは楽しめそうだ」

「……強がりはやめておけ」

　才森は押し殺した声で言った。何かを堪こらえているように見えた。

「おまえは私に勝てない。このまま戦えば、いずれ私が勝つ。咽いん頭とうに風穴を開けられたくなければ、さっさと槍やりを捨てろ」

「おほ、怖こえェ」

　槍やり遣つかいは馬鹿にした口調で言ってから、いかにもわざとらしく、興味を抱いだいたような顔を作った。

「え、なんつったっけ？　俺が負けるって？」

「今の斬きり合いでわかったはずだ。私の実力はおまえを上回っている」

「へーえ、それが本当なら、一人くらい道連れを作んなきゃ面白くねえよな」

「だから無む駄だだと……」

「おまえじゃねえよ」

　言うやいなや、槍遣いは右みぎ腕うでを大きく引き、勢いよくスピアを投げた。

　才森ではなく──吏玖に向かって。

　刃が肉に埋うずまる柔やわらかい音が屋上に響き渡った。
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　吏玖は呆ぼう然ぜんと目の前の情景を見上げていた。

　吏玖をかばって立ちはだかった才さい森もりの背中から、刃が生えていた。

《虎よ、虎よ》の、縞しま模も様ようの穂ほ先さき。

　白いブラウスが、見る見る夜目にも赤く染まっていく。

「才森！」

　吏玖は《夜来たる》を握にぎりしめ、ふらつきながらも立ち上がった。

「おお、《虎よ、虎よ》に咬かまれて立ってる奴やつは初めてだぜ」

　槍遣いが石突きを持って引くと、才森の身体からだから《虎よ、虎よ》がずるりと抜ぬけた。才森は歯を食いしばって一言も漏もらさない。構えられたレイピアの切っ先は微び動どうだにせず、敵の眉み間けんへと向けられている。

　吏玖と才森を値ね踏ぶみするように見て、槍遣いが言った。

「刀とレイピア、ここで二本とも喰くっちまうのも楽しそうだが……ま、今日はやめとくか。一度に平らげるのは勿もつ体たいねえや」

　槍遣いは大きく飛び退すさって間合いを取り、槍を両手で握ると、拳こぶしの中から続くどこか別の場所へと槍を収納した。

「おい、日本刀ポントウのガキ」

　槍遣いが吏玖をそう呼んだ。

「そこのネーチャンはどうだか知らねえけどよ。おまえはまた俺のところに来るぜ」

　思いがけない言葉に、吏り玖くは眉まゆを寄せる。

「──どうして？」

「魔ま剣けんを手にした奴は、戦いが欲しくてたまらなくなるのさ。女を欲しがる男みたいにな。だから、おまえも、また来る──次は、折るぜ」

　にやりと笑ってそう言い残すと、槍遣いは隣となりのビルへと飛び移って消えた。

　それを確かく認にんしてから、ゆっくりと、慎しん重ちような動きで、才森は《凍いて月づき》を下ろした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか……才森」

　才森の受けた傷は、胸部にあった。魔剣を手にしている以上、治ち癒ゆ能力が働いているはずだが、まだ血が止まる様子はない。

　才森は青ざめた顔で吏玖を睨みつけた。

「ほら見ろ……結局、こうなるんだ」

　そう言って才森は、その場で昏こん倒とうした。
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「才さい森もり！」

　身体が地面にぶつかる前に、かろうじて抱だき留めることができた。

　背中に回した手が血で滑すべる。

　才森の手は、気を失ったにもかかわらず、《凍いて月づき》の柄つかをしっかりと握りしめていた。

　──魔剣を持っているのに、どうして治らない？

「才森！　才森、しっかりしろ！」

　大声で呼ぶと、わずかにまぶたが震ふるえた。

「う……」

　目が薄うすく開いて、呻うめき声があがる。

「才森！」

「早はや瀬せ……か」

「大丈夫か？」

「大丈夫ではない、な」

　才森の胸の傷からは、血が止めどなく流れ続けている。

「どうなってる？　傷が治らない」

「ああ……そのようだ。《凍月》が治そうとしてくれているが……あの槍やり、厄やつ介かいな傷を残してくれた」

「厄介？」

「ときどき、ああいうタイプの魔剣がいる。敵に刺ささってから、肉の中で瞬しゆん間かん的に結けつ晶しよう構造を発達させて、咬む。〈悪化傷アグラヴエイト〉だ。喰らうと、治癒速度が遅おそくなる……」

　才森は咳せき込んで、ぎょっとするほど大量の血を吐はいた。服の前が黒く染まる。

「お、おい……」

「……右の肺をやられた。しばらく……かかる、治るまでに」

　ヒューッと音を立てて才森が息を吸う。

「血は、もう止まると思う……《凍月》が、止血を優先していると、言ってる……。だけど、もう……意識が、もたない……」

「どうすればいい!?」

「連れん絡らくを……〈結社〉に……」

　朦もう朧ろうとした口調でそれだけ言って、才森は意識を失った。

「おい！　才森！」

　叫さけんでも、もう目を覚まさなかった。

　細いながらも息はしているので、死んではいないようだが。

「連絡って……」

　スカートのベルトに携けい帯たい電でん話わのポーチがあったので、ホックを外して取り出した。

　電源を入れてみると、当然のようにパスワードロックがかかっている。

「……だよなあ。くそ！」

　仮にも秘密結社に属しているという人間が、パスワードも設定していない携帯を持ち歩いていたら、それはそれで問題かもしれないが、才森にはもう少しゆるいセキュリティ意識の持ち主であってほしかったと思う吏り玖くである。

　今この瞬間にも、《凍月》が彼女の傷を治そうと頑がん張ばっているのであれば、いずれ意識も戻もどるのだろう。事実、出血は治まりつつあるようだ。しかし、胸から背中に貫かん通つうした痛々しい傷口はいっこうにふさがる様子がない。中が相当ひどいことになっているのかもしれない。

（おい、〈悪化傷アグラヴエイト〉とか言ってたけど、治るまでどのくらいかかるかわかるか？）

〝……さあ、知らない。見当もつかないわね〟

　そっけなく、姿も見せず、《夜来たる》が答えた。

　──どうする？

　このまま意識が戻るのを待つか？

　いや、それはまずいだろう。不確定要素が多すぎる。

　このまま夜が明けても才森が目を覚まさなかったら？

　それに、さっきの槍やり遣つかい。今日はやめておくとは言っていたが、気が変わって戻ってくるかもしれない。およそ信用できそうな男ではなかったから、才森が再起不能だとわかったら、とどめを刺しに来る可能性は充じゆう分ぶんに考えられた。それがわかっていたから、才森は刺されても痛い顔一つ見せなかったのではないだろうか。

　才森を連れて、この場を離はなれるしかない。
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　意識を失った才さい森もりに肩かたを貸して、彼女の足と《凍いて月づき》を地面に引きずりながら、門から玄げん関かんまでの何メートルかをよろよろと歩いた。

　才森を上がり框がまちに寝ねかせてから、玄関のドアを閉める。

「はあ……」

　才森の横に腰こしを下ろして、吏り玖くはため息いきをつく。

　どっと疲つかれた。

《凍月》の切っ先が、刀身を隠かくすために巻いたシャツを貫つらぬいて、玄関のタイルに深いひっかき傷を作っていた。

　背中を倒たおして横になる。

　このままここで寝てしまいたいくらいだ。

　目を閉じると、才森の浅い息づかいが、すぐそばから聞こえてくる。

　このまま……。

　ドアノブががちゃりと回った。

　はっとして飛び起きた。

「ただいまー……って、うわ!?」

　大学生にして、吏玖の同居人かつ保護者、芹せり沢ざわ墨すみ緒おが、ドアを開けた格好のまま凍こおり付いていた。

　眼鏡の奥の目を見開いて、横たわった才森と、その横で起き上がりかけた体勢の吏玖を見つめている。

　その顔が見る見る真っ赤になっていく。

「ちょ、ちょっと、吏玖くんさ、いくらなんでも玄関先で……こういうことは……」

「え、違ちがう、墨緒さん、これは」

　慌あわてふためく吏玖と墨緒の横で、才森が意識のないまま咳せき込んで、少し血を吐はいた。

「えっ!?　具合悪いのこの子？」

「え、あ、うん、そう」

　墨緒はかがみ込んで、才森の意識がないことに気づいたようだった。

「こんなとこに寝かせてちゃだめでしょ。早く中に……なにこれ？」

　止める間もなく、墨緒は《凍月》に巻き付けたシャツを剝はぎ取った。

《凍月》の真っ白な刀身が、玄関の白熱灯の下もとにさらけ出される。

　意識を失った少女。

　その手に握にぎられた真っ白なレイピア。

　玄関マットを汚よごす、どす黒い血。

「……説明してもらうよ、吏玖くん」

　平板な声で、墨緒が言った。

　吏玖が久しぶりに見る、優しくないときの墨緒だった。




　芹沢墨緒は、二二歳の大学四年生だ。吏玖とは六つ離れていることになる。

　他ほかに身寄りのない吏玖にとって、今や唯ゆい一いつの血けつ縁えん者だ。

　といっても、姓せいが違うことからもわかるように、血のつながりはごく薄うすい。

　吏玖の身元を引き受けてくれたのも、生前の祖父から、何かあったら吏玖の面めん倒どうを見てやってくれと頼たのまれていたのがきっかけだという。

　墨緒が一いつ軒けん家やに独り暮らしというのも大きかった。

　正直なところを言うと、吏玖も年とし頃ごろの男子である。

　妙みよう齢れいの女性と一つ屋根の下というシチュエーションが降って湧わいて、何も思わなかったわけではない。

　ただ、吏玖にとってはまず、墨緒は年の離れた姉のような存在だった。

　幼いころから、墨緒は兄弟姉妹のいない吏玖の貴重な遊び相手だったし、勉強を見てもらったことも数知れない。

　彼女に対して抱いだいている親密な感情は、どちらかというと、家族へのそれに近かった。




　客間に布ふ団とんを敷しいて才森を寝かせたあと、吏玖は墨緒に今までの経緯いきさつを説明することになった。

　説明というより、あらいざらい白状する、と表現した方が正確かもしれない。

　祖父母宅で見つけた、不思議な刀のこと。

　刀が人格を持ち、吏玖の目にしか見えない少女の姿で現れたこと。

　その日のうちに襲おそってきた男のこと。

　殺してしまったと思った男が弾はじけて消えたというくだりにさしかかると、墨緒は眉まゆをひそめたが、何も言わなかった。

　ダイニングの椅い子すの上で片かた膝ひざを立てて、墨緒は吏玖の話に耳を傾かたむけていた。

　彼女はほとんど口を挟はさまなかった。

　ときどき相あい槌づちを打つか、口ごもった吏玖に話の続きを促うながすだけだった。

　質しつ問もん攻ぜめを覚かく悟ごしていたぶん、意外ではあったものの、自分のペースで話せるのはありがたかった。

　才さい森もりが、魔ま剣けんの回収を目的に、吏玖の学校へ転校してきたこと。

　その申し出を拒こばんだこと。

　そして、魔剣の呼び声に導かれて出かけ、殺されそうになったこと。

　才森が身を挺ていして吏玖をかばったことを、吏玖は話した。

「──それで、なんとか家まで連れてきた。ほかに安全な場所は思いつかなかったし……墨緒さんも最近帰りが遅おそいから、まだ帰ってきてないと思って」

「…………」

　墨すみ緒おはしばらく押し黙だまっていた。

　目を閉じたまま、長い髪かみに指を通して、頭をがりがり搔かく。

　卒論の進行が滞とどこおっているときに、彼女がその仕草をするのを、吏り玖くは見たことがあった。

「……どうして、彼女の申し出を断ったの？」

　墨緒が口を開いた。

「刀を渡わたせば、巻き込まれたトラブルから逃のがれられたんじゃない？」

「それは、そうなんだけど、なんていうか……裏切る気がした」

「裏切る？」

「うーん……たとえばほら……捨て猫ねこと目が合っちゃって、嬉うれしそうに鳴きながらついてきたら、見捨てられない……みたいな、そんな感じ？」

「目が合っちゃったの？」

「概がい念ねん的に」

「概念的にねェ……」

　墨緒はしばらく黙っていたが、不意に顔を上げた。

「見せて」

「え？」

「君の魔剣を、見せてちょうだい」

　吏玖は立ち上がって、テーブルから離はなれた。

　左の手のひらに右の拳こぶしを当てて、そっと引く。

　夜の色をした刃やいばが、その姿を現す。

　墨緒がはっと息を吞のんだ。その目が驚きよう愕がくに見開かれている。

　吏玖は刃の向く先に気をつけながら、テーブルの上に《夜来たる》をそっと置いた。

　ダイニングの日常的な風景の中に魔剣があるのは、なんだか変な感じだった。

　墨緒は眼鏡をかけ直して、テーブルの上にかがみ込んだ。

「なんて……不思議な色」

　墨緒が手を伸のばしかけて、ためらう。

「触さわっても？」

　一いつ瞬しゆん、吏玖は拒きよ否ひ感かんを覚えた。自分の弱点を人目にさらしているような、落ち着かない感覚があった。

「すごくよく斬きれるから、気をつけて」

　墨緒は頷うなずいて、両手でそっと柄つかを握にぎった。

　慎しん重ちように持ち上げ、切っ先を天てん井じように向けると、目を近づけて、仔し細さいに観察を始めた。

「こんなもの、見たことがない……」

　呟つぶやくように、墨緒が言った。

「夜空を……切り取ったみたい」

　他人にもそう見えるのか、と吏玖は少し驚おどろく。何もかも幻げん覚かくではないかという疑いが、まだどこかに残っていたらしい。

　ほどなく墨緒はぎゅっと目をつむり、息を吐はくと、刀をテーブルに戻もどした。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　様子が心配になって、吏玖は訊たずねる。

「怖こわい刀。見ていると吸い込まれそう」

　墨緒はそう言って、吏玖に向き直った。

「こんなの見ちゃったら、君の言うこと、信じるしかないわね」

「信じてくれるの!?」

「信じてほしくないの？」

「いや……もっと、説得に苦労するかと思ってたから」

「あのねえ……」

　墨緒は卓たく上じようの魔剣を指さした。

「だってこれ、どう見ても、この世のものじゃないもの」

「そ、そう？」

「こんな色をした金属があるわけないじゃない。百年くらい未来から持ってきた未知の素材だって言われても信じるかも。才さい森もりさんだっけ？　あの子の持ってた剣けんもかなり不思議だったけど、これは……」

　墨緒は《夜来たる》にもう一度目を走らせて、かすかに身み震ぶるいした。

「じゃあ、ほかの話は？」

「ほかの話？」

　墨緒が吏玖の顔に目を戻した。

「ほら、魔ま術じゆつとか、結社がどうとか……」

「ああ……そうね、魔術や呪じゆ術じゆつを信じてる人はこの現代にもたくさんいるし、秘密結社だってあるでしょう。実際に効き目があるかどうかは別問題だけど」

「順応早いね。僕は当事者なのに、幻覚じゃないって確信するまでかなり時間がかかった」

「私は当事者じゃなかったから、無責任に受け容いれられたのよ。魔ま剣けん云うん々ぬんがぜんぶ何かの間ま違ちがいだったとしても、ひどい刺さし傷を負った女の子が我が家の玄げん関かんでぶっ倒たおれてたことは紛まぎれもない事実だし……それに──」

　墨緒は何か言おうとして、ためらったように言葉を切る。

「？」

「……私、この刀、知ってる」

「え!?」

「知ってるっていっても、別に見たことがあるわけじゃないんだけど……なんか、既き視し感かんがあるのよね」

「どこで？」

「それが、どこだったか……」

　墨すみ緒おは額に手を当てて考え込んだ。

「……早はや瀬せ先生のところかも」

「おじいちゃんの？」

「私が、おじいちゃんの生徒だったのは知ってるよね」

「うん」

　墨緒は、吏り玖くの遠い親しん戚せきであるが、祖父俊とし男おの教え子でもあった。

　民みん俗ぞく学の研究者だった早はや瀬せ俊とし男おは、大学を退官してからも自宅で研究を続けていた。

　その影えい響きようか、早くから民俗学研究に興味を持った墨緒は、しばしば早瀬家を訪おとずれ、祖父の個人的な講義を聴きいていたらしいのである。

　墨緒にとっての祖父は、研究者としての人生を志すきっかけとなった、重要な人物であったようだ。

　祖父の葬そう儀ぎで声を殺して泣く墨緒を見たとき、吏玖はようやくそのことを知ったのだった。

「もしかすると、先生の持ってた文ぶん献けんの中に、何か関係がありそうなことが書いてあったのかも」

　墨緒はそう言った。

　祖父の文献は、手当たり次し第だいに箱はこ詰づめして、すべてこの家に宛あてて発送した。

　苦労して発送した何十箱もの段ボールは、今は二階の六畳じよう間まを一つ、まるまる埋うめ尽つくしている。

　葬儀のあと、墨緒を手伝って行なった発送作業を思い出して、吏玖は怯ひるんだ。

「おじいちゃんの文献……」

　紙がいかに重いかということと、紙がいかに埃ほこりを吸うかということを、嫌いやというほど学んだ貴重な体験だった。あれを掘ほり返すのは、できれば二度とやりたくない。

「そんな絶望的な顔しなくても──気持ちはわかるけどね」

　墨緒は吏玖の表情を見て笑った。

　しかし、と吏玖はふと思う。

《夜来たる》は祖父の家の蔵くらで見つかった。

　ひょっとすると、祖父は何か知っていたんじゃないだろうか？

「まあ、そっちは余よ裕ゆうができたら考えよ。当てにするには曖あい昧まいな記き憶おくだし」

　手で何かを払はらうようなジェスチャーをしながら、墨緒が言う。

「まったく、とんでもないことに巻き込まれたもんね」

「ごめん。墨緒さんに迷めい惑わくをかけたくはなかったんだけど……ほかに行く場所もなくて」

「ああ、それは気にしないで。よそに行かれたらかえってショックだったと思うし。私は君の保護者なんだから。しっかりしないと、先生に怒おこられるわ」

　そう言って墨緒は笑った。

「ただ一つ、恨うらみ言を述べさせていただきますと、ね」

「え？」

「ようやく決まった卒論のテーマが、急速に色いろ褪あせちゃったことよ！」

　がりがり頭を搔かいて墨緒が言った。

「資料集めもかなり進んでたのに！　こんな凄すごいもの見せられたら、もうどうでもよくなっちゃった！」

「えっと……それって、たいへんなの？」

　ぎろりと墨緒は吏玖を見た。

「おい、吏玖くん」

「は、はい？」

「大学行ったら、今の言葉思い出せよ」

「？」

「たいへんなの？とか無む邪じや気きに言った過去の自分をぶっ殺したくなるから」

「あ、あはは……」

「返事は？」

　墨緒の目は笑っていなかった。

「は、はい」

　吏玖は神しん妙みように頷うなずいた。




　客間のふすまをそっと開くと、才さい森もりはまだ眠ねむっていた。

　掛かけ布ぶ団とんの外に出ている右手には、《凍いて月づき》が握にぎられたままだ。

　意外と不便なもんだな、と吏玖は思った。

　気絶すると納刀もできないなんて。

　才森の寝ね顔がおを見ながら、吏玖はビルの屋上での戦いを思い起こす。

　命を助けられた。

　まさに殺されようとする吏玖の前に立ちふさがって、才森は代わりに刺さされたのだ。

　なんの義理もない人間のために、そんなことができるのか。

　自分にはできるだろうか？

　吏玖にはわからなかった。

　それとも、魔ま剣けんを回収することが、それほど重要な使命なのだろうか。

　命を投げ出すほどに？

　もしあれが致ち命めい傷しようになっていたとしたら……

　槍やりが肺ではなく、心臓を突つき刺していたとしたら。

　才森も、吏り玖くの目の前で、弾はじけて散ってしまったのだろうか。

　その画えを想像して、吏玖はあわててかぶりを振ふった。

　見方によっては、死体が残らず、血も流れない、きれいな死に方と言えるかもしれない。

　しかし吏玖にはそれが、傷口から内臓をこぼして血まみれで死んでいくよりも、ずっと恐おそろしく、忌いまわしい死に方に思えるのだった。

　あの死に方は、人が一生を終えるやり方としては、あまりにあっけなさすぎた。

　もうこの世に必要ないから、後あと腐くされなく消え去っておいてくれ、とでも言われたような、そんな──馬鹿にされた感じがした。

　魔剣の遣つかい手になった者は、ああいう死に方しかできないのだろうか。

　そう思うと、冷え冷えしたものが背中を走った。

「う……」

　才森がかすかな声をあげた。

「才森？」

「ん……。《凍月》……《凍月》は……」

「ここにある」

　吏玖は布団から出た右手に自分の手を重ねる。

「わかるか？　いまおまえが持ってるのが、《凍月》だ」

「う……早はや瀬せ、か……？」

「そうだよ」

　答えてから気づいた。才森から見ると、廊ろう下かから入ってくる明かりで、吏玖の姿は逆光になっているのだ。

　座り場所をずらして、才森に顔を見せる。

「大だい丈じよう夫ぶ、ここは安全だ」

「ここ……どこ？」

　まだ朦もう朧ろうとした声で、才森が訊きく。

「僕の家だよ。もうひとり同居人の女性がいるから、びっくりしないで。事情は話してあるから、安心していい」

「同居人の……女性？」

　才森の顔に、うっすらと微笑ほほえみが浮うかぶ。

「見かけによらないな……」

「そんなんじゃないよ」

　吏玖は苦く笑しようする。どうやらこいつも冗じよう談だんが言えるらしい。

《凍月》を握った右手の指が、ひくりと震ふるえる。

「……手の感覚がない」

「しばらく硬こう直ちよくしてたからな。感覚を回復するまで時間がかかるだろ」

「そうか……」

　才森はふうーっと息を吐はいた。

「痛いか？」

「……痛い、な。少しでも動くと、胸が……切り裂さかれるようだ」

　それだけ話す間にも、見る見る血の気が引いていくのがわかった。

「無理するな。おとなしく寝ねてろ」

　右手が少しずつ動くようになってきたらしい。柄つかを握りしめていた指がほどけて、ゆるむ。

　その手からこぼれ落ちかけた《凍月》が、白く、淡あわく、輝かがやきを放って、手のひらへと吸い込まれる。

　もう、手の中には何も残っていなかった。

「剣けんを持ったまま……運んでくれたのか。迷めい惑わくをかけたな」

「いや、それは僕の方だ。僕のせいで、才森は刺されたんだ。ごめん。悪かった」

「そうだな……そうだった」

　才さい森もりが目を閉じて言った。

「……なんてことをしてくれたんだ、早瀬？」

「ごめん」

「あの槍について、話したっけな？」

　辛つらそうな顔をしながらも、才森が続ける。

「あれは、刺ささると、肉の中で微び細さいなトゲを生やす。血液中の鉄分を利用して……つまり、錆さびを作り出す」

「錆？」

「血中の鉄分を錆さびさせて、内側から、組織をズタズタにする。錆のトゲは血管を通って一いつ瞬しゆんで広こう範はん囲いに拡ひろがる。血がたくさん通っているところを刺すほど、ダメージは大きくなる……」

「？」

　才森の話の要点がわからず、吏玖は首をかしげる。

「私が刺されたのは、肺だ。肺というのは、知ってるか、血中に酸素を取り込むための、血管でできた網あみのようなものだ。私が、何を言いたいのか、わかるか」

「ええと……？」

「それはな、早瀬、私がこうして話しているだけでも、死ぬほど痛くて苦しいし、それを我が慢まんしてまで、君にこの痛さと苦しさをぜひとも理解してほしい、ということだ！」

　そこまで言い切って、才森は咳せき込み、ものすごく苦しそうな呼吸音とともに、血の塊かたまりを吐き出した。

　吏り玖くはティッシュを取って血を拭ふき取る。

　しばらく息を整えてから、才森はまた口を開いた。

「わかったか」

「あ、ああ……よくわかったよ」

　少なくとも、才森がとても、とても怒おこっていることはよくわかった。

「そうか」

　才森はそれだけ言って、ぐったりした。

　吏玖は布ふ団とんをかけ直して立ち上がった。ここにいても興奮させるだけだ。

「おやすみ」

「ああ……早瀬、〈結社〉に、連れん絡らくを……」

　廊下に出て行こうとする吏玖の背中に、才森が声を掛かける。

「私の……携けい帯たい、で……」

　語ご尾びは小さくなって、消えた。

　また眠ねむってしまったらしい。

　吏玖は少しの間そこで立ち止まっていたが、やがてふすまを閉めて、自分の部屋に戻もどった。

　ベッドに腰こし掛かけて、《夜来たる》を抜ぬき、膝ひざの上に刀身を載のせる。

「──《夜来たる》」

　吏玖は呼びかけた。

「ちょっと、話がしたい」
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〝……何よ〟

　やや間があってから、《夜来たる》の低い声が返ってきた。

　ついで目の前に少女の姿が現れる。

　少女はむくれていた。

　これ以上ないほどぶんむくれていた。

　実体のない身体からだから、不ふ機き嫌げんさが溢あふれ出していた。

「ど、どうしたんだよ」

〝は？　どうもしないわよ。何の用だって訊きいてるのよ〟

　じと目で睨にらみ付けられて、吏り玖くはたじろぐ。

　何を怒っているのか、さっぱりわからない。

「あー、その……相談があるんだ。今後の戦い方について」

〝戦い方？〟

「遅おそかれ早かれ、あの槍やり遣つかいとはまた戦うことになると思う。放ほうっておいても、きっと向こうから襲おそってくるだろう。何か対策を考えておかないと」

〝でも、リクは、また私を止めたじゃない〟

《夜来たる》が遮さえぎった。怒いかりに満ちた声だった。

〝確実に相手を折れるときに。手を止められたら、私は戦えない。わかってんの？　ねえ？〟

「僕が手を止めたのは、あいつごと斬きってしまいそうだったからだ」

〝それが何よ。何だってのよ〟

「いや……殺さないって約束しただろ？」

〝私は別に殺す気はないし、相手の遣つかい手の生死には何の興味もない。どうでもいい！　私を遣うのはリク、あなたでしょ？　あなたが殺さなきゃいいだけの話じゃない〟

「あのとき、僕に殺させようとしただろ!?」

〝はぁ!?　何言ってんの!?〟

　火を噴ふくような勢いで《夜来たる》は叫さけぶ。

〝この鈍どん物ぶつ！　いったいどういうつもりでそんな言いがかりをつけてるの？　自分の怯きよう懦だの原因を私に押しつけるなんて、見下げ果てた奴やつね！　私が、リクにあの男を殺させようとしたって？　馬鹿馬鹿しい！　そんなことしてないってば！　責任転てん嫁かもいい加減にしなさいよ!!〟

　その言葉に、噓うそをついている気配は感じられなかった。

　吏玖は少しだけ考え直す。

　もしかすると、《夜来たる》は、遣い手の殺意を増ぞう幅ふくしていることを自覚していないのかもしれない。

　遣い手の身体能力を強化し、高速で負傷を治ち癒ゆし、そして、戦せん闘とう衝しよう動どうを──増幅する。

　そう考えると、辻つじ褄つまは合う気がした。

　それが魔ま剣けんとしての基き礎そ能力であるがゆえに、《夜来たる》自身、特に意識していないのだとしたら、いくら叱しかっても無む駄だということになる。

　とすると、自分自身で、あの殺意を抑よく制せいしなければならないのか。

　──厄やつ介かいだな。

　あの槍遣いは言っていた。

　魔剣を手にした者は、戦いが欲しくてたまらなくなる──。

　確かに、現象だけ見るとそうかもしれないが、吏玖にはやや的外れな言い方に思えた。

　なんといっても、魔剣との戦いを求めているのは吏玖ではなく、《夜来たる》なのだから。

「わかった。おまえはそんなつもりはないんだな」

〝つもりもなにも、してないってば！〟

「そうか……。なあ、《夜来たる》」

〝なによ〟

《夜来たる》が投げやりに答える。

「おまえが他ほかの魔剣を折りたいって思ってるのはよくわかってる。それがおまえの存在理由だってことも」

〝…………〟

「それは、なるべくかなえてやりたいと思う。どうせ戦わなきゃならないんなら、という前提の話だけどな」

〝……それで？〟

《夜来たる》の口調が少し和やわらいだ。吏玖は慎しん重ちように言葉を継つぐ。

「俺が恐おそれているのは、おまえが俺に殺意を植え付けたり、操あやつろうとすることだ」

〝ああもう、だから、そんなことは──〟

「してないんだろ？　それはわかった。じゃあ、できるかできないかを教えてくれ」

〝……………………できるわ〟

《夜来たる》は小さな声で答えた。

「やろうと思えば、俺の思考を操作することはできる、ということだな」

〝……やろうと思えば、よ〟

「でも、やってない？」

〝やってない〟

「よくわかった。ありがとう」

　吏玖は少し考えてから口を開いた。

「ひとつ、約束をしないか」

〝約束？〟

「おまえは俺を操ろうとしないし、敵の遣い手を殺さない。代わりに俺は、おまえに可能な限り敵の剣けんを折らせる」

《夜来たる》は胡散臭そうに顔をしかめた。

〝……私の方が、条件が多くない？〟

「だって、俺にはおまえの意思を操ることなんかできないもん」

〝まあ、そうだけど〟

「それを除けば、単純だろ？　魔剣は折るけど、人は殺さない。それだけだ」

《夜来たる》は黙だまったままうつむいていたが、やがて顔を上げて口を開いた。

〝……ひとつ、条件を付け加えさせてくれるなら〟

「なんだ？」

〝私を手放さないこと〟

《夜来たる》が、ぽつりと言った。

〝だから、こうよ──私はリクを操ろうとしないし、積極的に敵の遣つかい手を殺そうとしない。代わりにリクは、私を手放さず、可能な限り敵の魔剣を折らせる。──どう？〟

「手放さないというのは、具体的にどういうこと？」

〝私の遣い手であることをやめちゃだめ、ってこと。《凍いて月づき》の遣い手にも、他の誰だれにも、私を渡わたさないこと。リクが私を手放すとき、それは私が折られたときだけ〟

「…………」

〝どうなの？〟

「わかった。いいよ。俺はおまえを手放さない」

〝約束して〟

「約束する」

《夜来たる》は唇くちびるを嚙かんで、顔を背そむけた。

　ふたたび口を開いたときにも、目はそっぽを向いたままだった。

〝リク、私は……〟

　そう言って、言葉を切る。

「どうした？」

〝私は……怖こわいの〟

「怖い？」

〝なんで、私には記き憶おくがないんだろ？〟

「なんでって……」

〝《虎よ、虎よ》に触ふれたとき、彼とも意思の疎そ通つうがあったの。魔ま剣けん同士のコミュニケーションは、リクとの会話とは全然違ちがって、言葉では表現しようがないんだけど──あいつの考えることは、とても単純だった。他の魔剣を見つけて、折る。人の肉を刺さして、咬かむ。それだけできれば、あいつの刃じん生せいは満たされてる。悩なやみなんか、何一つないみたいだった〟

　沈しずんだ声で、《夜来たる》は言った。

「おまえとはずいぶん違うな？」

　吏り玖くの皮肉にも、《夜来たる》はわずかに口元を吊つり上げただけだった。

〝そうね、違ったわ。私に比べて、あいつはとても頭が悪い。私たちが最初に戦った魔剣を憶おぼえてる、リク？〟

「もちろん」

〝あれはもっとひどかった。遣い手の意思が邪じや魔まだったのか、傀儡くぐつにしたのはいいけど──〟

「いや、よくねえだろ！　さらっと問題発言すんなよ！」

　淡たん々たんと言う《夜来たる》に、吏玖は思わずツッコミを入れる。

〝失言だったわ。リク、私が外界を認にん識しきするには、何が必要かわかる？〟

「えー……俺かな？」

〝よくできました〟

　ぱち、ぱちと気のない拍はく手しゆをしてみせてから、《夜来たる》は続けた。

〝そう、その通りよ。私は遣い手であるリクを通じて外界を認識してる。どういう仕組みかは知らない。たぶん〈結社〉とやらのほうが詳くわしいでしょうね。でも確かなことが一つ。私の知覚するものごと、私が使う言葉、それらすべての情報を、私はリクから取得してるの。私がリクと会話する際にも、文法も、語ご彙いも、リクを……データベース？　として使っているんだと思う〟

「魔剣にとっては、情報源にできるものが自分の遣い手しかないってことか。いや、待てよ？　だったら……遣い手を完全に操あやつることができたら、それこそ遣い手の持ってる情報も自由にできるんじゃないのか？」

〝無む警けい戒かいに、よくそんなことを言うわね〟

　吏玖と目を合わせないまま、《夜来たる》は少しおかしそうに言った。

〝正直なことを言うと、確かに私も、最初はそう思ったのよ。でも、最初に戦ったあいつを見ちゃったから、ちょっとね。たぶん、魔剣が遣い手を操ろうとする場合、遣い手の思考能力を極きよく端たんに低下させる必要があるんだと思う。他ほかの魔剣を探し求めるために必要な最低限の知能だけを残して、あとは抑よく制せいする。すると──〟

《夜来たる》は言葉を切った。

「すると？」

〝魔剣の知能も、低下するのよ。あの魔剣は、自分の名前すら忘れ去ってた。遣い手の思考能力を除去したことで、遣い手の知識に、アクセス？　することもできなくなったんじゃないかな〟

「遣い手の機能を絞しぼったら、データベースも使えなくなったってことか？」

〝そうそう。私は幸運だったのかも。最初にああいう、反面教師にできる同族に出で遭あえたんだから〟

　ちっとも幸運だと思っているようには見えない。

「同族の、ほかの奴やつらはどうだったんだ？　たとえば、《凍月》は？」

〝全然違った。あいつにとっては、遣い手を守ることが使命で、存在の第一目的。遣い手を操るなんて、あいつは絶対にしないでしょうね。だから、その使命に逆らって私を折ろうとしたことで、相当衝しよう撃げきを受けてた。でもそれを踏ふまえたうえで、《凍月》はまともな知能を持った魔剣であるといえるわ〟

「《虎よ、虎よ》は？」

〝知能は低いけど、遣つかい手との相あい性しようは最高。魔剣としての特性も含めてね。あいつの遣い手は、他の人間を殺すことを楽しんでるし、《虎よ、虎よ》も、人を刺すことを喜んでる〟

「特性ってのは……ええと」

　吏玖は才さい森もりが口にしていた耳慣れない言葉を求めて、記憶をほじくり返す。

「なんだっけ、〈悪化傷アグラヴエイト〉ってやつか？」

〝そう、それ。あいつはいい遣い手を見つけたことになるわね。わざわざ遣い手の意思に干かん渉しようしなくても、思うがままに振ふる舞まうことができる。あいつに迷いはない。──私は違う〟

「違う？」

〝私にも、他の魔剣を探し求めて折るという第一の目的はある。でも、なんで私は記憶がないの？　というか……なぜ、失うほどの記憶というものがあったのか、というべきかな。私の言う意味、わかる？〟

「いや……よくわからない」

　吏玖はかぶりを振った。また罵ば倒とうされるかな、と思ったが、《夜来たる》もまた、ちょうどいい説明の言葉を探すのに苦労しているようだった。

　額に手を当てて難しい顔をしている《夜来たる》の姿は、何かに悩む人間とほとんど変わらないように見えた。

〝……ねえリク、人間って、過去のことをすべて憶おぼえているものなの？〟

《夜来たる》が不意に顔を上げて、吏り玖くを見た。

　唐とう突とつな質問に戸と惑まどいながらも、吏玖は答える。

「いや、まさか。人によって記き憶おく力に差はあるけど、普ふ通つう、どんどん忘れていくよ。俺なんか小さいころのこと全然憶えてないし」

〝私もそう。見聞きしたすべてのことを記憶してはいないし、注意を払はらわなかったことに関しては、あとから思い出そうとしても曖あい昧まい。それは私の同族も、同じだと思う〟

「それがどうしたんだ？」

《夜来たる》の言いたいことが、吏玖にはまだわからない。

〝これまで複数の同族に遭あってきたけど、どいつもみんな単純な生き方に沿って動くだけだった。《凍いて月づき》でさえ、そう。どうも私たちの種族は、基本的に、人間に比べて単純な生きものみたい〟

「うん、まあ、おまえを見てて、なんとなくそんな感じはしてたけど」

〝うるっさいわね。まわりくどい嫌いや味みはやめなさいよ！〟

《夜来たる》はぴしゃりと言った。

〝ああ、もう！　つまりね、リク。魔ま剣けんというのは、悩なやまないし、過去のこともたいして気にしないし、戦えればそれでいい、という種族なのよ。なのに、私はどうも、そうじゃない──〟

「ああ、なんとなくわかってきた。つまり……記憶喪失するような、たいそうな記憶があった、ということ自体が普通じゃないってことか」

〝そうそうそう！　それよ！〟

《夜来たる》の指がびしっと突つきつけられる。

「確か《凍月》は、おまえの中に何かがあると言ってたな」

〝うん。《凍月》はとても強く、自分を……コントロールしてた。それなのに、一時的にせよ、その抑制を破は棄きさせるほどの何かが、私の失われた記憶の中にあった。それが私を怯おびえさせてるの〟

《夜来たる》はそう言って、自分の腕うでをぎゅっと抱だきしめた。

〝リク、私は……怖こわい。怖いの。あの暗くら闇やみの中で、リクは私を見み出いだし、私はリクを見出した。何が何だかわからないまま目覚めて、攻こう撃げきを受けて、やるべきことをやった。それは、リクも私も、同じだったと思う〟

「うん」

〝私の中に、何か奇き妙みようなものがある。私の知らないものが。同族と接せつ触しよくすれば、それが何なのか、少しはわかるようになるかと思った。でも、わからなかった。自分が異質な存在だという事実が明らかになっただけ。私は、私がなんなのか、ちっともわからないまま〟

　言葉が見つからず、吏玖は黙だまっていた。

〝……リクが私を信しん頼らいしきれていないことは、知ってるわ〟

　不意を突くように、《夜来たる》がそう言った。

「え？　いや……」

〝取り繕つくろわないで。私はリクの魔剣だから、嫌いやでもわかる。私に語りかけてくること以外、リクの思考は読めないけど、私だって馬鹿じゃないのよ〟

「……そりゃ、おまえに全ぜん幅ぷくの信頼を置いているとは正直言えないけどさ」

　しぶしぶ、吏玖は認めた。

〝あのね、リク……私も、眠ねむることができればいいと思うのよ〟

《夜来たる》が、ぽつりと言った。

「おまえ、眠らないの？」

〝うん。何も考えてないことはあるけど、人間のような睡すい眠みんは必要ないみたい〟

「そいつは便利だね」

　吏玖は軽い気持ちでそう言ったが、答えは返ってこなかった。

　ややあって、《夜来たる》がふたたび話し始めたとき、その声は震ふるえていた。

〝リクが寝ねてるとき、私はひとりで取り残される。暗闇の中、ひとりでいると、ときどき、リクの無意識の淵ふちから、意識のかけらがこぼれてくることがあるの〟

「意識のかけら？」

　寝ね言ごとみたいなものだろうか。

〝私には意味がわからない、感情の断だん片ぺん、思考の切れ端はし──そこに私への恐おそれや苛いら立だちが入り混じっているとき、私は恐きよう怖ふに震えるのよ〟

「そりゃ悪かったね」

　若じやつ干かんの気まずさを覚えながら、吏玖は言った。

「でも、夢や寝言にまで責任は持てないよ。聞き流してくれると──」

〝だって、怖いのよ！　捨てられるんじゃないかって!!〟

　それは絶ぜつ叫きようだった。

　蒼みを帯びた鋼はがね色の瞳ひとみが、涙なみだの中で揺ゆらいでいた。

〝リクは私に意思を乗っ取られることを怖がってるけど、私だってすごく怖いの。だって、主導権を握にぎっているのはリクなんだから〟

「主導権って？」

〝リクが、本当に私のことを恐れるなら、私を、す……捨ててしまえばいい！　リクにはその選せん択たく肢しがあるのよ！　常に！　そうすれば、リクは私から解放される！　あとのことは何も心配しなくていい！　そうでしょ!?〟

　血を吐はくように言い切った。

　自分の言葉に傷ついたのか、大おお粒つぶの涙がぽろぽろとこぼれて、頰ほおを伝う。

　染しみひとつ残さない架か空くうの涙が、音もなく床ゆかを打つ。

〝私は、それをいつも恐れてるの。リクが私を手放すんじゃないか、捨てられるんじゃないかって。だって、手放されたら、私は……ほんとうに、何者でもなくなってしまう〟

「…………」

〝……でも、リクは手放さないと約束してくれた〟

「うん」

　吏り玖くは頷うなずく。

〝信じていいんだよね、リク〟

「ああ」

　吏玖はもう一度頷いた。

「いいよ」

〝本当に？〟

「ああ、本当だよ」

〝本当の本当に？〟

「だから、本当だってば！」

〝……信じちゃうよ？〟

　おずおずと目を合わせてくる《夜来たる》に、吏玖は笑いかけた。

「ああ。おまえは俺の魔ま剣けんだ、《夜来たる》」
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〝あなたは私の遣つかい手よ、リク〟

　と、そのとき──

　吏玖は、不意に目め眩まいのような感覚に襲おそわれた。

　少女の瞳の中でうつろう夜の色が、視界いっぱいに拡ひろがった。

　──なんだ!?

　夜の中に、吸い込まれる。

　落ちていく。

　気がついたときには、吏玖は、きらめく星空の中を一直線に落下していた。

　手足を振ふり回したつもりが、身体からだはなかった。

　意識だけが風を切って落ちていく。

　パニックがわき上がってくる。

　存在しない口を開いて、叫さけぼうとしたとき──

　夜を突つき抜ぬけた。

　目の前に、まったく別の情景が拡がっていた。

　見み渡わたす限り、黄おう褐かつ色しよくの大地だ。

　ところどころに色いろ褪あせた緑の灌かん木ぼくがある以外は、乾かわいた土の色で占しめられている。

　吹ふき付ける風は砂すな埃ぼこりでざらついていた。

　その大地の向こうで、たくさんの人ひと影かげが動いていた。

　風に乗って聞こえてくるのは、悲鳴、喚かん声せい、そして金属の打ち合う音。

　それは戦いくさの音だった。

　いつの時代、どこの国のものだろう。鎧よろい兜かぶとに身を包み、戈ほこを持った兵士たちが、集落を襲っている。

　火が放たれた家々から、幾いく筋すじもの煙けむりが青空に立ち上っていた。

　集落の中心にあるひときわ大きな建物を、多くの兵士が取り囲んでいる。

　兵士たちは、正面の分厚い扉とびらを破ろうと、太い丸太の先を金属で補強した破は城じよう鎚ついを叩たたきつけていた。

　扉はやがて持ちこたえられなくなり、ついに破られた。

　破城鎚を投げ出し、武器を抜いた兵士たちが、一いつ斉せいに扉の中へと押し寄せていく。

　そこまで見たとき、まるでコードを巻き取るように、吏玖の意識は元来た方へと戻もどっていった。

　ふたたび夜の中を猛もうスピードで突き抜けて──

「……うわっ」

　遅おくればせながらの声をあげてから、膝ひざの上の刀身を見つめている自分に気づいた。

　思わずあたりにきょろきょろと目を走らせる。

　元通り、自分の部屋の、ベッドの上に座っていた。

「な、なんだ……今の」

〝私も見た〟

《夜来たる》が言った。その顔も驚きよう愕がくに彩いろどられていた。

〝これは……私の中の、記き憶おく？〟

「何か思い出したのか？」

〝ううん、全然……でも、少なくとも、リクの記憶じゃないでしょ〟

「まあ……たぶん」

　ふたりはしばらく呆ぼう然ぜんと顔を見合わせていた。

　──いま、何を見たんだ？

　何がどうなって、あんな幻げん視しを？

〝……何が何だか、さっぱりわかんないわね〟

　ふたりの気持ちを、《夜来たる》が代弁した。

「うん……いや、もしかすると……記憶が戻ってくる前兆かも？」

〝だからって、なんでリクまでそれを見るの？〟

「それは……おまえの遣い手だからかな」

〝そう……なのかな〟

「うーん、でもほら、ふたりとも知らないなら、考えてもしょうがないよ」

　ショックから徐じよ々じよに回復して、吏り玖くは言った。

「どっちみち、僕たちは何も知らないんだから。才さい森もりに訊きけば、なにかわかるかな」

　理解を超こえた体験の衝しよう撃げきを振り払はらうようにかぶりを振って、ベッドから立ち上がる。

　少し頭を冷やしたかった。

《夜来たる》を納刀しようと、切っ先を左の手のひらに近づけて、ふと疑問が浮うかんだ。

「そういやさ」

〝ん？〟

「どうして最初から言わなかったんだ？」

〝何がよ？〟

「何が何だかわからなくて怖こわいんですって」

〝…………！〟

　みるみる《夜来たる》の顔が赤く染まっていく。

「憎にくまれ口ばっかり叩かないで、素す直なおにそう言ってくれれば、こっちだって、ああ、こいつも心細いんだなってわかっただろうに」

〝あ……あのねえ……！〟

　握にぎりしめた拳こぶしをふるふると震ふるわせながら、《夜来たる》は吏玖を睨にらみ付ける。

　どういうわけか、ひどく憤ふん慨がいしているように見えた。

「なんだよ」

〝……言えるわけないじゃない、そんなこと！〟

《夜来たる》は叩きつけるように言って、ふいっと姿を消した。




　　　　２．




　ダイニングに入っていくと、テーブルに向かって本を読んでいた墨すみ緒おが顔を上げた。

「どうだった、あの子？」

「え？　ああ……ちょっと目を覚ましたけど、今は寝ねてる」

「そう。親おや御ごさんか保護者に連れん絡らくするべきだけど、そのへんどうなのかな」

「あ……わかんない。〈結社〉に連絡してくれって、気絶する前に言ってたけど、携けい帯たいロックされてたからな……」

　テーブルの上には、さっきまではなかった本が何冊も積み上げられていた。

『東アジアにおける製鉄集団』

『紀元前の鍛冶かじについて』

『鉄と呪じゆ術じゆつ』……。

「何、この本？」

「んー？　君たちの魔ま剣けんなる代しろ物ものについて、何か手がかりがないかと思ってね」

「そんなこと、本に載のってるの？」

「たいていの重要な秘密は、公開情報の中に隠かくされてるのよ」

　墨緒は手に持った本を振ふって言った。

「それに、これ……先生の本だから」

「おじいちゃんの？」

「そ。さっき上に行って、手近な箱開けて、何冊か取ってきたんだけど……それでもわりとピンポイントな文ぶん献けんが見つかったから、ちょっとびっくり」

「やっぱりおじいちゃん、なんか知ってたのかな」

「さあ、どうかしらね」

　墨緒は本をぱたりと閉じて、テーブルの上に戻もどした。

　両手を組んで持ち上げて、伸のびをする。

「んん～っ……ふう。ああ、疲つかれた」

「ごめんね、変なことに巻き込んで」

「まったくだよー、もう」

　そう言いつつも、墨緒の声は笑っていた。

　目の下に多少クマができてはいたが。

「すまないと思うなら、お茶淹いれて、お茶」

「はいはい。何茶？」

「緑茶。濃こい～のをお願い」

「了りよう解かい」

　吏り玖くは電気ポットから急きゆう須すにお湯を移し、二つのマグカップに濃い緑茶を注いだ。

「はい」

「ありがと」

　墨緒はマグカップを両手で受け取って、口元に近づけた。

　息を吹ふきかけてから、少しだけカップを傾かたむける。

「ふう……。こうして落ち着いて話すのも、久しぶりね」

「そういえば、そうかも」

「先生が倒たおれてから、ずっとばたばたしてたもんね」

　そうだった。

　祖父の入院。死去。葬そう儀ぎ。相続がらみの手続きも、祖父母宅の整理もやらなければいけない。それがなくても、墨緒は卒論の準備で大おお忙いそがしだ。

　だから、こんなふうに顔を合わせるのは、確かに久しぶりだった。

「これから、どうするの？」

「うん……刀と話したんだけど……」

　口ごもった吏玖を、墨緒が促うながす。

「それで？」

「僕、《夜来たる》と一いつ緒しよにいることにした」

「その刀を手放す気はないってこと？」

「うん。約束したんだ」

「約束？」

「ひとりにしないって」

「ひとりに……」

　墨緒はしばらく吏玖の顔をじっと見ていた。

「何？」

「……ううん」

　墨緒は首を振る。

「でも、その刀と一緒にいるってことは……。《夜来たる》は他ほかの刀と戦いたがってるんでしょう？　そうでなくとも、向こうから襲おそってくる可能性があるわけで」

「そうだね」

「それを、吏玖は……どうする気？」

「……戦う」

「戦う……ね。ふーむ。どうしたものかな。私、君の保護者なんだよね」

　墨すみ緒おは渋しぶい顔でお茶をすする。

「君がいじめられるとか、タバコかなんかやらかすとか、そういうトラブルがいずれあるかも……という覚かく悟ごはあったけど、さすがに日本刀で斬きり合ったり、殺人罪の疑いがかけられるような事態は予想してなかった」

「いや、そんな予想されてたらがっかりだよ！」

　思わず突つっ込んでしまう吏玖である。

「私が君の母親なら、全力で止めてるところだけど……残念ながら私は君の母親じゃないんだよね～」

　とぼけた口調で墨緒が言った。

「というか、これは止めてなんとかなる問題なのか？　このまま放ほうっておくと、君の刀を求めて、別の魔剣がやってくるんだよね？」

「うん。僕だけならいいけど、墨緒さんとか、友達が巻き込まれると困る」

「それでも、刀を手放す気はない、と？」

「……うん」

　吏玖は頷うなずいた。

「それって、つまり……身近に魔ま剣けんが現れたら、こっちから積極的にぶん殴なぐりに行く必要があるってことよね？」

「そう……なるかな？」

「そういうことになるよ、無視できない以上。それで本当にいいの？」

「うん……なんとか、やってみる」

「吏玖くん、君は、自分の言ってる意味がわかってるの？　それは殺し合いをするってことだよ」

　厳しい声で墨緒は言った。

「私は君の見通しの甘さが気になる。今夜、君は殺されかけて、あの子は君をかばって死ぬところだった。それに、先生の家でも──」

　そう言いかけて、墨緒は言葉を切った。

「……そうだね。たぶん、殺しちゃったことになるんだと思う」

　墨緒が言わなかったことを、吏玖は引き継ついだ。

「すごく非現実的な死に方だったから、正直、そういう実感はあんまりないんだけど」

「……それを、繰くり返すの？　繰り返したいの？」

「違ちがう。殺さない。必要なのは、相手の魔剣を折ることなんだ。持ってる人間は関係ない」

　吏り玖くはそう言ったが、墨緒の表情は疑わしげなままだ。

「そううまくいくのかしら。強い相手と戦ってる最さ中なかに、遣つかい手は傷つけずに武器だけ折るって、かなり難しいことなんじゃない？」

「できる……と思う」

「思う、じゃなくて、やらなきゃいけないんだよ？」

　墨緒はそう言い放った。

「はっきり言って、私は無理だと思う。それが可能だと、君は私に約束するかもしれないけど、噓うそをつくことになりたくなければ、その約束は胸にしまっておいて」

「…………」

　二の句を継げず、吏玖は唇くちびるを嚙かむ。

　墨緒の言うことはもっともだ。自分でも確信できていないのに、軽々しく約束するなと、吏玖はそう言われているのだ。

「……ひとつ不思議なのは、君が意外と動どう揺ようしていないことだね」

　少し語調を和やわらげて、墨緒が言った。

「え、そう？」

「しゃべる魔剣と出で遭あって、何回も命がけの戦いを繰り広げたんだから、もっと精神状態が危あやうくなっていてもおかしくないのに、結構神経が太いな、この子は……と思って、さっきから見てた。どこか具合悪くない？　食べ物の味がしないとか、耳鳴りがするとか、お腹なか痛いとか」

「それが、全然。かえって調子がいいくらい」

「ふーん……ストレスが身体からだに来てるってわけでもないのか」

　不思議そうな顔の墨緒である。

「いやなこと訊きくけど、責めてるわけじゃないからね。──先生の家で、襲ってきた男を殺してしまったことに、ショックはなかったの？」

　その質問を受けても、吏玖の心は意外なほどに冷静だった。

「最初はかなりショックだったけど、今思うと、あり得ないことが起こったのに順応できなかったってだけだったみたい。時間が経たったら、そういうものだ、くらいにしか思わなくなっちゃった」

「ふーむ……」

「やっぱり僕、おかしいのかな、墨緒さん。もっと後こう悔かいしたり、泣いたり、してないとヤバいのかな」

　吏玖はにわかに心細くなる。

　墨緒がかぶりを振ふった。

「そんなことはない。苦しくないのに、むりやり苦しもうとする必要なんてないよ」

「でも……」

「思いつく可能性は二つ」

　墨すみ緒おは言って、人差し指を立てる。

「一。君の刀が、君の心に影えい響きようを与あたえて、戦うことや殺すことへの拒きよ否ひ感かんを軽減している」

　二本目の指を立てて、墨緒は続ける。

「二。君はもともと、そういう素質がある人間である」

「素質って……。戦うとか、殺すことに？」

「そう。これ、別に君が冷れい酷こくな殺さつ人じん鬼きだって言ってるわけじゃないのよ。そういうふうには考えないでね。吏玖くんが優やさしい子だってことは、私がよく知ってる。だから《夜来たる》を放ほうり出すこともできないわけでしょ」

「でも……」

「大だい丈じよう夫ぶ。君はちゃんと、人の痛みを想像できるし、手の届く範はん囲いで、他人を助けようとする思いやりを持ってる。小さいころから君を見てるんだから、そのくらいわかるよ。そうじゃなくて、私が言いたいのは──君は、敵に対してはスイッチを切り替かえられる人間なんじゃないか、ってこと」

「スイッチ？」

「戦うって、誰だれにでもできることじゃないのよ」

　墨緒はそう言った。

「いきなり殴なぐりかかられたとき、殴り返すことのできる人はほんのわずか。かわしたり、逃にげ出したりできればいい方で、暴力に慣れてない普ふ通つうの人は、悲鳴すらあげられずに、その場で固まってしまうの」

　吏玖は最初の斬きり合いに至るまでの経緯いきさつを思い出す。まあ、確かに、パニックに陥おちいりながらも、なんとか攻こう撃げきをかわしたり、逃げ出したりはしていたが……。

「その点君は、とっさに対応できたわけでしょ？　そういう人は、すごく少ないけど、吏玖くんはそのうちの一人なのかも」

「うーん、自覚ないなあ」

「この期ごに及およんでそんなのんきなことを言ってる、肝きもの太さは相当なもんだと思うけど？」

　首をひねる吏玖を尻しり目めに、墨緒は席を立って、流しにお湯を沸わかしに行った。

　まだ熱が残っている電気ポットは、スイッチを入れるとすぐにボコボコと音を立て始める。

「もろもろぶん投げて、すごく個人的なことを言っちゃうと、ね──」

　吏玖に背を向けたまま、墨緒が言った。

「私、すごく面白いことに巻き込まれたと思ってるの！」

　吏玖は一いつ瞬しゆん、墨緒が何を言っているか判わからなくなった。

「……はぁ？」

「その、ね……？　私、こういうの嫌きらいじゃないからさ……もともと伝でん奇きアクションとか、ファンタジーとか、ラノベ好きなのが嵩こうじて、民みん俗ぞく学に進んだわけでー」

「え、そうなの？」

「たいへん面おも映はゆいんだけどー、そうです」

「し、知らなかった」

「それを君が知らなかったということは、取り決めを守っているということで、とても喜ばしいね」

「なんのこと？」

「もし君がこっそり私の部屋に入ったことがあれば、本ほん棚だなを見て知ってるだろうから」

「ああ……入ってない入ってない」

「たいへん結構」

　共同生活を始めるに当たって、二人はいくつかの約束事を設けていた。家事の分担や、携けい帯たい電でん話わのプラン設定などの雑事が大半だが、その中にあって重要なのが、勝手に互たがいの部屋に踏ふみ込まないということだった。

　これを言い出したのは墨緒だったが、吏り玖くにもまったく異存がなかったので、提案はつつがなく合意に達した。そのため、二階にある墨緒の部屋の中を、吏玖は一度も見たことがない。

「だからねー。しゃべる魔ま剣けんとか、それを回収する結社とか、聞いてて正直ワクワクしっぱなしなのよー」

「え……ええ？」

「だって、しょうがないじゃない……。インディアナ・ジョーンズ博士に憧あこがれて考古学者になる人だっていっぱいいるわけだし、さ」

　そう言いながらも墨緒の声は、心なしか恥はずかしそうだった。

「ま、まあそうかもしれないけど」

「だから今私の中では、二つの自分が争ってるの。君の保護者として、よき大人として振ふる舞まうべきか、それとも頭のネジを二、三本外して、ワクワクに身を任せるか。この葛かつ藤とうをいかにして克こく服ふくするのか、私!?」

「どういう反応を求められてるのか、全然わかんないよ墨緒さん」

「わかんないよねー。困った困った」

　墨緒はそう言って振り返り、流し台に寄りかかって吏玖と目を合わせた。

「私の興味はさておいて……君にどうこうしろっていう権利は、私にはない。君が魔剣同士の戦いに身を投じることを選ぶのなら、究極的には、私はそれを否定できない。それは、君が選ぶ道だから。その選せん択たくから生じるどんな結果も、どんな痛みも、君のもの」

「…………」

「ただ、知っていてほしいのは……私には、その結果を、痛みを、分かち合う覚かく悟ごがあるってこと。保護者として……というか……家族として、ね。私は、君に死んでほしくない。誰かを殺してほしくもない。でも、君が飛び込んでいこうとしている異常な世界で、独り悩なやみ苦しむようなことがあれば、私も一いつ緒しよになってそれを受け止めるよ」

「墨すみ緒おさん……」

「これが、悩めるおねーさんが今出せる、精せい一いつ杯ぱいの結論。もしくは、その先送り」

　お湯が沸いて、電気ポットのスイッチが音を立てて切れた。

「ありがとう」

　吏玖は言った。

「どういたしまして」

　にっこり笑って、墨緒が答えた。







　第八章　夜来たる
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　昼の光の下で見ると、昨晩の戦いの痕こん跡せきは明白だった。

《虎よ、虎よ》が貫つらぬいた室外機は無む惨ざんに穴だらけで、機能を停止している。

　貯水槽そうからの漏ろう水すいは止まっていたが、足あし許もとのコンクリートの上には大きな水たまりができていた。

　吏り玖くと《夜来たる》は、昨日戦ったビルの屋上をふたたび訪おとずれていた。

　朝になっても、才さい森もりはまだ眠ねむり続けていた。魔剣の高速治ち癒ゆをもってしても、《虎よ、虎よ》が残した傷が完治するまでには、少なくとも数日かかりそうだ。吏玖は才森を残して家を出て、学校に行かずに街に出たのだった。

　墨すみ緒おは今日は自主休講にすることに決めたようだった。明け方まで起きていたから無理もない。珍めずらしくドアを叩たたいても返事もしなかったので、いつもとは逆に、吏玖が朝食を作って出てきたのだった。

　条件は同じはずなのに、吏玖は妙みように元気だった。昨日、家に辿たどり着いたときにあんなに疲つかれ果てていたのが噓うそのようだ。アドレナリンが出ているせいだろうか。

「わかるか、《夜来たる》？」

　貯水槽の上で《夜来たる》は、周囲の街並みを眺ながめ回していた。

　風に髪かみがなびき、きらきらと輝かがやいている。

　少女形態には実体がないのだから、風の影えい響きようを受けるはずもないのだが、自分でそう演出しているのだろうか。

　やがて《夜来たる》は首を横に振った。

〝感知できないわね。《虎よ、虎よ》は、今のところ、私たちへの呼びかけをやめてる〟

「いつでも大だい歓かん迎げいってわけじゃないんだな」

　──魔ま剣けんが現れたら、こっちから積極的にぶん殴なぐりに行く必要がある。

　墨緒の指し摘てきは、吏玖がすべきことを的確に言い当てていた。

　確かに吏玖は、魔剣たちの争いに理り不ふ尽じんに巻き込まれ、翻ほん弄ろうされてきた。

　正体不明の敵。

　味方なのかどうなのか怪あやしい少女と、〈結社〉なる未知の集団。

　スペックも来歴も、何を考えているかも不明な、知性のある剣インテリジエンスソード。

　なにもかも、わけがわからないことばかりだ。

　吏玖がこの混乱から抜ぬけ出すためには、巻き込まれることをやめる必要があった。

　奪うばわれた主導権イニシアテイブを取り返す。

　そのために吏玖は、《虎よ、虎よ》を、自分から捜さがしに行くことにしたのだった。

　探たん索さくの出発点として決めたのは、最後に相手を見た場所、昨日のビルの屋上だ。

〝よっと〟

《夜来たる》が貯水槽から飛び降りた。着地点は水たまりの真ん中だが、水しぶきどころか波は紋もんも起こらない。

　体重を感じさせない足取りで歩み寄ってくる《夜来たる》に、吏玖は訊たずねる。

「あいつ、どうしてると思う？」

〝どっちのあいつのこと？〟

「遣つかい手の方」

〝私に訊きかないで。人間のことならリクの方が詳くわしいでしょ〟

「ま、そうか」

　あの槍やり遣つかい──何をやっている人間かは知らないが、規則正しい生活を送っているタイプとは思えない。

　現在時刻は朝の一〇時。もしかすると、まだ寝ねているんじゃないだろうか。

「びっくりさせてやりたいな。こっちから、あいつを呼ぶことはできる？」

〝そのあいつは、《虎よ、虎よ》の方？〟

「そうそう」

〝できると思う。やってみようか？〟

「頼たのむ」

《夜来たる》は空を見上げて、すうっと息を吸うような動作をした。

　少し間があり──

　それから、聞こえ始めた。

《夜来たる》の呼び声が。

　音ではない。声でもない。

　耳に聞こえる、何かではない。

　しかし吏玖は、それを──歌、だと思った。

　魔剣の存在そのものが、世界に波紋を拡ひろげていくような。

　吏玖の魂たましいにびりびり来るそれは、確かに歌だった。

　向こうを向いた少女の背中に、吏玖はそっと言葉をかける。
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「──おまえ、そういうふうに歌うんだな」

〝えへへ〟

《夜来たる》はちらりと振ふり返り、なぜか、照れたように笑った。

　形のない歌が、街並みの上を越こえて、遠くへ、さらに遠くへと伝わっていく。

　私はここだ。

　ここにいるぞ。

　それは魔ま剣けんが己おのれの存在を示す、鬨の声ウオークライだった。

　やがて……

　歌に応こたえるものがあった。

　街のどこかで、赤黒縞しまの虎とらが、ねぐらからのっそりと起き上がり、耳をそばだて、唸うなり声をあげた。

　不ふ遜そんにも、この虎に呼びかけ、戦いを挑いどむ者がいる。

　挑ちよう戦せんに応えて、虎は咆ほう哮こうする。

《夜来たる》の歌に、《虎よ、虎よ》の荒あら々あらしい歌が交こう錯さくする。

〝──応えた！〟

「ああ。俺にも聞こえた」

〝ふふふ、あいつ、怒おこってるよ、リク〟

　嬉うれしそうに、《夜来たる》が言う。

〝自分に勝てる奴やつがいるなんて思ってないのよ。ああ……あいつをブチ折ってやるのが待ちきれない〟

「遣つかい手の方の安あん眠みんも妨ぼう害がいしてるといいな」

　吏り玖くもにやりとして、そう言った。

〝あの様子だと、遣い手が眠ねむっていても叩たたき起こしてるわよ、きっと〟

　──おまえはまた、俺のところに来る。

　あの槍やり遣つかいはそう言っていた。

　そうしてやろうじゃないか、と吏玖は思う。

　おまえはこっちを、たやすい獲え物ものだと思っているんだろう。

　巻き込まれた事態に押し流され、魔剣の呼び声に引かれるまま、ふらふらと自分の前にやってくる、怯おびえた生きものだと。

　昨日まで、それは正しかった。

　だが、もう違ちがう。

　ここからは俺の手番ターンだ。

　俺の方から、おまえの牙きばを折りに行ってやる。

「行こう」

　吏玖はきびすを返し、非常階段へと歩き出す。

〝どうするの、リク？〟

「だいたいの方角はわかった。あいつらの態勢が整う前に、こっちから追い詰つめる」

　吏玖は言った。

「人ひと喰くい虎を、狩かりに行こう」
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《虎よ、虎よ》が応えた方角を目指して、吏り玖くは歩いた。

　一時間に一回程度の間かん隔かくで、《夜来たる》は呼び声を発した。

　応えが返ってくるときも、来ないときもあったが、距きよ離りは着実に縮まっていく。

　いま自分がどこにいるのか、どこへ向かっているのか──

　吏玖の頭からは、次し第だいに位置情報が抜ぬけていった。人間の決めた町名や番地は、狩りの思考を妨さまたげるノイズでしかなかった。

　二頭の獣けものが、密林の中を呼び交かわしながら、決けつ闘とうの場へと近づいていくように、魔剣とその遣い手は、コンクリートと鉄の原野フイールドを、敵の姿を求めてゆっくりと進んでいった。

　午後遅おそく。

　強きよう烈れつな西日が差す団地の階段を、吏玖は登っていた。

　遠く、小学生が遊ぶにぎやかな声が聞こえる。

　三〇分ほど前、最後に《虎よ、虎よ》が応えたのが、この近くだった。

　敵も移動しているだろうから、この場にいない可能性も高いが、いつどこで襲おそわれるか知れない。名乗りを上げて挑戦しているのはこっちなのだ。不意打ちも充じゆう分ぶんに考えられた。

「この階かな？」

〝たぶん〟

　当たりをつけて、階段から通路に出る。四階。胸の高さの手すりから、夕日に照らされた家並みが見える。

　最初はだいたいの方角しかわからなかったが、距離が縮まるにつれて、相手の位置をより詳しよう細さいに絞しぼり込めるようになった。ぼやけたカメラの焦しよう点てんを合わせるように、《虎よ、虎よ》の居場所が明らかになっていくと、《夜来たる》の緊きん張ちようもまた高まっていく。獲物を前にした猟りよう犬けんの集中力で、魔剣は虎に狙ねらいを定めていた。

　楽しんでいる──と、ふと思った。

　自分は、この状じよう況きようを、楽しんでいる。

　あんなに手て強ごわい相手と、もう一度命がけで戦うというのに、まったく気き後おくれしていない。

　どうやら俺は、と吏玖は思う。どうやら、今まで漠ばく然ぜんと抱いだいていた自分のイメージとは、まったく別の顔を持っているらしい。

　それがいいことなのか、どうなのか。

　少なくともまだ、冷静さは失っていない。

〝──ここね〟

　通路の突つき当たりのドアの前で、《夜来たる》が言った。

　表札はかかっていない。

　ここがあの槍遣いの家だろうか？

　吏玖は耳を澄すます。《夜来たる》を手にしていない状態では身体能力は増ぞう幅ふくされないが、集中すれば五感をある程度敏びん感かんにすることくらいはできる。

　ドアの向こうは静まりかえっていた。

「行ってみよう」

〝わかった、リク〟

　背後を振ふり返って、誰だれの目もないことを確かめると、吏玖は《夜来たる》を抜いた。

　夕日が刀身を薄はく暮ぼの色に染める。

《夜来たる》を素す早ばやく振り下ろすと、研とぎ澄まされた刃は先さきが、ドアとドア枠わくのわずかな隙すき間まに入り込み、錠じよう前まえのボルトを切断する。

　そのままわずかに柄つかを捻ひねるだけで、重いスチールのドアは音もなく開いた。

　切断されたボルトがこぼれ落ちるのを、吏玖は手を伸のばして受け止める。

　薄うす暗ぐらい玄げん関かんには靴くつが乱雑に散らばっている。《夜来たる》を身体からだに引きつけて構えながら、吏玖は土足で家の中へと侵しん入にゆうする。

　板張りのリビング。家具は少ない。壁かべ際ぎわには、テレビとスピーカーが床ゆかに直接置かれ、その前に敷しかれたラグの上には低いガラステーブル。卓たく上じようにあるのは、空になったビール缶かんと皿、吸い殻がらが溜たまった灰皿だ。

　部屋の片かた隅すみに台所があり、流しには食器が溜まっている。冷蔵庫の上げるかすかな唸うなり以外、耳につく音はない。

　開け放されたふすまを隔へだててもう一つ部屋があり、布ふ団とんが敷きっぱなしになっていたが、そこにも誰もいる気配はなかった。リビングの反対側には、トイレや風ふ呂ろに通じるとおぼしいドアがあったが、その向こうにも気配は感じられない。

「……いないな」

　吏玖は少し緊張を解いて、《夜来たる》を下ろした。

　こっちが近づいているのを知って、場所を移したのか？

　吏玖はぐるりと部屋を見み渡わたす。

　それにしても、なんだろうか、この──どこか荒こう涼りようとした印象は。

　生活感がないわけではないが、何かが欠けているような気がしてならなかった。

　家具が少ないことで、部屋がだだっ広く見えているせいもあるのかもしれない。しかし、あの槍やり遣つかいが、この部屋で自分の時間をどう過ごしているのかというイメージが、吏り玖くには思い描えがけなかった。

　酒を飲んで、テレビを見ているだけなのか？

　余計なお世話といえば、それまでだが。

　自分の意思を保っているように見えて、あの男もやはり、魔ま剣けんの力を振るうことに人生を捧ささげてしまっているのかもしれない。部屋の様子からは、男のそれ以外の部分を読み取ることが難しかった。

〝もう一回、呼んでみる？〟

「そうだな。そうしてくれ」

《夜来たる》はふたたび、《虎よ、虎よ》に挑ちよう戦せんの叫さけびをあげる。

　応答はすぐにあった。

　それも、ぎょっとするほど近くから。

　近いどころではなかった。

　応こたえがあったのは──この部屋の、中だった。

「人ンち土足で上がり込むなんてよォ。ちょおっとお行ぎよう儀ぎ悪いんじゃねえの？　ん？」

　血も凍こおるような一いつ瞬しゆん、背後の空間から溶とけ出すように、赤黒縞しまの魔ま槍そうとその遣つかい手が姿を現した。

　腹を狙ねらって突き出された一いち撃げきを、身を捻るようにかわす。

　いや、かわしきれない。

《夜来たる》に負けないほど薄うすく鋭するどい《虎よ、虎よ》の刃やいばは、鋸のこ歯ばで挽ひくかのようなざりざりした痛みを残しながら、吏玖の腹をかすめていった。

　痛みはすぐに激痛に変わった。

　焼けた金属を押し当てられるような感かん触しよくに、吏玖は呻うめいた。

〈悪化傷アグラヴエイト〉──才さい森もりが受けたのと、同じ傷。ビルの屋上で戦ったときとは異なり、槍遣いは、魔槍の毒どく牙がを最初から剝むき出しにして襲おそいかかってきていた。

「おお!?　また避よけやがったな」

　槍遣いの忌いま々いましげな声。

「仕留めたと思ったのによ。運のいい奴やつだ」

「……どこに隠かくれてた？」

　切っ先を相手に向けて、吏玖は間合いを取る。

　声を出すのに、唾つばを飲み込まないとならなかった。腹が焼けるようだ。傷そのものはたいしたことはない。表皮に浅く切り込んだだけだ。それなのに、この痛み。もう少し深かったらどうなっていたか。

「痛いてえだろ。顔真っ青だぜ」

　槍遣いがにやりと笑う。

「前回は見せる機会がなかったな。〈溶暗迷彩ハイド・イン・ザ・ブツシユ〉──今のがこいつの得とく意い技わざだ。遣い手もろともどこにでも隠れられる。おまえが入ってきて部屋ん中きょろきょろしてる間、笑いこらえンのがたいへんだったぜ」

　風切り音とともに、真横から穂ほ先さきが飛んできた。柄をしならせ、槍やりを棍こんのように使った一撃。鍔つば元もとで受けるが、勢いを殺しきれず、吏玖は冷蔵庫に激げき突とつする。

「ぐっ……」

〝リク〟

（平気だ）

　吏玖は冷蔵庫から身を離はなし、《夜来たる》を構え直す。

　大だい丈じよう夫ぶ。《夜来たる》に任せておけば、いずれ痛みは消える。

　怖こわいのは痛みではない。痛みが身体からだをこわばらせ、動きを阻そ害がいすることだ。

「なんだァ、その目？」

　吏玖の表情の何が気に入らなかったのか、槍遣いが不ふ機き嫌げんに顔を歪ゆがめた。

「寝ねてるとこ何度も叩たたき起こしやがって……目覚ましスヌーズか、おまえは？　あ？」

「嫌いやがらせだよ」

「ハァ？　上等だこの野や郎ろう」

　とっさにかわした後ろで、連続した異音が鳴った。

　一瞬前まで吏玖がいた空間を通り過ぎた槍が、冷蔵庫のドアを破は壊かいした音だった。

　冷蔵庫に空いた穴は、避けるのが遅おくれていれば、下腹部、みぞおち、顔面を的確に刺さし貫つらぬいていたはずの位置にあった。

　衝しよう撃げきでドアが開いて、冷蔵庫の中が見えた。

　庫内灯の白っぽい光に照らされて、いくつもの瓶びんが並んでいた。

　ピクルスやジャムを入れるときに使うような、何の変へん哲てつもないガラス瓶。

　大小様々なそれらはいずれも透とう明めいな液体で満たされ、中に何かが浮うかんでいた。

　水を吸った樹皮みたいに見えるもの。

　すっかり色いろ褪あせた珊さん瑚ごのかけらのようなもの。

　薄い茶色の藻もの塊かたまりのようなもの。

　正体不明の物体に囲まれた、ある瓶の中身が、吏玖の注意を釘くぎ付づけにした。

　見覚えのある形をした、いびつな球体。

　表面に走る毛細血管と、白はく濁だくした瞳ひとみ。後ろから細く長く伸のびる神経の束。

　それは目玉だった。

　人間の、眼球だ。
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　唐とう突とつに、それまで見ていたものが何なのかを吏り玖くは悟さとった。

　樹皮や珊瑚や藻のように見えたのは、肉にく片へんや、骨片や、頭とう髪はつが付着したままの皮ひ膚ふだった。

　よくよく見れば、他ほかの瓶にも、切り落とされた指、耳や鼻など、人体のパーツが浮かんでいた。

「なっ……なんだよこれ!?」

「見りゃわかんだろ。トロフィーだよ」

　槍やり遣つかいの口調は、さも当然と言わんばかりだ。

「と……トロフィー？」

「狩猟戦利品ハンテイングトロフイーってやつ。ハンターが撃うち殺した動物の頭とか、頭ず蓋がい骨こつを壁かべに飾かざってたりすんだろ、あれだ」

　──じゃあ、これは全部。

　生きた人間から切り取られた、パーツなのか。

　胃の腑ふからものすごい吐はき気がこみ上げて──次の瞬しゆん間かん、消えた。

《夜来たる》に、戦せん闘とうに不要な嘔おう吐と反射を妨害ブロツクされたのだ。

「なんで……」

「あ？」

「なんでこんなことを!!」

　吏玖は叫さけぶ。

　槍遣いの顔に一いつ瞬しゆん、戸と惑まどったような色が浮かんだ。

「そりゃあおめェ、魔ま剣けんの遣つかい手は、死ぬといなくなるからよ」

「あ……」

「俺がカケラでも残しておいてやれば、そこにいたってことになるだろ」

　槍遣いは、にっと笑えみを浮かべた。ほとんど友好的にさえ見える笑い方だった。

「心配すんな、おまえのトロフィーも作ってやっからよ」

　言うやいなや、凄すさまじい突つきが飛んできた。考えている余よ裕ゆうはない。《夜来たる》を持ち上げて、槍を迎むかえ撃つ。

　槍遣いは《虎よ、虎よ》を身体からだに沿ってめまぐるしく回転させて、不規則なタイミングで次々と攻こう撃げきをかけてくる。

　吏玖はそれを受け流し、かいくぐりつつ、槍を破壊する機会をうかがう。

　しかし──

　──速い！

　比ひ較かく的取り回しのいい短槍スピアとはいえ、決して広くはない屋内で、これほどの猛もう攻こうを繰くり出せる腕うで前まえは凄まじいものだった。槍をめまぐるしく振ふり回しながら、天てん井じようにも床ゆかにも傷ひとつつけないのだ。自分と槍のリーチを完かん璧ぺきに把は握あくし、コントロールできていなければ不可能な芸当だった。

（つけいる隙すきがあるなら──）

　穴を穿うがたれた冷蔵庫に、吏玖はちらりと目を走らせる。

　相手は完璧に武器の軌き道どうをコントロールしているようだが、吏玖を刺さそうとしたあのときだけ、槍が走った。

　それなら……。

　吏玖の意図を察した《夜来たる》から、訝いぶかるような問いが飛んでくる。

〝リク、本気？〟

（やるしかない。なるべく早く治してくれよ）

〝わかった〟

　吏玖に反はん撃げきの隙を与あたえまいと、相手はなおも連撃を繰り出してくる。

　そのわずかな切れ目を見計らって、吏玖は、空を切った槍が引き戻もどされようとする瞬間、穂ほ先さきの前に、柄つかから離はなした左ひだり腕うでを唐突にさらけ出した。

　穂先がぴくりと反応したかと思うと、次の瞬間、吏玖の左の手のひらを、魔ま槍そうの鋭するどい刃やいばが貫つらぬいていた。

　目の前に現れた無防備な獲え物ものを、槍は無視できなかったのだ。

「がああっ!!」

　左手が内側から爆ばく発はつしたかのような激痛に、吼ほえるような声をあげながら、吏玖は《夜来たる》を右手一本で振り下ろす。穂先を吏玖の肉の中に捕とらえられて、《虎よ、虎よ》は動きが止まっている。その柄を断たち切るべく、《夜来たる》の刃が迫せまる。

　槍やり遣つかいの反応は早かった。とっさに右脇わきを締しめて槍を固定すると、身体を右へ開くように腰こしを割った。槍は腰を中心とした大きな弧こを描えがき、切り裂さかれた吏玖の左手から血しぶきがぱっと壁かべに散る。左腕を引かれて体勢を崩くずしながらも振り下ろされた吏玖の刃は、《虎よ、虎よ》を逸それて、槍遣いの左上じよう腕わんと左太ふと腿ももへ斬きり込んで抜ぬけた。

「痛いッてえ！」

　槍遣いが喚わめいて後ろへ下がる。吏玖も追つい撃げきできない。左手は手のひらの真ん中から、中指と薬指の間まで切り裂かれ、ぼたぼた血を流している。痛みのあまり吐はきそうだった。

〝リク、いい知らせよ！〟

（なんだよ！）

〝傷口、比較的早く治せそうよ。傷周りの血の巡めぐりが良くなってるから。出血が多くてよかったわね！〟

（…………そうね）

　要するに、〈悪化傷アグラヴエイト〉をもたらす毒が、血と一いつ緒しよに流れ出していると言いたいのだろう。

　しかし、代わりに血がどんどん失われているわけで、それが本当にいいことなのかどうか、吏り玖くにはよくわからなかった。

「クッソ、痛いてえな」

　槍遣いの傷口も、徐じよ々じよに治りつつある。斬り込みが浅かった──行動不能に陥おちいるほどのダメージは与えられなかったようだ。

「少しはやるようになったみてえだな……面おも白しれえ。絶ぜッてえ、ぶッ殺してやる」

　槍遣いの額に血管が浮うかび上がった。

「……だが、ここじゃあ、後始末が面めん倒どうだ」

「なに？」

　槍遣いがにわかに身を翻ひるがえし、ベランダへと続く窓へ向かって跳ちよう躍やくした。まだ空中にいる間にその槍が風を切り、ガラスを不等辺の四辺形に切り取った。槍遣いは自分が切り取った穴をくぐり抜けてベランダにふわりと降り立ちながら、ガラス板を穂先に引っかけて、入れ替かわりに吏玖の方へと投とう擲てきした。

　吏玖は右みぎ腕うで一本で《夜来たる》を振るう。飛んできたガラス板は吏玖の前で四つに分ぶん割かつされ、背後の壁に当たって砕くだけ散った。

「逃にげるのか！」

「場所変えンのさ。ちゃんと追っかけて来いよ」

　そう言い残すと、槍遣いはひらりとベランダの外へ身を躍おどらせた。

　吏玖もひと跳とびでベランダに辿たどり着き、手すりから下を覗のぞき込んだ。四階下の道路の左右を素す早ばやく見み渡わたすと、すでに結構な距きよ離りを遠ざかっている槍遣いの姿が目に入った。

　吏玖は部屋の中を振ふり返る。フローリングに滴したたり落ちた大量の血と、散乱したガラス片へん。冷蔵庫には瓶びん詰づめにされた人体のパーツ。どこからどう見ても、凄せい惨さんな殺人現場だ。

　手すりの下に目を戻す。四階下に拡ひろがるアスファルトの地面は、とても遠くに見えた。

「ここから飛び降りて、無事で済むのか？」

〝リクならできるよ！〟

　間かん髪はつ容いれずに《夜来たる》は答えた。

〝……………………たぶん？〟

「今の間はなんだ？」

〝誰だれにでも初めてのことはあるわよ。試ためしてみよう！〟

「くそ！」

　罵ののしり声をあげつつ、吏玖は覚かく悟ごを決めて、手すりを飛び越こえた。
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　着地の衝しよう撃げきはそれなりに大きかった。一〇メートル以上の距離を飛び降りたのだから当たり前である。着地の瞬しゆん間かんくるりと回って、全身で衝撃を散らしたものの、足首から変な音はするわ、アスファルトで皮ひ膚ふをすりむくわで、もう一度やれと言われても絶対に御ご免めんこうむる体験だった。

〝リク、大だい丈じよう夫ぶ？〟

「……し、死ぬかと思った」

　道路に大の字になって、吏り玖くは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　調子に乗って、勢いで飛び降りてしまった。目の前で実例を見せられたから、自分にもできると思ったのも無理はないが、身体能力が高くなっているからといっても、肉体そのものの耐たい久きゆう力が上がったわけではない、ということを忘れかけていた。

　ようやく身体からだが動くようになって、よろよろと身を起こす。

「な……なにが〝リクならできるよ〟だよ」

〝だって、できたじゃない〟

「そういうことじゃ……ああもう、くそ。あいつはなんで平気なんだよ！」

　立ち上がった吏玖が視線を感じて振り向くと、男子小学生の集団が、目をまん丸にして吏玖を凝ぎよう視ししていた。

　──おっと、やばい。

　左手は血まみれで、まだひどく痛かったが、傷口そのものはふさがっていた。吏玖が《夜来たる》を納刀すると、小学生たちから小さな悲鳴があがった。

「絶対真似まねするなよ」

　そう言うと、コクコクと熱心な頷うなずきが返ってきた。

　吏玖は踵きびすを返し、槍やり遣つかいを追って駆かけ出す。

　腹の傷はほとんど治りかけているが、左手は、小さなトゲが無数に刺ささったような激しい疼とう痛つうが脈打っている。才森の説明が正しいなら、血液中に爆ばく発はつ的に生じた鉄分の結けつ晶しようだか錆さびだかが、組織を内側から傷つけているのだ。

「畜ちく生しよう、痛いな」

〝我が慢まんしなさいよ、それくらい。ホント、ヘタレなんだから！〟

「おまえは痛くないからいいよな！」

　吏玖の怒いかりを感じ取ったか、《夜来たる》は取り繕つくろうように言葉を継ついだ。

〝あ、リク……感じる？　感じる？　今度はあいつが私たちを呼んでる〟

「《虎よ、虎よ》か？」

〝そう。逃げ出したくせに、威い勢せいがいいわよね〟

《夜来たる》はくすくす笑った。

「《夜来たる》」

〝ん？〟

「遣つかい手の方は……」

　殺すなよ──と、念を押そうとして、やめた。

「いや、なんでもない」

〝──？〟

《夜来たる》は、約束したのだ。殺さない、と。

　自分の心の内を、あれほど包つつみ隠かくさず吐と露ろして。

　いまさらになってそんなことを言うのは、裏切りのような気がした。

〝ヘンなの。さあ、敵はすぐそこよ〟

「わかってるよ」

　吏玖は答えて、足を速めた。




　槍遣いが吏玖を導いたのは、公園だった。

　才さい森もりと戦ったときのような、公園とは名ばかりの狭せま苦くるしい空間ではない。

　背の高い木々に囲まれた、都市の中の広大な緑地である。

　その片かた隅すみの林にさしかかったところで、《虎よ、虎よ》の歌が止やんだ。

〝リク──〟

「うん」

　吏玖は《夜来たる》を抜ぬいた。

　梢こずえの葉は叢むらを透すかして、日が落ちようとしているのが見える。

　すぐに暗くなるだろう。

　芝生しばふや遊歩道の方からは、公園を散策する人々の立てる物音や声が聞こえてくるが、林の中までは目が届くまい。

　刀を手にして、慎しん重ちように木々の合間を進む。

　槍遣いがこんなところを戦いの場に選んだのは意外だった。

　部屋が狭せまいから、槍やりを存分に振ふり回せるような広い場所に行くものとばかり思っていた。

　だが、すぐに考え直す。

　あの狭い室内で槍を遣える人間が、この程度の木立を苦にするだろうか。

〝すぐそばにいるわよ〟

（ああ）

《夜来たる》に言われるまでもなく、相手がごく近い場所にいることはわかっていた。

　姿は見えないが、感じるのだ。

　木こ陰かげに隠れ潜ひそみ、必殺の一いち撃げきを加えようと待ちかまえている虎とらの気配を。

　──これが殺気というものか。

　眉み間けんがちりちりする。

　一いつ瞬しゆん後には自分が死体になって転がっているかもしれない。

　にもかかわらず、吏り玖くはさほど恐きよう怖ふを感じていなかった。

　むしろさっき、ベランダから飛び降りる前に、地面を見下ろしたときの方がよっぽど怖こわかった。動けるようになってからも、しばらく心臓がばくばくいって治まらなかったくらいだ。

　それがどういうわけか、林に踏ふみ込み、戦せん闘とう態勢に入った途と端たん、恐怖がすこんと抜け落ちた。

　──おかしいな。俺はこんなに肝きもが据すわってたっけ？

　魔ま剣けんが精神に作用しているのかもしれないが、喧けん嘩かひとつしたこともなかった自分が、こんなに大だい胆たんに行動しているのは、なんだかとても奇き妙みような気分だった。

　自分の中に、存在を知らないもう一人の自分がいるような。

　ちりちり疼うずくような感覚があった眉間に、閃せん光こうが走った。

　考える暇ひまもなく横に傾かたむけた頭の脇わきを、何かが凄すさまじい速さで通り抜けた。

　槍の穂ほ先さきだった。

　その恐おそるべき速度にもまして、吏玖を驚おどろかせたことがあった。

　槍の一撃は、吏玖の真っ正面の、何もないと思われた空間から繰くり出されたのだ。

　引き戻もどされる槍が首筋を引き斬ぎりにしようとするのを、屈かがんでかわす。

　刀を立てて素す早ばやく下がり、相手の姿を見み極きわめようとする。

　木々の作り出す影かげの中から、槍やり遣つかいが現れた。

　ひどく見づらかった。日が落ちて光量が不足しているからというだけではない。遣い手も、その手に握にぎられた魔ま槍そうも、背景になかば溶とけ込んでいるかのように輪りん郭かくが曖あい昧まいだ。

「ついてこいっつったら、ほんとについてきたな。はは。バカじゃね」

　槍遣いが獰どう猛もうに嘲あざ笑わらう。

「驚いたか？　こいつの迷めい彩さいは、こういう場所が一番効くんだ。さっきとは、ちょっと違ちがうぜ」

　言いながら動くその姿が、目の前にいるのに見定めがたい。ふたたび不意打ちされるかもしれないと予期してはいたが、これは想定外だった。最初の一撃だけではなく、常時隠おん密みつ状態から攻こう撃げきが可能とは。

　目を凝こらしていたはずが、次の瞬しゆん間かん、ふたたび敵の姿を見失っていた。

　何もない木立を呆ぼう然ぜんと見つめていることに気づいて、視線をそこから引き剝はがした直後、足に焼けた鉄棒を突つっ込まれたような感覚が生じた。

「があああ──ッ!!」

　吏玖は苦痛のあまり絶ぜつ叫きようした。視線を落とすと、右足の甲こうに《虎よ、虎よ》ががっちりと突き立ち、地面に足を縫ぬいつけていた。

　柄えを断たち切ろうと振り下ろした攻撃は空を切った。槍は素早く引き抜かれ、槍と遣つかい手は再び木立に溶け込んだ。

　よろよろと下がり、木の幹にぶつかって止まる。

「いまさら逃にげられると面めん倒どうだからな」

　どこからか声が聞こえる。位置が摑つかめない。

「こいつもまだおまえの血を味わい足りねえってよ。もう少し遊んでくれや」

　その言葉が終わらないうちに、ふたたび穂先が飛んできて、左の肩かた口ぐちを刺さした。

　骨まで響ひびく激痛を残して、槍は引き戻される。

　続く右みぎ肩かたへの攻撃はなんとかかわした。

　次は左ひだり肘ひじの内側だった。

　傷は小さいのに、驚くほど大量の血があふれ、腕うでをつたい下りていく。

　──遊ばれているのか。

　いや、それもあるかもしれないが、的確な戦い方と言わざるを得ない。

　槍そのものを攻撃されぬ用心か、さっきのように吏玖が自分の身体からだを犠ぎ牲せいにして槍の動きを封ふうじることを警けい戒かいしているのか、むやみに踏み込んでこようとしない。

　位置を悟さとられない有利な立場のまま、手数を生かして、出血と苦痛で弱らせる腹だろう。

　卑ひ怯きようと言えば卑怯、だが、刀を相手にした長物の戦術としてはこのうえなく正しかった。

　このままではじわじわと嬲なぶり殺しにあうだけだ。

　林の中はすでに暗い。

　攻撃の瞬間には見えていた槍の穂先も、もう目視できない。

　手足が急激に冷えて、感覚が落ちてきた。

〝リク、治ち癒ゆが追いつかない！　血も不足してる。これ以上手傷を受けると、意識が低下するわよ〟

（マジか。くそ！）

　思いがけない方向から間欠的に襲おそい来る槍やりを、吏玖は必死で避よけ続ける。すべてをかわすことはできない。皮一枚程度の小さな傷をあちこちに受けて、痛くないところを探すのが難しいくらいだ。

（おまえ、相手の居場所を感知できないか？）

〝遣い手の位置は私にもわからない。隠密状態の《虎よ、虎よ》を感知するのも難しいわ〟

（この暗さだと、もう見えないんだ。なんとかできないか）

〝リクの視覚は精せい一いつ杯ぱい増ぞう幅ふくしているから、これで感知できないとなると……〟

（ヤバいな。逃げるにしても、どっちに逃げればいいかもわからない）

　──これは、死ぬか？

　その考えがいよいよ頭の中で大きくなったとき、《夜来たる》が言った。

〝リクにない感覚で、私が持ってるのは、私たちが──魔ま剣けん同士が互たがいを認にん識しきする感覚ぐらいだけど。それでも、《虎よ、虎よ》が仕し掛かけてくる瞬間しか捉とらえられない〟

（それでいい！　ないよりマシだ。相手が出てきた瞬間に教えてくれ）

〝だめ。教えることはできるけど、間に合わない。攻撃を知らせたとしても、リクが私の警告を知覚して、認識して、行動に移すまでに、わずかだけど時間がかかる。相手の攻撃は、それよりも速い〟

（タイムラグがあるってことか。まいったな）

〝ひとつ可能性があるとしたら──〟

（なんだ？）

〝リクの視覚を、完全に私に預けてくれれば、直接その知覚情報を利用できると思う〟

（視覚を？）

〝そう。でも、言っとくけど、これはつまり、リクがすごく心配していたような、私がリクの身体を乗っ取るという行こう為いでもある。身体の、ごく一部ではあるけど〟

　──乗っ取る？

　そのとき、《夜来たる》の言う意味が不意にわかって、総毛立つような思いに襲われた。

　視覚を預けるということは、単に感覚情報を置き換かえるというだけではない。

　視力を上げるとか、夜目が利きくようにするとか、そういうやり方とは根本的に違ちがう。

　視覚を魔剣に委ゆだねること。

　それは、ものの見方が──世界の見方が変わるということだ。

　承しよう諾だくすれば、吏り玖くは人間の感覚ではなく、魔剣の感覚で世界を見ることになるのだろう。

　それは吏玖の、人間としての価値観を覆くつがえすかもしれない。

　それは、人間としての吏玖を、終わらせるかもしれない。

　斬きり合いに敗れて死ぬのとはまったく異なるレベルで、いまここで、こうしてものを見、こうして思考している、人間としての吏玖は、死ぬかもしれない。

　それほどの危険を冒おかすのか？

　それほどの危険を冒すほど、自分を信じるのか、と──

《夜来たる》は、そう問うているのだ。

　人間として斬り死ぬか。

　人間ではないものになるか。

　いま、ここで、どちらかを選ばなければならない。

（……構わない）

　吏玖は言った。

（やってくれ）

《夜来たる》は、無む駄だなことは言わなかった。

　何かが、視覚に入り込み──

　そして、世界は、音もなく塗ぬり替かわる。
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　──初めに感じたのは、光量の少なさだった。

　一いつ瞬しゆん、完全に真っ暗になったのかと思ったくらいだ。

　しかしこれは、暗さに目が慣れるまで時間がかかっただけだった。

　今まで夜目を増強されていたところを、魔剣としての視覚に切り替かえたことで、明るい野外から急に屋内に入ったときと同じような現象が起こったのだ。

　目はすぐに慣れたが、この視覚では、そもそも光があまり重要ではなかった。

　視界に飛び込んでくる光景は、色しき彩さいを欠いていた。

　吏り玖くの身体からだから発散される熱が、周囲をぼんやりと照らしている。地面や草木もまた、吏玖よりずっと低い温度ではあるものの、それ自体の熱で輝かがやいていた。

　皮ひ膚ふと刀身に触ふれる空気の流れと、物と物が接せつ触しよくして発生する振しん動どうを、いまの吏玖は視覚的に見ることができた。魔剣には目も耳もないから、その独自の知覚情報を、吏玖の視覚にすべてまとめてぶちこんでいるようだ。

　吏玖の周囲がもっとも情報密度が濃こく、離はなれるにしたがって薄うすくなる。遠くのことはほとんどわからない。刃やいばの届かない場所は、《夜来たる》にとって重要ではないからだろう。

　もっとも人間の感覚と異なるのは、世界に存在するあらゆるものが、「斬れる物体」と「斬れない物体」に分類されていることだった。

　より正確にいうなら、斬るための難易度という評価軸じくがあり、あらゆる物体と、物体の置かれている状態が、その軸の上に位置づけられているのだ。

　たとえば静止した木の葉は「易」の極にとても近い位置にあるが、枝から離れて舞まい落ちている途と中ちゆうの葉は「難」の極に大きく近づく。

　乾かん燥そうした木を斬るのはたやすいが、鍛きたえられた鋼はがねを斬るのはかなり難しい。

　評価軸の中心にあるのは人体であり、人の肉体の斬りやすさを基準としてすべての物事を見ていることがわかる。その人体も、皮膚、肉、骨などの構成部位によって大きく難易度は違うため、基準はあくまで全部位の平均値のようだった。

　ただし、その評価軸の上にはない、別格の対象が二つ存在した。

「自分の遣つかい手」すなわち吏玖と、「自分以外の魔ま剣けん」である。

《夜来たる》の価値体系の中で、吏玖は絶対の存在だった。魔剣は遣い手の肉体を傷つけられない。そのため、斬れる＝斬れないの評価軸上に置くことがそもそも不可能だ。

　一方、他ほかの魔剣は、まったく逆の意味で絶対的な存在だった。つまり、必ず折る。折らねばならない。折れるかどうかではなく、出で遭あったら必ず破は壊かいするのだ。それ以外の選せん択たく肢しはない。

《凍いて月づき》や《虎よ、虎よ》を折る寸前で手を止めたときに、《夜来たる》がどれだけ不満そうだったかを思い出した。

　それもそのはずだ。

　もし今の吏玖が、他の魔剣を折ることを誰だれかに邪じや魔まされたら、そいつを反射的に叩たたっ斬ってもおかしくない。それはどんな侮ぶ辱じよくよりも許し難がたい、理り不ふ尽じんな行こう為いに思えるだろう。

　──どこだ、あいつは？

《虎よ、虎よ》の居場所を突つき止めようと、吏玖はこの新しい視覚に集中する。

　──来い。俺に牙きばを突き立てろ。折ってやるから──早く来い。

　視野の端はしで動きが生じた。木々の間から、擬ぎ装そうを解いて、《虎よ、虎よ》が突き出された。その存在感！　なんという魅み力りよく的な輝きだろう！

　魔剣視点で目にする《虎よ、虎よ》は、人間のときより更さらに美しかった。人ひと喰くいの魔ま槍そうは、闇やみの中で燦さん爛らんと燃えていた。

　あれが欲しい！　喰いたい!!

　吏玖は《夜来たる》を突き出して虎とらを迎むかえ撃うつ。刃と刃が咬かみ合い、色のない世界に火花が飛び散る。その接触さえ快感だった。

《虎よ、虎よ》が飛び退すさる。吏玖は名残なごり惜おしくてたまらない。

　虎よ、もっとだ。もっと深く、深く、刃の芯しんまで届くほどに斬り込ませてくれ。

「立ってるのもやっとって感じなのに、よく受けたな、今のを」

　槍やり遣つかいの声が聞こえてきた。

「だが、もう終わりだ。遊びも飽あきた──喜べよ、死なせてやるぜ」

　嘲あざけり笑うその声も、吏玖にとってはなんの意味も持たない。そもそも遣い手に興味がない。人間は魔剣を持ち運び、運用するためのプラットフォームに過ぎない。刀掛けに挑ちよう発はつされたところで、誰が腹を立てるだろうか。

《虎よ、虎よ》はふたたび自分を迷めい彩さいし、隠おん密みつ状態に入った。

　次はとどめを刺さしに来る。今までのように間合いの外から突くのではなく、こちらの息の根を止めるために踏ふみ込んで来る。吏玖の身体も、もう限界が近い。最後のチャンスになるだろう。吏玖は全方位に向けて意識を研とぎ澄すます。

　──見えない位置で物音がした。

　後ろだ！

　背中を預けた木が一いつ瞬しゆん震ふるえたかと思うと、幹をやすやすと貫つらぬいて、《虎よ、虎よ》の穂ほ先さきが現れた。いくら鋭するどいとはいえ、一ひと抱かかえはある生なま木きを苦もなく貫かん通つうする凄すさまじさ。

　しかしこの必殺の突きを、吏玖はかわしていた。

　驚きよう愕がくの気配が伝わってくる。人間のままだったら、間ま違ちがいなく心臓を串くし刺ざしにされていただろう。だが、今の吏玖は人間ではなかった。魔剣の感覚に死角はない。背後で擬装を解いたときにその存在を感知し、木の幹に槍やり先さきが触ふれたときにはすでに回かい避ひを終わらせていたのだ。

　獲え物ものを取り逃のがした《虎よ、虎よ》に向けて、吏り玖くは《夜来たる》を振ふり下ろす。

　降りかかる夜の刃が、虎の牙を打った。

　硬かたい鋼に刃が食い込み、金属のかすかな軋きしみをあげながら、穂先の中ちゆう芯しんへと斬きり進んでいく。それはほんの一いつ瞬しゆんの出来事に過ぎない。しかし、魔槍の強きよう靭じんな結けつ晶しよう構造を、《夜来たる》の刃が次々に切断していく様が、吏玖にははっきりと感じ取れた。

《夜来たる》の刃は止まらなかった。

　容よう赦しやない斬ざん撃げきに、槍は震ふるえ、

　軋み、

　曲がり、

　そして──折れた。

　色のない炎ほのおが、ぱっと立ち上ったかに見えた。

　魔槍は折れ口からきらきらと輝かがやく光を散らしながら、真っ二つになっていた。

　切り離はなされた槍先が、くるくると宙を舞まう。

《夜来たる》の歓かん喜きの叫さけびと、《虎よ、虎よ》の声なき悲鳴が爆ばく発はつした。

　折られた魔槍から、《夜来たる》の刃やいばに力の奔ほん流りゆうが流れ込んできた。

　柄つかを伝ってきたその力は、吏玖の身体からだに流れ込み、背骨をびりびりと震わせた。

　我知らず吏玖も叫んでいた。

　これほどの快感を、吏玖は味わったことがない。

　魂たましいそのものを揺ゆさぶられるような感覚だった。

　力の奔流に身を任せて、吏玖と《夜来たる》は、ともに高らかに笑っていた。
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　誰かの泣き声が聞こえた。

　気がつくと、光は薄うすれ、ふたたび夜の闇があたりを覆おおっていた。

　折られた《虎よ、虎よ》の穂先は、どこにもなかった。

　吏玖にはわかっていた。槍はこの世から完全に消しよう滅めつしたのだ。

　槍の中に宿っていた何らかの力は、《夜来たる》に吸収された。

　飲み干しきれなかった力の残ざん滓しが空気中に漂ただよい、周囲をほのかに明るくしていたが、それも見る間に拡散し、消えていく。

　欲よつ求きゆうを満たした魔ま剣けんは、満足そうに吏り玖くの手に納まっている。

　あれほど激しかった身体の痛みが消えていることに、吏玖は気づいた。

　血を流しすぎてふらふらするし、完全に傷が癒いえているわけでもないが、《夜来たる》を通じて吸収した力のおかげか、〈悪化傷アグラヴエイト〉のダメージはほとんどなくなりかけているようだ。

　それにしても、さっきから泣き声がうるさい。

　訝いぶかしげに振り返った吏玖は、背後の木の陰かげにがっくりと膝ひざをついている槍遣いの姿を見た。

「なんてこと……なんてことをォ……」

　槍遣いは啜すすり泣いていた。

「ひでえことしやがる……くそ……くそ……俺の、俺の槍ィィ」

　のろのろと顔を上げて、ひどく哀かなしそうな目で吏玖を見た。

「なんてことしやがったんだ、この野や郎ろォ……！　あれは、俺のだったんだぞ……」

　あれほど強気だった男が、信じられないほどの変わりようだった。

　魔剣を失った遣つかい手とは、こうまで情けなくなるのか。

　──見苦しい。

　吏玖は男の方へ一歩踏ふみ出していた。

　その顔に何を見たのか。男は急に怯おびえた表情になり、手をついて立ち上がった。

「ひ、ひっ……」

　這はうようにして男は逃にげ出した。吏玖はその後を歩いて追いかける。

　憎にくしみはない。仕返しをしようなどという気持ちは、毛頭ない。

　ただ、吏玖は思ったのだ。

　かわいそうだ、と。

　林を抜ぬけて、男は開けた場所に出た。芝しばの植えられた広場である。

　何度もつまずき、転びながら、芝の上を逃げていく。

　やがて広場の中央にある、磐座メガリスめいた大きな石の前でへたり込んだ。

　体力も気力もすっかり失ったようにぐったりと倒たおれ込み、刀を提さげて歩み寄る吏玖に怯えた視線を投げている。

　吏玖は思った。

　魔剣を失った遣い手に、何が残されているだろう。

　何も。

　何もない。

　遣い手にとって、魔剣はすべてだ。

　そのすべてを失った以上、遣い手に生きている意味はない。

　生かしておいては、かわいそうだ。

　死なせてやらなければ。それが、慈じ悲ひだ。

　苦痛はない。

　胸骨の下に《夜来たる》を、ほんの五センチばかり刺させば、心臓に届く。

　それで終わりだ。

　ほんの一いつ瞬しゆんで、鼓こ動どうが止まり、意識を失い、呼吸も止まる。

　速すみやかな死が訪おとずれる。

　槍やり同様に、なんの痕こん跡せきも残さず、男も消えるのだ。

　死んで、光になって。

　自分の中へ、破は裂れつして──

　──？

　ふと、疑念がよぎった。

　俺は……

　僕は、そんなことをしたかったのか？

　この男を、殺したかったのか？

　何かが間ま違ちがっている気がした。

「……《夜来たる》」

　吏玖はのろのろと口を開いて、言った。

「元に、戻もどしてくれ」

　視界に一瞬で色が戻り、吏玖は喘あえいだ。

　今まで失ったことに気づいていなかった、嗅きゆう覚かくも戻ってきた。

　血の臭におい。足あし許もとから立ち上る、土と芝生しばふの匂におい。

　人間の世界に帰ってきた。

　視線の先には、怯えて縮こまった、かつての槍やり遣つかいだった男が一人。

　殺すことが慈悲だという思いは、頭からすっかり消えていた。

　──何を考えてたんだ、僕は。

　薄うすれゆく魔剣視点の感覚を思い出しながら、吏り玖くは自分のやろうとしたことにぞっとした。

　男に刀を突つきつけていることにいまさら気づいて、吏玖は手を下ろした。

　そのとき。

「──殺してあげないの？」

　知らない声がした。

　女の声。

　振ふり返ると、少し離はなれたところに、見たことのない少女が立っていた。

　吏玖よりいくらか年下だろうか。

　夜目にも白いきれいな顔に、微笑ほほえみを浮うかべている。

　日本刀を持った血まみれの男と相対したこの状じよう況きようには、いささか不似合いな表情だ。

　少女の立ち位置が、なんとなく吏玖の気に障さわった。

　この嫌いやな感じは何だ、と考えて気づく。

　少女はまるで測ったように、吏玖の間合いの外、ぎりぎりで攻こう撃げきが届かないところに立っていたのだ。

「い、いるる」

　槍遣いが、すがるような声をあげた。

「俺の、俺の槍が折られちまった」

「ええ、知ってるわ」

　少女は淡たん々たんと答える。

「見ていたもの」

「た、助けてくれ。なあ。このままじゃ、俺はだめだ。槍がないと……」

　うわごとのように呟つぶやきながら、男は立ち上がり、吏玖の脇わきをふらふらと通り過ぎた。

「そうだ、別のをくれよ。別の魔ま剣けんを。新しいのをくれ」

　少女が男に向ける目は、虫けらを見るそれだった。

「おまえは負けたのよ、円えん藤どう」

　少女は言った。

「〈兵器廠アーセナル〉に負け犬の居場所はない」

「そんな。頼たのむ。俺はまだ戦える」

　少女の口元に、酷こく薄はくな笑えみが浮かんだ。

「そう、それなら……」

　ほっそりした指を上げて、少女は吏玖を指し示す。
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「素す手でであのお兄さんを倒たおしたら、考えなくもないわ」

　円藤と呼ばれたかつての槍遣いは、吏玖を振り向いた。

　その顔が絶望に彩いろどられていく。

　だが、あろうことか、円藤は、丸まる腰ごしのまま吏玖の方へと足を踏ふみ出したではないか。

　──まさか、そんな。

　信じられない思いで見つめている吏玖に向かって、円藤が走り出した。

「きぃいいい！」

　悲鳴のような声をあげて飛びかかってくる。

　その気き迫はくにたじろぎ、吏玖は思わず《夜来たる》を自分の前に差し伸のべていた。

　あっ、と思ったときには遅おそかった。

　飛び込んできた円藤は、ほとんど自分から身を投げるような格好で、《夜来たる》にその身体からだを貫つらぬかれていた。

　突とつ進しんが止まったとき、円藤の身体は鍔つば元もとにまで迫せまっていた。

　その顔がくしゃりと歪ゆがみ──

　口を何度かぱくぱくと動かしてから、絞しぼり出すように言葉を発した。

「た、頼む……指、切ってくれ」

　吏玖の眼前で、円藤は囁ささやく。

「いなくなる、前に……俺の、指、切って、トロフィーに──」

　次に起きたことは、異様だった。

　白い牙きばのびっしりと並んだ肉にく食しよく獣じゆうの顎あぎととおぼしいものが、円藤のみぞおちの内側から、めくれ上がるように姿を現したのだ。

　顎は吼ほえ猛たけりながら、裏返り、自分の出てきた円藤の身体をひと咬かみに飲み込んだ。

　音を立てて咬み合わされた牙の間から苦鳴があがり、すぐに途と切ぎれた。

　顎は自分自身を飲み込んで、瞬またたく間に収縮し、内破した。

　ばつん！

　破は裂れつ音と共に、一いつ瞬しゆん前まで円藤がいた場所へ空気がどっと流れ込む。

　足あし許もとの芝しばがつかの間揺ゆれて、また静かになった。

《虎よ、虎よ》の遣つかい手、円藤は、自らの槍やりの後を追うかのごとく、この世から消えていた。

　指一本、残すことなく。

「あら、残念」

　くすくす笑って、少女が言った。

「……殺させたな」

「なにかしら？」

「わざと、あいつを僕に殺させたな」

「あら」

　少女は上品に手を口に当てた。

「不幸な事故だったわね」

「ふざけるな！」

　吏り玖くは怒いかりを抑おさえることができなかった。どういうわけか、円藤から受けたどんな嘲あざけりよりも、苦痛よりも、円藤の死に様の方が堪こたえた。

　人間はあんなふうに死ぬべきではない。

　しかも、処しよ刑けい人の役を俺にやらせるとは。

　許せなかった。

　微笑ほほえむ少女に向かって、吏玖は一歩踏み出し──そこで凍こおり付いた。

　少女は独りではなかった。

　──囲まれている。

　いつの間に現れたのか。

　広場の中に、いくつもの人ひと影かげがあった。

　暗くて細かい造作は見えないが、年格好はばらばらだ。

　男もいる。女もいる。大おお柄がらなのも、子供にしか見えないのもいる。

　そして──

〝──ああ〟

《夜来たる》の声には、恐おそれと喜びが入り混じっているようだった。

〝同族が、こんなに──！〟

　星明かりに照らされて佇たたずむ人影の群れは、みなその手に武器を提さげていた。

　剣けん。斧おの。槍。鎚つち矛ほこ。

　得物はみな違ちがうが、共通点がひとつ。

　吏玖を包囲する彼らは、ひとり残らず、魔ま剣けんの遣い手なのだ。

　それぞれの背後に、それぞれの魔剣の特性を表しているとおぼしい奇き妙みようなヴィジョンが、後光のように立ち上っていた。

「どうしたの？　いまやろうとしたことを、続けていいのよ」

　少女はかわいらしく首をかしげて、にっこりと笑った。

「早はや瀬せ、吏玖さんね？　初めまして」

「……誰だれだ、あんた」

「私は鋳いる流る」

　少女はスカートの裾すそをつまんで、からかうように一礼する。

「〈兵器廠アーセナル〉の盟主リングリーダーよ」

「〈兵器廠アーセナル〉？」

「見ての通り、魔剣とその遣い手からなる組織よ。そうね、互ご助じよ団体とでも言えばいいのかしらね」

　周囲の遣い手たちの中から、低く笑いが起こる。

〝魔剣と遣い手の、組織？〟

《夜来たる》が疑わしげに言った。

　それは、今まで吏玖が得た知識とも、経験したこととも相あい容いれない概がい念ねんだった。

　出で遭あえば即そく、戦せん闘とうに突とつ入にゆうするはずの魔剣と遣い手が、徒党を組むなどということがあり得るのか？

「〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉とは別の集団なのか」

「あんな奴やつら」

　鋳流は手のひらを上に向けてひらひら振ふった。

「目め釘くぎの錆さび付いた馬鹿どもよ。魔剣を飼い馴ならすなんて──愚おろかなことを」

〝その点は同感ね〟

「何が目的だ？」

「新人ビギナーさんにご挨あい拶さつ。正直に言えば、円えん藤どうに嬲なぶり殺しにあうのを見物するつもりだったんだけど。まさか勝っちゃうとは思わなかった。お兄さん、強いのね」

「わざわざこんな大人数で見物？　〈兵器廠アーセナル〉がなんだか知らないけど、暇ひま人じんの集まりなのは確かだな」

　相手の冷静さを測ろうと、吏玖は嘲るようにそう言った。

「あら、だって、仕方ないわよ。あんなに声が大きいんだもの」

「声？」

　鋳流の言葉の意味がわからず、吏玖は眉まゆをひそめる。

「あなたの魔剣が、《虎よ、虎よ》を呼んだときの歌よ。世界中に聞こえたんじゃないかしら。おかげでほら、こんなに集まっちゃった」

　鋳流は《夜来たる》を指さす。

「あなたの、魔剣、銘なはなんていうの？」

「《夜来たる》」

「ぴったりの名前。すてきな色ね。とても綺き麗れい」

〝うう、なによこいつ。刀身からだがぴりぴりするわ。気持ち悪い──〟

《夜来たる》に注がれるうっとりした視線からは、確かに賞賛の念が感じられたが、《夜来たる》同様、吏玖は言い知れぬ居い心地ごこちの悪さを覚えていた。

「ねえ──その魔剣、いるるたちのために振るう気はない？」

　熱っぽい目を向けたまま、鋳流が囁ささやいた。

「どういう意味？」

「もう、察しが悪いわね。いるるたちの仲間に入らないかってことよ！」

「嫌いやだ」

　吏り玖くは即そく答とうした。

「どうして？」

「さっきのやり口を見る限り、俺が気に入るような集団だとは思えない」

「あら、残念」

　鋳流はあっさりと言った。たいして残念そうな態度ではなかった。

「──それなら、折るしかないわ」

「なに？」

〝あ、意外と話がわかるじゃない。楽しくなってきたわ〟

（おい──）

「〈兵器廠アーセナル〉の諸君！」

　鋳流は大声で言った。大勢に呼びかけることに慣れた、張りのある声だった。

「彼は我らの申し出を断った！　いまや彼は敵である。この美しい魔剣を折るのは誰だ！」

「俺だ！」

「私がやる！」

　広場に集つどった遣つかい手たちの間から次々と声があがる。

「我と思わんものは前に出るがいい！」

　そう叫さけんで、鋳いる流るが仲間たちの方を振り向いたわずかな隙すきに、吏玖は地を蹴けった。

　鋳流との間合いをひと跳とびで詰つめる。

　これほどの数の遣い手と正面から戦って生き延びられる道理はない。

　ならば、この得体の知れない少女を盾たてにして包囲を突とつ破ぱし、この場を離はなれる。

　彼女はどうやら重要人物らしいから、攻こう撃げきの手も鈍にぶるはずだ。

　それが今の吏玖に思いつく最善手だった。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、そのプランは頓とん挫ざした。

　鋳流の手の中には、魔ま法ほうのように虚こ空くうから現れた、一本の刀が握にぎられていた。

　これもまた、美しい刀だった。

　同時に、奇き妙みような刀でもあった。

　刀身が透すき通っているのだ。

　その輪りん郭かくは、ごく薄うすい緑色がかった線で縁ふち取どられていた。

　あえて似たものを探すなら、羽う化かしたばかりの蟬せみか蜻蛉とんぼの羽が近いといえるかもしれない。

　ひやりとしたものを覚えたときにはもう、首を刎はねられる寸前だった。

　危あやういところで受け流したものの、まだ終わってはいなかった。

　抜ぬき打ちに放たれた鋳流の一刀は、《夜来たる》にぴったりとくっつき、離れようとしない。

　押しても引いてもだめだった。刀自体が磁力でくっついているかのようだが、そうではない。鋳流の技ぎ倆りようだ。吏玖の動きを読んで、追つい随ずいしているのだ。

〝あっ!?　なに、これ……やだ！〟

《夜来たる》が悲鳴をあげる。

〝あ！　あ！　こいつ、入ってくる！　私の中に、入って……！〟

　次の瞬間、吏玖もそれを感じた。

　何かが自分の中を探さぐっている。

　見えない何かが、鋳流の刀から、《夜来たる》を伝い、柄つかを通して身体からだの中に侵しん入にゆうしてくる！

「紹しよう介かいするわ。いるるの魔ま剣けん──《虚数》よ」

　鋳流がにっこりと笑った。

「ふふ。抵てい抗こうしても、無む駄だ。このまま食べてあげるわ、ぜーんぶ、ね？」

〝いやああ──っ！　だめっ！　壊こわれる！　壊れちゃう……!!〟

「おい！　おい、しっかりしろ！」

　──くそ、どうすればいいんだ!?

〝リク……！　たすけて、たすけて、リク……!!〟

　何をされているのか──吏玖が状じよう況きようを理解できずにいる間にも、《夜来たる》の声は徐じよ々じよに弱々しくなっていく。

　そのとき。

　きらめく星々を抱いだいて、

　速すみやかに、

　容よう赦しやなく、

　──夜の帳とばりが舞まい降りた。
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　吏り玖くの手の中で、《夜来たる》の柄が、ふっ……と冷たくなった。

　そして、声がした。

〝──目め醒ざめよと喚よぶ者は誰だれぞ〟

「あら？」

　鋳いる流るが、驚おどろいたように目を丸くする。

〝刻とき、終ついに至れるか。蚩し尤ゆうの詛そ、ここに結するか〟

　聞き慣れた《夜来たる》の声。

　しかし、その語調は古めかしく、苛か烈れつで、およそ感情というものを欠いていた。

　蔵くらの中で最初に逢あったときの、格式張った物言いよりも、さらに厳いかめしく、そして──恐おそろしかった。

《夜来たる》の、少女の姿が空中に浮うかび上がったかと思うと、その細い肢し体たいを中心にして、夜と、夜の中に潜ひそむありとあらゆるものの影かげが、巨きよ大だいな樹木が枝葉を拡ひろげるように、爆ばく発はつ的に展開した。

　生きて質量を持った夜そのものが、この場所に降臨したかのようだった。

　──おお。

　あたりにざわめきが満ちる。

　遣つかい手たちの声と、魔剣たちの声なき声。

　この場に集つどったすべての魔剣と遣い手が、不意に現れたこの異様なものを注視していた。

　足あし許もとの芝しばに霜しもが降り、見る間にしおれて枯かれていく。

　ぱさぱさと小さく聞こえるのは、空中の虫が死んで、そのまま地面に落ちていく音だ。

　夜空の星々が、可か聴ちよう域いき外の振しん動どう数すうで、聞こえない歌を奏かなで始めた。

　闇やみ夜よに掘ほり返された、人の目が触ふれたことのない、地の底深くの濡ぬれた匂におい。

　広場を取り囲む林の中を、存在するはずのない獣けものの影が忍しのび歩いている。

《夜来たる》は──あるいはその姿をした何者かは、群衆を睥へい睨げいして、口を開いた。

〝見れば、刻とき未いまだ至らざれど、疾とく迫せまれり。汝なんじら、益ます々ます相あい戦うべし。いざ、兵へい戈か槍そう攘じようの巷ちまたに修しゆ羅らを為なせ〟

「何者だ、おまえは？」

　鋳流だけがまったく臆おくする様子もなく、声を張った。

〝我が名は《夜来たる》──〟

　それは答えた。

〝──早はや瀬せ吏り玖くの、魔剣なり〟

　そして、すべてが、一いつ瞬しゆんにしてかき消えた。

　少女の姿も、夜の色をしたオーラも。

　今の今まで凄すさまじい存在感を示していた対象が不意に消え去ったことで、その場の全員が、一瞬、思考停止状態に陥おちいっていた。

　そのわずかな隙すきに、吏玖は《虚数》からなんとか刀身を引き剝はがし、距きよ離りを取る。

〝あ……あれ？〟

《夜来たる》が、たったいま目を覚ましたような声を出した。

（どうした!?　なんだ今の!?）

〝わ、わからない。あの魔剣と刃やいばを合わせた瞬しゆん間かんから、意識が飛んでる……〟

　そう言いかけて、《夜来たる》は言葉を切った。

〝え……？　な、なに、これ……!?〟

　次の瞬間、吏玖も気づいた。

《夜来たる》の刀身の輪りん郭かくが、ぼやけていた。

　火ほ影かげの縁ふちで夜よ闇やみが揺ゆらぐごとく、しかと見定めがたい何かが、刀の中から次々と噴ふき上がっている。

　夜空を切り取ったような優美な刃は、吏玖の見守る前で、それ自体が元の夜の中へと溶とけていくように見えた。

〝揺れる……ああ……溶けちゃう……。私が、どんどん、拡がって、大きくなって…………！〟

「おい！　目を覚ませ！」

　恍こう惚こつとした《夜来たる》の声に、《虚数》に侵しん入にゆうされたときとは別種の危き惧ぐをおぼえて、吏玖は思わず叫さけんだ。

「帰ってこい、《夜来たる》!!」

〝……うるさいわね。ちゃんとここにいるわよ〟

　意外としっかりした答えが返ってきて、吏玖はほっとする。

　刀を覆おおう影のようなものの噴ふん出しゆつが落ち着き、下火になった。

　刃の輪郭が、徐じよ々じよに戻もどってくる。

（大だい丈じよう夫ぶか？　何が起こってるんだ？）

〝うまく言えないんだけど……私の中から、不思議な力が湧わき出てくるの。今まで知らなかった力。どう使うのかわからない──でも、ふふ……悪い感じはしないわ〟

《夜来たる》のくすくす笑いには、どこか不ふ穏おんな響ひびきがあった。

「早はや瀬せ吏り玖くと……《夜来たる》。ふうん……面おも白しろいわね」

　考えこむような口ぶりで、鋳いる流るが言う。

「何がだ？」

「今まで《虚数》で何本もの魔ま剣けんを犯おかしてきたけど、あんなものに遭あったのは、初めて。あなたの《夜来たる》の奥深くには、何か妙みようなものが潜んでいるみたいね」

　鋳流が目を細める。子供のような好こう奇き心しん──目を輝かがやかせて一心に蟻ありを潰つぶす子供のような、無む邪じや気きという名の邪気が、その笑え顔がおに表れていた。

「あなたたちのこと、もっと知りたくなっちゃった。すぐに殺すのは、ちょっともったいないわね」

《虚数》を見下ろして、鋳流は微笑ほほえむ。

「ふふふ。この子が嫉しつ妬としてる。いるるが自分以外に興味を持つのが、面白くないみたい」

　鋳流は自分の魔剣を持ち上げ、刃に口づけをした。

「大丈夫よ、《虚数》。愛しているのは、あなただけだから──」

　そのとき──

　遠くからサイレンが聞こえてきた。

　パトカーだろうか。何台もいるようだ。こちらへ近づいてくる。

　鋳流は吏玖には聞こえない何かに耳を澄すましているようだったが、やがて小さく肩かたをすくめた。

「潮時ね。〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の奴やつらが手を回したみたい。興きよう醒ざめだけど、ちょうどよかったわ」

《虚数》を納めて踵きびすを返す。

「その子の歌は、他ほかの連中の興味も引いたのね。今夜は撤てつ収しゆうするわ。いるるも、あなたたちのこと、じっくり考えてみたいし」

〈兵器廠アーセナル〉の遣つかい手たちも、武器を納めて素す早ばやく散り始めた。

「近いうちにまた逢あいましょう。近いうちに、ね」

　鋳流はそう言い残して、闇に消えていった。

　吏玖はひとり取り残されて、呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　サイレンが近づいていた。

〝リク──〟

「……ああ」

《夜来たる》に促うながされて、吏玖もこの場を離はなれようと歩き出す。

　あんなにたくさんいたはずの〈兵器廠アーセナル〉のメンバーは、もう影かげも形もなかった。

〝リク、ごめん〟

《夜来たる》がぽつりと言った。

〝殺す気はなかったのよ〟

「わかってる。おまえのせいじゃない」

〝でも──〟

　吏玖は、戦いの中で垣かい間ま見みた、魔剣の視点を思い出していた。

　人間の視点に戻った今となっては、あのときと同じ見方はできない。だからあのときの記き憶おくはおぼろげで、夢を思い出そうとするようにもどかしく霞かすんでいる。

　しかし、ひとつ憶おぼえていることがあった。

《夜来たる》の魔剣としての価値基準は、吏玖に対しては、肉体を直接傷つけられないということ以外、何も語っていなかった。

　つまり、《夜来たる》が吏玖に対して何を考えているのかは、結局わからないままなのだ。

　そして、あの、《夜来たる》の中のもう一つの存在。

　この刀は──いや、魔剣とは、いったい何なんだ？

〝ねえ、リク……やっぱり、怒おこってる？〟

　おずおずと上うわ目め遣づかいで、《夜来たる》が吏玖の顔を覗のぞき込んだ。

「え？　いや。怒ってないよ」

　物思いから覚めた吏玖は答えた。

「いいことなのかわからないけど、次の機会もありそうだ」

　あれだけたくさんの魔剣に面が割れたのだ。

　遅おそかれ早かれ、新たな戦いがやってくる。

「次はもうちょっとうまくやろう。それでいいだろ？」

《夜来たる》の顔が、ぱあっと明るくなった。

〝うん──そうね！〟

　嬉き々きとした表情で続ける。

〝あんなに魔剣がいるんだもんね！　片かたっ端ぱしから折ってやろう！　ああ……楽しみ！　わくわくするわね、リク！〟

「……まあ、ほどほどにな」

　吏玖は曖あい昧まいに答える。

〝何よ、ノリ悪いわね──まあいいわ。頼たよりにしてるわよ、リク〟

　枯かれた芝生しばふを踏ふんで、広場の外に出る。

　魔ま剣けんと遣い手は、それぞれの思いを抱いだいて、ふたり夜の中へと歩いていった。







　エピローグ







「〈兵器廠アーセナル〉だって？」

　才さい森もりが訝いぶかしげに訊きき返す。

「そう言ってた。知ってる？」

「いや……知らない。少なくとも私は、知らされていない」

　昼休み。学校の屋上で、吏り玖くは才森に公園での顚てん末まつを話していた。

　あの日、自宅へ帰った吏玖が目にしたのは、空っぽになった才森の布ふ団とんだった。

　掛かけ布団がホテルのベッドメイクのような几き帳ちよう面めんさで畳たたまれていた。

　墨すみ緒おも気づかないうちに、こっそり出て行ったらしい。

　一日空けて翌々日、学校に姿を見せたときには、すっかり回復した様子だった。

　少なくとも、外から見る分には。

「結構な人数だったよ。全員、魔剣の遣つかい手だった」

　吏玖の言葉を聞いて、才森は眉まゆ根ねを寄せた。

「野良の魔剣が、手を組むだと……？　そんなことが……？」

「なんだ、才森も、案外知らないこと多いんだな」

　才森が何か言い返そうとしたとき、頭上のスピーカーから、昼休みの終わりを知らせる予よ鈴れいが鳴った。

「あ、やばい。戻もどろう」

「待て。この話はあとで詳くわしく聞かせてもらうぞ」

「はいはい」

　才森には、すべてを語ったわけではない。

《夜来たる》の中から出てきたもう一つの存在については、当面話すつもりはなかった。

　説明すればまた面めん倒どうなことになりそうな予感がしたから、というのもあるが、最も大きな理由は、どう説明したらいいのか吏玖自身にもわからないからだった。




　五時間目の本ほん鈴れいが鳴る寸前に教室に滑すべり込み、自分の席に着くと、背中をつつかれた。

「なんだよ」

　後ろの席を振ふり返ると、鷹たか野の香か織おりのニヤニヤ顔に出で迎むかえられた。

「ちょっとちょっと。才森さんとどこ行ってたのよ」

「え？　別にいいだろ、どこだって」

「よくないわよう。教えなさいよ、コラ」

　ニヤニヤしている割には、なんとなく怒おこっているような声だった。

　振り返った吏玖の頰ほおを、ボールペンの尻しりでつつく。その力加減が、微び妙みように強い。

　──僕、なんかやったっけ？

「ねえってば……あれ？」

　香織が変な顔をして、自分の手を見る。

　たった今まで持っていた、ボールペンがない。

「ん？」

　吏玖がふと自分の手を見ると、ペンはそこにあった。

　無意識のうちに、香織の手から奪うばい取っていたようだ。

「はい」

「あ……ありがと」

　吏玖がペンを返すと、香織が毒気を抜ぬかれたような顔で受け取った。

「あれー？」

　香織に首をかしげさせたまま、吏玖は正面に顔を戻した。

　五時間目の授業のあいだ、吏玖はずっと、自分の手を見ていた。

　自覚もなく達人のような動きをするようになった、自分の手を。

　どこか遠くから、かすかに、呼び交かわす歌が聞こえていた。

　音でもない、声でもない──空気の振しん動どうで伝わるものとは異なる、歌ならぬ歌が。

　あれは、魔ま剣けんたちだろうか。

《夜来たる》と吏玖が世界に投げ込んだ小石が、水みな面もに波は紋もんを拡ひろげていく。

　応こたえる者は誰だれか。

　暗い水中には、何が潜ひそんでいるのか。

　何一つわからないまま、《夜来たる》は満足げに喉のどを鳴らし、どこかの暗がりに寝ねそべって、次の敵を待ち受けている。

　そして、吏玖もまた、変わりつつあった。

　巻き込まれただけの高校生から、魔剣の遣い手に──

　──あるいは、それ以上の何者かに。





（了）









　あとがき







　はじめまして、宮澤伊織と申します。

　ここには僕が体験した、「風ふ呂ろ場ばの窓から入ってきた見知らぬ少女」の話を書こうと思っていたのですが、ご覧の通りそんなスペースはどこにもありません。残念ですが、その話はまた別の機会にして、簡単にご挨あい拶さつ申し上げます。どうぞよろしくお願いします。

　限られた字数なのでかなり早口になりますが、謝辞を。すごいスピードで素す敵てきなイラストを描えがいてくださったＣＨ＠Ｒさん。担当編集Ｔさん。デザイン、校正の皆みなさん。筆者の所属する秘密結社、冒ぼう険けん企き画かく局の皆さん。子供のころに多大なる影えい響きようを受けた、サークル創世日記の皆さん。いいからさっさと本を出せと突つっついてくれた友人知人の皆さん。秋田方面で見守ってくれている家族。ほか、本書の出版に関かかわった多数の方々に感謝します。

　そして何より、この本を手に取ってくれたあなたへ。本当にありがとうございます。

　また二巻でお会いできれば嬉うれしいです。それでは。風呂場の窓には気をつけて。





宮澤伊織　
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